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<表紙解説>

iji,特端末ど う  しての自f 1'的な通信を実現するための通イ .
,r又路設定にっい て シ ミ ュ レー シ ーョ ン を 行つ て い る 。
近接する端末間での微 、1li電破による通イ11 て あ る こ と 、 端
来の移動により相対位 11fi がJ生,i fi 的 に 変化す る こ と か ら 、  コ
ン パ ク ト な リ ン ク 1 l' i報を下位の1lfl設定同報通信により相1 f 1
に交換している 。
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e巻頭言
アー ト & テ ク ノロジー

(株)国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役副社長 酒井 保良

携帯電話やインター ネ ッ  ト に 代 表 さ れ る テ レ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの諸技術は、めまぐ る し く進歩 ・ 発展し、

ひとびとの生活はますます便利になりっっあります。 一方その険で、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン不足が原因 とみ ら

れる種々の社会間題が表面化しております。

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン は 、 本 来 、 知 識 ・ 感性 ( 背 景情報 ) の 異 な る ひ と と ひ と が 、 お 互 い を 理解 し あ う た め

に 、 音声 ・ 顔表情 ・ 身振り ・ 手振り ・ 書 図 面 ・ 小道具といった人間の有する  ( 利用できる )情報受発信機能

を全感覚的 (マルチモー ダル) に 111区使して行うものです。

携帯電話や イ ン 夕一ネ ッ ト は 、 す で に判 り 合 え て い る  ( 背 景情報を共有してい る ) 仲間 ・ 友人間での単純

な ( 論理深度の浅い )内容の通信手段としては、簡便 ・ 即時で効率的なものとぃえます。一方、背景情報を

共有しなぃひと同士が、多少時間と手間をかけてでも、少しずっ 判 り 合 え る よ う に な る た め の コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン 環 境 と は 、 い っ た ぃ ど ん な も の で し ょ う か 。

エイ ・ テ ィ ・ アール知能映像通信研究所では、 コ ミ ュ ニ ケー ション支援技術の研究として、  この問題に挑

戦しています。

背景情報の う ち 、 知識等の論理情報は、  相手の立場 ・ 考えを自分のそれとの相対的な位置関係から理解し

た上で、それそれ自分の言葉で説明しあ う こ とによ り 、徐々に相互理解が進む可能性があり 、  これを計算機

が支援するアプローチを研究しています 。

一方、感覚 ・ 感性情報 (非論理情報 )  については、論理的思考が得意な技術者だけでは不十分との認識か

ら 、感性表現力に優れたアーテ ィ ス ト の参画を得て研究を進めています 。工学的技術者と イン タ ー ラ ク テ ィ

ブ アー ト 、  メ デ ィ ア ア ー トの分野のアーテ ィ ス ト と の 協 調 に よ る こ の ア プ ロ ーチを 、  アー ト & テ ク ノ ロ ジー

と名付け、  実践を通じてその効用を確認し内外で好意的に認知され始めています。

こ れ ま で の と こ ろ 、  アー ト と技術がお互いに利用しあ う形での協調は進んでいますが、  将来的には両者が

融合し 、何か新し ぃ メ デ ィ ア が誕生す るのではないか と期待 し てい ます 。例えば 、  アーテ ィ ス ト の 有 す る 感

性表現力を一般のひとにも容易で安価に使用可能にし 、多 くの人が、楽しみながらアー テ ィ ス テ ィ ッ ク に 自

己表現でき 、それを交換する形でコ ミ ュニケー シ ョ ンで き る よ う になれば結構楽し ぃ世界が開けるのではな

い で し ょ う か 。

も と も と 芸 術 と 科 学 技 術 は ( 少 な く と も ダ ・ ビンチの頃迄は) 一体で あ っ た よ う に 思 え ま す 。 デ 力 ル ト の
二元論(Car t e s i a n  division of mind  and m a t t e r ) が一世を風靡した 1 7世紀以降、芸術と科学は分断され現在に

至つています。

科学技術の分野では 、科学革命 ( 1 7 世紀 ) 、 産業革命 ( 1 8 - 1 9世紀)  を経て最近の情報通信革命 ( 2 0世
紀 ) へと 、まさに人類の発展の歴史を担つているかの如くです。ただ、科学万能思想が要i 延 し 、その細分化、

専門化は留まる所を知らず、  一般のひとびとからどんどん速のきっつあ り 、  最近の科学技術不信や子供たち

の理科離れを誘つているよ うにも思えます。何事も明解で判り易い説明が必須です。

一方、芸術の分野でも、  ひと り ょが りの芸術至上主義 ( L ' a r t  p o u r 1 ' a r t ) が生まれたりしましたが、最近に

至つて、芸術は単に自由や想像を表現する手段だけではなく 、人類の生き残りの手段にもな りっつある との

意 見 も 出 始 め て い る と 聞 い て い ま す 。 絵 画 、 音 楽 、 写 真 、 映 像 、 C G な ど ど れ を と っ て も 魅 力 的 な メ デ イ ア

であり 、多様な情報の受発信 ・ 流通の主役を担うものと考えます。

A T R で始めたアー ト & テ ク ノ ロ ジーは 、  コ ミ ュ ニケーシ ョ ンの多様化 ・ 充実を狙い と しています 。来るべ

き情報通信社会が、  単に効率を追及するだけでな く 、  芸術と科学技術を融合した新し ぃ メ デ イ ア を 用 い て 、

多くのひとが個性を発揮しっっ地球規模で協調でき、  全体と して決適で判 り易 く安心して暮らせる ものにな

る よ う に し て い き た い と 考 え て い ま す 。
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(株) ATR音声言語通信研究所

代表取締役社長 山本 誠一

ATR音声言語通信研究所は、 「知識利用型音声翻訳通信の基礎研究」 をテーマに、  AT Rの9番目の研究開
発会社として設立されました 。研究期間は平成 1 2年 1月から平成 1 7年 3月までの約 5年間で、予定研究費

総額は1 0 6億円です。新会社設立まで厳しぃ道のりでしたが、関係各方面の多大なご尽力 ・ ご 理 解 に よ り こ

こに設立の連びとなりました。改めて深く感謝の意を表します。

2 1世紀を眼前に迎え、  国の枠をはるかに超えたグローバルな活動は、  距離、  時間、  言葉 を超 え た コ ミ ュ

ニケー シ ョ ンの実現を要求しています 。  しかし、  日本語の孤立性や日本の地理的状況からか、  我々日本人

は一部の人を除いて英会話を始めとする外国語会話は不得手であり、  言葉の壁を乗り越えるために青声翻

訳技術の実現が強く期待されています。 このよ うな考えに基づき 、 A T R自動翻訳電話研究所、 A T R音声翻

訳通信研究所により音声翻訳技術の基礎研究が実施されてきました。  この結果、  対話に代表される話し言

葉の細訳にっい ては 、  話題は限定される ものの 、  1 0年近く外国語教育を受けた大学生と比較できる段階に

至つています。

しかし、  だれ もが信頼 し て使用で き る技術か と ぃ う と 、  まだ疑間が残る技術と考えます 。それは、利用

者が同じ内容を発話して も 、 話す速度や 「 I 調あるいは周囲の騒音と ぃった音響的要素の影響を受けて 、  音

声翻訳システムが何が話されたのか正確に認識できなぃこ とがあるからです。  また、  同じ発話内容でも状

況や文脈に依存して細訳結果を変えた方が適切な場合も多いのです。  よ り多 くの言語的知識を中心と した

様々な知識を取り込むことによ り 、種々の環境変化に強く 、話題の変動にも強い音声翻訳技術を研究開発

する必要があります。知識利用型音声細訳通信と、  知識利用を うたっているのは 、  そのためです。

この よ う な研究を遂行するためには 、話し言葉そのものを もっ と良 く研究しなければな り ません 。従来 、

音声翻訳技術の研究開発は、 音声認識、  言語翻訳、  青声合成の各要素技術の研究を実施し、  その成果を待

って音声言語統合処理の研究を進めるとい う形態を採用してきました 。それは、  アナログ情報の信号処理

を基礎 とする音声認識 ・音声合成技術 と 、  テキス ト入力を前提と してシンボル操作を基盤とする自然言語

処理の研究アプローチが大 き く 異 な り 、  独立に研究を進めた方が共同で研究を進めるよ り効率的であると

考えたからです。  しかし、  音声細訳通信研究所での7年間にわたる音声翻訳技術の基礎研究の結果、 話し言

葉とぃ う研究対象に対する考え方や研究アプローチ にっい て 、  音声処理研究者と自然言語処理研究者との
間で共通の認識が酸成されてきてお り 、 A T R の目指すインタ ーデ ィ シ ィ ブ リ ナ リ ー な形で、話し言葉の基

礎研究を融合的に行うこ とができる場ができっつあります。

音声翻訳技術の重要性を明確に理解していただける分かり易い例は、  英語のよ う に多 くの方があ る程度

は理解できる言語だけではな く 、  私共多くの日本人が話すこ とができないが重要性は高いと考えている言

語と日本語の間の音声翻訳システムを提示することです。  世界中には現在数千とも言われる数の言語があ

り ますが 、  その中に使用人数や影響力の大きさの観点から地域大言語といわれている言語が幾つかありま

す 。中国語 、 ス ぺ イ ン語 、  ヒ ン デ ィ 語 、  ア ラ ビ ア 語 、  ロシア語などは 、そのよ う な地域大言語です 。今回

の プ ロ ジ ェ ク ト で は 、  地理的に近い上に、  言語としての属性が日本語や英語と異なっており研究対象とし

て も 興 味 深 い と い う こ と か ら 、  日英音声細訳以外に日中音声翻訳技術の研究開発にも取り組みます。

夢の翻訳電話 と言われた技術も 、技術 と し ては一部夢から現実にな り そ う な と こ ろに来ています 。今後

とも関係の皆様方のご理解、  ご支援を よ ろ し く お願いいた し ます 。
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21 世紀を眼前に迎え、  国の枠をはるかに超えた

グ ロ ーバルな活動は 、距離 、時間 、言葉を超えた

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの実現を要求しています 。  し

かし 、  日本語の孤立性や日本の地理的状況からか、

我々 日本人は一部の人を除いて英会話を始め とす

る外国語会話は不得手であ り 、言葉の璧を乗 り越

えるために音声細訳技術の実現が強 く期待されて

います。  A T R音声翻訳通信研究所では音声翻訳に

関し 、  対話に関し具体的な表現を集めた大規模対

訳コーパスを作成 し 、  コーパスに基づ く青声翻訳

手法を全面的に採用し、基礎研究を進めてきまし

た。  この結果、  ホテルの予約等の タ ス ク限定 され

た目的指向対話にっい ては 、 T 〇 E I C ( 国 際 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 能 力 テ ス ト )  スコア 5 0 0点台の

日本人 と同程度の音声翻訳結果が出力可能であ る

段階に達しています。

この研究成果を受けて開始されたA T R音声言語

通信研究所の研究目標は、  大 き く 二 つ に分 け ら れ

ます。 一つは、  対話音声翻訳の利用分野の拡張で

あ り 、他方は対話ではなく講演等の独話の音声翻

訳を可能 とす る こ と です 。

1. 対話音声翻訳の利用分野の拡張

確率的な手法に基づ、く現在の音声認識では、  音

声認識用の言語モデルと  して一般に単語間の選移

確率を表現するモデルを使用してお り 、  夕 ス ク 毎

に新たなモデルを作成する必要があ り ます 。  確率

モデルの作成には多量の音声やそれを書き下した

デ一 夕を集めた大規模なコーパスを構築する必要

があ り ま す 。 新聞の よ う な既存の大規模 コ ーパス

を利用できない対話の青声認識では新たなコーパ

スの構築には膨大な人手と時間を要します。  その

ため 、  音声翻訳技術の他のタス クへの移植は困難

です。

言語翻訳技術では、  この課題は一層 困 1離 と な り

ます。 コーパスに基づ く言語翻訳では 、大規模な

対訳用例を作成し、  対訳用例の中から表層的な表

現が類似 し て い る文 を検索 し 、  こ れ を 使 用 し て 言

語変換を行います 。  文全体で一致する例は慣用的

な 表現等 を除 い て極め て少 な い こ と か ら 、  部分文

毎の言語変換を組み合わせる手法やシソ ー ラ ス 等

を用いて意味的に近い例を検素して使用する方法

が一般に使用 され ます 。 現在 、 部分文 と し て用い

る表層的なパ タ ー ンの切 り出 し 、代表的な用例の

選択などは全面的に人手に頼つてお り 、表層的な

パ夕一ンの選択やパタ ー ン毎の用例の選択は、  タ

ス ク に 依存 し ま す 。 こ の た め 、  コーパ ス さ え 存在

すれば基本的に機械学習の可能な音声認識と比較

して、  タ ス ク移植は一層困難とな り ます 。

青声翻訳技術の広範囲な利用、  すなわち種々の

分野で利用可能な音声翻訳システムの効率的な開

発には、  タ ス ク移植性の解決は避けて通れなぃ技

術課題です。  こ の た め 、  上記の技術課題を克服し

て対話音声翻訳の利用分野の効率的な拡張を可能

とする技術を研究開発します。  これが一番目の研

究目標です。

なお、  対話音声翻訳の利用分野が広げるには、

様々な使用環境や使用者の発話様式の違いに対応

する必要があ り ます 。  ま た 、対応する話題の広が

り にっい て も 、 人 に よ っ て 捉 え 方 が異 な っ て き ま

す 。 これ ら を全て満足する技術は 、現在の技術の

枠組みでは対応で き な い し 、 全 て考慮す る こ と は

効率的で も あ り ません 。 そのため 、  日常の通常の

使用環境で利用可能な技術を研究開発すると共に、

想定外の入力をある程度検出できる技術等、  音声

細訳システムの具体的な使用形態を想定した研究

開発も必要となります。

2, 独話の音声翻訳

従来の音声翻訳技術の研究対象は、  対話の音声

翻訳です。  こ れは 、  対話の音声翻訳が利用分野と

し て極めて重要である と共に 、  対話が状況に応じ

た 省 略 や 言 い 直 し ゃ 言 い よ  どみ等の非文を含み 、

テキス ト を対象 と した自然言語処理の研究分野と

対極の位置に あ る と ぃ う 性 質 を 有 し て い る た め で

す。 しか し 、対話の音声翻訳では 、  シ ステムの両

側に話し手が存在するために 、  対話の理解状況に

応じた質問や応答が期待で き ます 。例えば 、音声
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認識誤 り等に よ  り発話の一部に不明な部分が生じ

た 場合 、  その部分を省略して細訳し、  必要な場合

は話 し手が質問や応答をす る と ぃ っ た こ と も 可能

です。  さ ら に 、 文 節 発 声 の よ う な 場 合 で も 、 前 後

のっなが り を考慮せずに文節毎に細訳して も 、全

体 と  しての発話内容は多くの場合理解可能です。

こ れに対 し 、  講演等の独話では以上述べたよ う

な技術の多 くが利用で きな ぃ と考え られ ます 。  さ

らに 、一般に日常対話に比較して文長が長くな り 、

音声認識 ・ 言語翻訳共に技術的な困英111 さ が增加す

る と 考 え ら れ ま す 。  さ ら に 、 対話の青声翻訳の よ

う に 、 一発話が終了する毎に青声細訳する と ぃ う

手法は採用できず、  同時通訳のよ うに発語に追随

して青声翻訳を実行することも必要となります。

但 し 、 同時通訳 と ぃ っ て も 、 例 えば英語 ・日本語

間でプ ロの同時通訳者が行 う ょ う な 、 文型の違い

を吸収するための倒置の多用といった技法を使用

す る 必要性は な い の では な い か と 考 え て い ま す 。

通 訳 者 と 異 な り 、  ほぼ無限の短期記憶 メ モ リ を 利

用で き る音声細訳シ ス テ ムでは 、  一定の遅れを持

って倒置等が少ない形での翻訳結果を出力する形

態 も想定で き る か ら です 。  独話の音声細訳は、  今

まで誰も本格的に研究を実施した こ とのな ぃ極め

て チ ャ レ ン ジ ン グ な 研 究 テーマ で あ り 、 実 現 の 焼

には従来 とはかな り 違つた形での通訳技術 と し て

利用できる と考えています。

以下、  これらの研究目標を達成するための研究

内容を簡単に説明します。

( 1 )  適応型音声認識技術

現在の音声認識技術は入力機器、  発話環境や発

話 ス 夕 イ ル の 違 い に よ っ て 、 性 能 が 大 き く 異 な り

ま す 。 例 え ば 、 接 話 型 マ イ ク ロ フ ォ ン と 異 な り 、

据え置 き型の マ イ ク ロ フ ォ ン で は直接入力 さ れ る

音声以外に周辺の壁等で反射さ  れた音声や環境騒

音 を ひ ろ う こ と に よ り 、 認 識 性 能 が 劣 化 し ま す 。

青声翻訳システムの将来の使用形態としては P D A

の よ う な可搬型の装置が想定でき ますが 、 その よ

う な 装 置 で は マ イ ク ロ フ ォ ン を 内 蔵 す る と 考 え ら

れ ま す の で 、 据 え 置 き 型 の マ イ ク ロ フ ォ ン で も 高

性能な認識性能を示す技術を開発する必要があり

ます。 ま た 、 図 1 に 示 す よ う に 、 対 話 の 音声細訳

では少な く と も 二名の話者が想定 され る こ と か ら 、

二人の音声を区別する技術 も必要 と な り ます 。 こ

の よ う な 要 求 に 応 え る た め に 、 複 数 の マ イ ク ロ フ

ォ ン を使用 して 、両者の音声を区別する技術 、  ま

た青声以外に画像入力を利用  して音声認識の高性

能化を目指すセンサ一統合の技術にっい て も 研 究

を進めます。
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図 1  対話翻訳技術の使用状況

な お 、  日本語、  英語、  中国語 と ぃ った個別の言

語を認識するのに 、  現在は別の青響モデルを学習

し て い ま す が 、  こ れ ら を 統 合 し て一つの音響モデ

ルで認識を行える よ う な技術の研究を計画してい

ます。

( 2 ) 音声言語解析 ・統合技術

現在の青 f n認識では、 大規模な言語デー タべ一

スから後続単語の接続確率を前もって計算してお

き 、  こ れ を 用 い て 次 単 語 を 予 測 す る N グ ラ ム と ぃ

う方法が主に使用されてぃます。  Nが 2の場合、  即

ち前の一つの単語のみで次の単語を予測する手法

は バ イ グ ラ ム 、 N が 3 の 場 合 は ト ラ イ グ ラ ム と 呼 ば

れます。  N が大き ぃほど予測性能は向上するので

すが、  利 用 で き る デー タ量の関係から Nの数はせ

い ぜ い 3 留 ま り で す 。  こ の た め 、  それ以上にわた

る単語間の依存関係をモデル化できないため 、  人

間に と っ て は 想像 も っ か な ぃ よ う な 単 語列 を 、 認

識結果 と し て出力 し 、  青声認識技術の信頼性を大

き く 損 な う こ と が あ り ま す 。 こ れ は 、 対 象 の 話 題

に関する知識や言語的な知識を十分に利用してい

な ぃ た め で あ り 、  よ り強力なモデルを構築する必

要があります。

現在の音声細訳技術 で は 、 図 2 に 示 す よ う に 、

一発話の終了を待つて得られた認識結果が、  次の

細訳部に渡される といった直列型の処理が行われ

ま す 。 こ れは 、 対話の よ う に一発話が比較的短く、

交互 に発話 が な さ れ る 場 合 に は 、 問 題 と は な り ま

せん。 し か し 、 独 話 の よ う に 一 連 の話 し が 長 く 続

く 場 合 に は 、 大 き な 遅 延 を 生 み 間 題 と な り ま す 。

そ こ で 、 発話が終了 し な く て も 、 途中で逐次認識

結果を出力す る技術が必要 と な り ま す 。 逆に 、 文

節発声のよ うな場合には 、発話間の関係を考慮し

て 認 識 を 行 う こ と も 必 要 と な り ま す 。  こ の よ う な
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図 2  音声翻訳の処理プロセス

発話の言語と  し ての解析を行い 、  細訳部 と統合 し

た処理を可能とする技術を研究します。

( 3 )  知識利用型変換技術

音声翻訳では対訳用例を利用する方法が使用さ

れ て い ま す が 、  文そのものを対訳用例と して使用

す る の で は 、 余 り に も 組 み 合 わ せ 数 が 大 き く 、 幾

ら文例を収集して も 一1 分な量 を収集す る こ と は 不

可能です。  こ の た め 、  部分文やそれを抽象化した

パ タ ー ン が利用 され ますが 、 大規模対訳デー タ ベ

ー ス か ら ど の よ う な パ 夕 一 ン を抽出す るか 、  また

パ タ ー ン毎に具体的にどの用例を記憶してお くか

の選択は人手に頼つてい ます 。  ど の よ う な パ 夕 一

ンを選択するか 、  また各パ夕一ン毎に具体的な用

例 と し て どれを選択すれば良いかは 、  対象の話題

に依存する上に 、  その選択は職人芸的な技能とな

っています 。  そのため、  対象の話題が異なる度に、

人手で作業をする必要があ り 、  翻訳システムの移

植を極めて困難なものとしています。

こ の た め 、 パ タ ー ンや用例の選択を 、大規模デ

ー タベー スの形態素解析結果等を利用して、  その

頻度や組み合わせ頻度等の情報を求め、  それを利

用 し て効率的にパ タ ー ンや用例の選択を決定する

技術や 、  確率モデルを基礎と して自動学習する手

法等にっいて研究を行います 。  大規模デ一夕べ一

スの収集に際しての主要な課題は、  対 象 の タ ス ク

に対 し て 、  どれ位の量の文例を収集すれば良いの

か と ぃ う 課 題 と 、  ど の よ う に収集すれば良いのか

と ぃ う 課題です 。  これは極めて難しぃ課題ですが、

大規模デー タ ベー スの収集とそれを使用した用例

翻訳の研究の過程で、  その課題に対する解答を模

索 してい き たい と考えてい ます 。

パ夕一ンの選択は 、細訳の対象 と な る二つの言

語間の構造的な近 さ に依存 し ます 。 大 き く 異 な る

構造を有する言語間  ( 例えば、  日本語と英語 、  日

本語 と中国語 )  の翻訳に必要なパ夕 一 ン と 、 比 較

的近い構造を有する言語間  ( 例えば、  日 本 語 と 韓

国語 )  の翻訳に必要なパタ ー ンは、  大き  く 異 な る

と 考え られます 。  ま た 、 翻訳自体 も 、 前者は後者

に比べて多様な技術が必要となります。このため、

対話の翻訳では 、 主 と し て 、 大 き く 構 造の異 な る

言語対を対象に、  日英相互の翻訳、  日中相互の翻

訳の実現を目指します。

(4 )  適応型表現生成技術

独話の青声翻訳を発話に追随して実行するには、

発話を適切な単位に分割して細訳する必要があり

ます 。一般に 、分割を短 く設定で きれば 、 その範

囲内での発話の複雑さは減少し、  その結果音声認

識や言語翻訳の性能は向上する と想定できます 。

し か し 、 余 り 短 く 分割 し た場合 、前後の関係が欠

落 し 、 翻 訳 結 果 が 分 か り づ ら ぃ も の と な り ま す 。

こ の よ う に翻訳結果の分か り易 さ の観点か ら分割

に最適な単位を求める研究がまず必要です。  プロ

の同時通訳者がどのよ うな単位で翻訳を開始する

か が一つの解答にな る と考え 、  日本語の講演を英

語に同時通訳した音声デー タ ベー ス を作成する予

定です。 しかし 、  音声翻訳システムでは原理的に

無限の短期記憶を利用できるので 、必ずし もプロ

の同時通訳者と同じ様式で細訳をする必要はなぃ

と も考えています。

さ ら に 、 発 話 に 追 随 し て 音 声 出 力 を す る に は 、

時間的な制限から一定の速度で青声出力をするこ

と は不可能な場合があ り ます 。 そのため 、重要で

ない部分は省略する といった要約の技術も必要 と

な り ま す 。 ま た 、 重 要 で な ぃ フ レー ズは重要なフ

レー ズに比較して 、  早い口調の音声合成をするこ

と も必要です。現在の音声合成技術は、話題が限

定 された も のに対 し ては 、  ATRをその起源の一つ

と す る コーパスベー ス 音声合成に よ り か な り 高品

質な音声が合成可能となっています 。  しかし、  そ

れは一定の発話速度で得られる性能であ り 、  状況

に応じて発話速度等の韻律を制御する研究は、  従

来の青声合成の利用形態からはほ とんど行われて

おりません 。  発話内容の重要性に応じて発話速度

を含めた韻律を適切に制御す る こ と は 、 従来の音

声合成 と は 異 な り 、 生 き 生 き と し た 魅 力 あ る 音 質

の音声を合成するのに必要な技術です。  こ れ は 、

音声細訳の よ う に 、  出力する音声の構文構造等の

構造が分かってい る分野で 、  ま ず活 き て く る 技術

だと考えています。

独話の音声翻訳は 、従来全 く研究がな された こ

とのなぃ未路の分野です。  そのため、  従来経験の

あ る対話の音声細訳 と異な り 、  対象を極めて限定

した日本語の講演等を英語に翻訳する技術にっい

て研究を進める予定です。
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3 . 研 究遂行体制

従来 、  音声翻訳技術の研究開発は、  青声認識 、

言語翻訳、 青声合成の各要素技術の研究を実施し、

その成果を待つて青声言語統合処理の研究を進め

る と ぃ う 形 態 を 採 用 し て き ま し た 。 そ れ は 、  アナ

ログ情報の信号処理を基礎とする青声認識、  音声

合成技術 と 、  テ キ ス ト 入 力 を 前提 と し て シ ン ボ ル

操作を基盤とする自然言語処理の研究アプロ ーチ

が 大 き く 異 な り 、独立に研究を進めた方が共同で

研究を進めるよ り効率的であったからです。

しかし、  7年間にわたる青声細訳技術の基確研究

の結果、話し言葉と ぃ う研究対象に対する考え方

や研究アプロ ーチに っい て 、  青声処理研究者と自

然言語処理研究者との間で共通の認識が酸成され

て き て い ます 。  こ のため 、  ATR青声言語通信研究

所の研究体制は 、従来のよ うに各要素技術の研究

分野 を独立に研究す る の では な く 、  図 3 に 示 す よ

種々の話題に対応する多言語双方向音声翻訳技術

適切な単位で認識翻訳し、 適応的生成を可能とする同時通訳技術

。音響モデル 。言語モデル 。対話翻訳 。独話翻訳

探索技術 。対話コーパス ・言語生成・音声合成
発話解析 。要約

図 3知識利用型音声言語通信の研究体制
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う に 、  各々の研究室が研究内容に一定のオ ーバー

ラ ッ プ を 敢 え て 生 じ さ せ 、 情 報 の 共有化 を 図 る 体

制を採用しました。

ATR音声言語通信研究所の研究期間は基礎研究

と し ては短い約 5 年です 。  し か し 、 A T R 音 声翻訳

通信研究所の研究員の半数程度は、  A T R音声言語

通信研究所に移籍するため 、  そ こ で 培 つ て き た 技

術が利用で き ます 。 言語が コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の

ツ ー ルで あ る と 同 様 に 、 青 声翻訳技術 も コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン の 道 具 で あ る こ と か ら 、 使 用 者 の 習 熱

度等に よ り 、 そ の性能や効果は違つて き ます 。 そ

のため 、  ど の よ う な使用形態を想定す るかに よ っ

て 達 成 度 の 評 価 は 異 な る と 考 え ら れ て い ま す が 、

夢 と ぃ わ れ た翻訳電話 も 、 技 術 と し て は一部現実

に な り そ う な と こ ろ に 来 て ぃ る と 感 じ て い ま す 。

研究目標



適応型音声認識技術

発話者、  使用環境に起因する音質、  発声ス夕

イル、発声速度などの変動や雑青 ・ 残響などに

7l-lll1111健な音声認識方式の研究を行います。  特に 、

マイ ク ロホンから離れて発話された速隔発話の

音声認識の実現を目指します。

また、 多国語の青声認識のためのュニバーサル

音響モデルの効率的な構築方法の研究も進めます。

音声言語解析・統合技術

音声翻訳の対象領域拡大を目的として、  夕ス

ク内容の変化に対応できる而1-性のある音声認識
用言語制約の作成と翻訳のための音声言語逐次

解析エンジンの構築を目指します。これにより 、

より汎用性の高い音声言語解析、細訳結果の逐

次出力を可能とします。  また英語、  中国語をは

じめとする多国語への展開を狙います。

知識利用型変換技術

大規模な対訳デー タベー スを効率的に構築お

よび利用するコーパスベー ス言語細訳の研究を

行います。  特に、  コーパスに容易に適応可能な

翻訳方式の研究を進め、 対話を対象に、  日英お

よび日中の双方向翻訳の実現を日指します。

適応型表現生成技術

出力内容や即時性などに応じて適切な文を生

成 ・ 合成する技術の研究を行います。特に、講

演や放送ニュ ー スを対象に同時通訳手法の研究

を進めます。 また、  発話意図も考慮した自然な

音声合成技術の実現を目指します。

※I11ustrated by : 中尾客貝研究員/知能映像通信研究所
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eご寄稿

ATR音声言語通信研究所の設立にあたって (祝辞)

亞に政省

大臣官房技術総括審議官 田中 征治

このたび 、  エイ  ・ テ ィ  ・ アー ル音声言語通信研究所がめでた く設立を迎えられたこ とを 、  心 よ り ぉ 慶び

申し上げます。

2 1 世紀を目前にして 、情報通信が社会に果たす役割はますます重要性を增してきてお り 、我が国と して

も、  国際的に展開されている情報通信分野での激しぃ技術開発競争の中で遅れを と らな ぃためにも 、  基礎

的研究開発を強力に推進することが極めて重要になってきております。

こ の よ う な状況の も と 、 A T R が担 うべ き役割は非常に重要な もの と な ってお り ますが 、  これまでの 1 4 年

間、  この期待に応えるべ く 、着実に基礎的研究開発を進めて こ られま した 。 そ して国内はも と よ り国際学

会を先導する質の高い研究実續を挙げられ、  世界的知名度を有する研究所に発展されました。  こ の こ と は 、

これまで研究に励んでこられた研究者の方々、  ならびに研究開発を支援された多くの関係者の方々のご努

力による もの と 、深 く敬意を表する次第であ り ます 。

現在 、 私 た ち を と り ま く 社会は 、 経済活動の国際化や イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

の拡大に伴い、  情報通信のグローバル化が今後急速に進むものと思われますが、  こ う し た 中 、  世界の人々

の間にあ る言葉の壁を超えた コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン手段の実現が強 く望まれてお り ます 。音声は人問にとっ

て最も基本的で慣れ親しんだコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン手段であ り 、 言語の異な る人 と人 と の会話において 「話
した言葉が直ちに細訳され発声される」 とぃ う音声翻訳技術の実現は、  音から変わらない私たちの夢であ

り ます。

この よ う な音声細訳技術にっい て 、 A T R に お い て は 、 エ イ ・ テ ィ ・ アー ル自動翻訳電話研究所における
研究に始 ま り 、 エ イ ・ テ ィ ・ アー ル音声翻訳通信研究所に研究が引き継がれ、話題を限定した場合にはほ

ぼ実時間で青声細訳が可能とい う段階まで到達してきてお り ます 。今回設立されたェ イ ・ テ ィ ・ アール青
声言語通信研究所では、  様々な場面で行われる自然な話し言葉の同時通訳の実現を目標として、  研究開発

が進められる こ とになってお り ますが 、本研究に携わる研究者の方々におぃては 、活発な研究活動を進め

られ 、  優れた成果を挙げられますよ う期待しております。

ま た 、 研究成果を広 く 世の中に普及 させ る こ と も 重要であ り 、 多 く の企業の皆様にご活用いただ く こ と

でA T Rの研究開発が進展し、ニーズに合わせた成果を生み出す原動力とな り ますので、そのためにも関係

企業の方々のご協力をよろし くお願いしたいと思います。

今後 と も 、  A T Rには関西文化学術研究都市の中核的役割として、  マルチ メ デ ィ ア が ます ます重要性を増

し てい る今の時代を リ ー ド す る研究活動を進め られ る こ と を大いに期待してお り ます 。郵政省 と ぃ た し ま

し て も 、  田:界に誇れる情報通信分野の研究機関であるATRに対し、  今後と も一層の支援をして参 りたい と

思います。

最後に 、本研究所の素暗 ら し ぃ 研究成果を近い将来私たちが享受で き る よ う 期待いた し ます と と も に 、

A T Rのご発展と研究者の皆様方のご活躍を心からお祈り申し上げまして、  お祝いの言葉とぃたします。
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この度、  エイ ・ テ ィ  ・ アール音声言語通信研究所が創立されましたことに、  心よりお祝いを申し上げます。

先般、小測首相の諮問機関である  「2 1世紀日本の構想」 懇談会の最終報告が発表され、その中で、 2 1世

紀の世界の主な潮流の一つ と し て 「グ ロ ー バ ル ・ リ テ ラ シー (国際対話能力)」 と い う 言 葉が挙げ ら れ てお

り ま す 。 こ れ は 、 「世界にアクセスする能力 」、 「世界と対話する能力」 と い う こ と で あ り 、  この能力の基本

は、  コンピュー タ や イ ン 夕一 ネ ッ ト と ぃ っ た情報技術を使い こ なせ る こ と と 、 国際共通語 と し ての英語を使

い こ な せ る こ と で あ る 、  と し てお り ます 。 そ し て 、 報告では 、 「社会人になるまでに日本人全員が実用英語

を習得する」 と い う目標が設定されてお り ます 。

他方、 日本人の英語力不足は以前から指摘されている と ころであ り 、  最近の新聞報道によれば、  英語能力

試験T〇E F Lで日本は前年のアジアで最下位の成績からは脱出したものの、  依然として低レベルにあります。

かかる状況においては、  エイ  ・ テ ィ  ・ アール音声言語通信研究所の研究成果には、 日本人の英語能力を補う

も の と し て 、 つ ま り 、 世 界 を知 り 、 世 界に ア ク セ ス す る も っ と も 基本的 な能力 を補 う も の と し て 、 大 き な 期

待が寄せられているもの と考えてお ります 。

また、  これまで A T R をは じめ と した当セン夕一出資の会社は研究開発で大きな成果を挙げていただいて

お り ま す が 、 出 資 に対す る リ 夕一 ンとい う面では極めて厳しぃ状況にあり 、研究成果の実用化の推進など事

業の収益性の向上が極めて大きな課題となっている と ころであ り ます 。当センタ ー と し て は 、 エ イ ・ テ ィ ・

アール音声言語通信研究所には、 研究開発のみならずその実用化への貢献にっい て も 、  多大な成果が得られ

る こ と を 期 待 し て い る と こ ろ で あ り ま す。

エイ ・ テ ィ ・ アール音声言語通信研究所が取り組まれる音声細訳の技術は、言葉の壁を超えたコミュニケ

ー シ ョ ン を実現する  「夢の技術」 と い われ て き ま し た が 、  こ れ ま で培つて き たェイ ・ テ ィ ・ アール自動翻訳

電話研究所およびェイ ・ テ ィ ・ アール音声翻訳通信研究所の成果を発展させることにより 、青声細訳の実現

はもはや夢物語ではな く な って きてい る もの と確信してお り ます 。

エイ ・ テ ィ  ・ アー ル音声言語通信研究所の試験研究がその目的を達成され、  多大な研究成果が得られると

と もに 、出資各社のご尽力を賜り 、 一日 も早 く  「夢の技術」 が実用化 さ れ る こ と を お 祈 り し て 、 お 祝 い の言

葉 と さ せ てい ただ き ます 。
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研究動向紹介一

音楽の対位法は、  マルチ メ デ ィ ア 素材一般 を対象 と  し た イ  メ ー ジ表現のための

構成技法として極めて有効です。  こ こでは、対位法に基づいた映像合成の研究

をご紹介します。

Counterpoint methodln music can be used as a very effectlve generalmethod
for lmage express1on wlth multimedla components.Here, w e  introduce a study
on movie synthesis based on the counterpoint method.

対位法に基づいた映像合成

Counterpoint Synthesis of Movies

1 .  はじめに

私は現在、  青楽の対位法に基づいて映像を合成

す る 研 究 を 行 つ て い ま す 。 対 位 法 と 言 う と コ ム ズ

カシ イ楽曲理論 と思われがちなため 、私の研究 も

ど う ぃ う 研 究 な の か 分 か り 幸 い と 言 わ れ る 事 が

時々 あ り ま す 。 そ こ で 今 回 は 、 何 故私 が こ う ぃ う

研 究 を 始 め る こ と に な っ た の か と ぃ う 所 か ら ご 説

明したい と思い ます 。

2 .  映画との出会い

元々、  私は映像制作の専門家ではありませんが、

学生の頃か ら と て も映画好きな少年で した 。特に

映画を良く見たのは中学生から大学生の1 9 6 0年代

後半から1 9 7 0年代前半の頃でした。  フ ラ ン ス の ヌ

ーべ ル パー グ や そ の 頃 流 行 つ て い た ア メ リ カ ン ニ

ュー シネマが好きでした。

ち ょ う ど そ の l l1l1に は ま っ て い た ヌ ーベルバー グ
の作品に、  ア ラ ン ・ レネの 「去年マリ ェ ン バー ト
で」 が あ り ま す 。  こ の 映 画 は よ く 難 解 で あ る と 言
われますが 、  それは映画を理用1で理解しようとす

る か ら です 。 そ の映像が表現す る イ メ ー ジを自分

の 感 性 で あ り の ま ま に 受 け 止 め る よ う に す れ ば 、

その映画が持つ豊かな世界は、  単なる理屈を超え

て強く訴えかけてきます。「去年マリェ ン バー ト で」
の強烈な イ メ ー ジは、  そのような形で私の月lf i英に

焼 き 付 け ら れ 、  それが現在の映像合成研究へ と 結
び 付 い た よ う に 思 い ま す 。 そ れ が イ メ ー ジの持つ

力で あ る と 言つ て良いで し ょ う 。

今 あ ら た め て 見直 し て み る と 、  この映画が対位

法を映像構成技法と  し て積極的に用いた極めてめ

ずらしぃ事例であるこ とが分かります 。 「去年マ リ

エ ン バー ト で」 で は 、  ち ょ う ど フ ー ガ の よ う に 、
同 一 の イ メ ー ジが様々に変奏されなが ら 、何度 も

何度も iツ f り重ねられて行きます。スト ー リ ー を説

明 す る こ と よ り も 、  イ メ ー ジ を 表 現す る こ と が 第

一義に置かれ、  そのための技法として対位法が用

い られています 。

3 . 建 築 、 コンピュー タ 、 映 像
私は大学では建築の意匠設計を専攻し、  特 に 設

計方法論に興味を持ちました 。学部の終わり頃か

ら コンピュ一夕に興味を持ち 、修士課程では cA D
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の研究を行いま  した。  その後、  1 9 9 7年に日本ユニ
シ スか ら A T R に出向す る までは 、ず っ と C A D シ ス

テムの研究開発に従事して来ま し た 。建築 と コ ン

ピ ュ 一 夕 ・ シ ス テ ム と 映 像 と で は 、  ま るで別々の

間 題 を 扱 つ て い る と い う 印 象 を 持 つ 人 も 多 い か も

知れ ませ ん が 、 私自身は 、 ず っ と 一 賞 し て 同 じ 問

題を研究 し て来た と思つてい ます 。  ど の よ う な も

の を作 る場合で も 、  それは何らかの構成要素から

成 り 立つてい ます 。  し た が っ て 、  それらの要素を

ど の よ う に 構 成 し て 全体 を 形成す る か と ぃ う 一 般

間 題 と し て は 、 建 築 も コ ン ビ ュ 一 夕 ・ シ ス テ ム も

映像も全く同じなのです。

特に 、  建築を学ぶ事は、  一般的な構成技能を修

得 す る た め に 非 常 に 有 効 で あ る よ う に 思 い ま す 。

映画11流售のェ イ ゼ ンシ ュ テ イ ン 、 現代作 l l11家の ク
セ ナ キ ス 、 M I T メ デ ィ ア ラ ボ の ネ グ ロ ポ ン テ ィ 、

数 学 出 身 の 建 築 家 ク リ ス ト フ ァ ・ ア レ キ サ ン ダ ー

等 、 建 築 か ら 始 め て 他 分 野 の 開 拓 者 と な っ た り 、

あるいはその理論が他分野に大きな影響を与えた

人が数多く存在します。

建築と nリ'像との基本的な速いは 、建築が空間を
主な構成対象とするのに対して 、  映像は時間を主

な構成対象とする点です。  青楽 と の 比較におい て

は、 映像は建築と同様に視覚を対象とする一方で、

構成にお ぃ ては 、 時間 を対象 とす る点で 、  よ り 青

楽 に 近 い と ぃ う こ と が 言 え る で し ょ う 。

4 .  対位法的 ド キ ュ メ ン タ リ ーか ら ポ リ リ ズ ムへ
A T R に出向してか ら映像合成の研究を行 う こ と

に な り 、  まずェ イ ゼ ン シ ュ テ イ ン の 「モ ン 夕 一 ジ
ュ理論」 をレビュ ーす る こ と に し ま し た 。 そ こ で
1度が映像構成における対位法の重要性を強調して
い る点に與味を持ち ま し た 。 対位法 と言 う と 、 2 つ

の対立概念を対照的に表現する構成技法のよ  う に

思 わ れ が ち で す が 、 本 来 の 意 味 は そ う ぃ う こ と で

はあ りません。  ある全体が複数の構成要素から成

り立ち 、  それらの要素が自律的な独立性を並列的

に保 ち な が ら 、  全体 と しての調和を保つている世

界が対位法の世界です。 したがって 、  対位法とは 、

今で言えば、  ち ょ う どェー ジ ェ ン ト 指 向 の よ う な 、
和声法よ り もずっ と現代的な構成概念です。 また 、
東洋人から見れば、  相対性を重ん じ る仏教思想に



図 1  去年マ リ工ンバー ト で

も通 じ る構成概念であ り 、  そ の よ う な も の が 中 世

のキ リ ス ト 教社会の中か ら自然発生的に生まれて

来たのは、非常に不思議なことでもあ ります。

エ イ ゼ ン シ ュ テ イ ン の時代は 、 映画がサ イ レ ン

ト か ら ト ーキーへ、 ま た モ ノ ク ロ か ら カ ラ ーへ と
マ ル チ メ デ ィ ア 化 し て 行 つ た 時 代 で し た 。 エ イ ゼ

ン シ ュ テ イ は そ の よ う な マ ル チ メ デ イ ア の 構 成 技

法と して対位法に価値を見い出しま した 。  私はそ

の 事 を 知 つ て こ れ だ と 思 い 、  素人ながら対位法の

勉強を し出 したのですが 、  そ こで次に興味を持 つ

たのが音楽家グレン ・ グ ー ルドです。

グ レ ン ・ グー ルドはバッハの対位法楽曲の演奏

家 と し て 有名ですが 、  マ ル チ メ デ イ ア に 関 わ る 先

進的な様々な試みを行つた研究者で も あ り ます 。

そのよ うな彼の実験の中でも特に興味深いものが、

「対 位 法 的 ド キ ュ メ ン 夕 リ ー」 と 呼ばれ る ラ ジ オ ・
ド キ ュ メ ン 夕 リ 一 作 品 です 。  こ れ ら の作品におい

て、  グー ルドは様々な人々へのイン夕ビューの記

録 を対位法的に再構成す る こ と に よ り 、  あ たか も

それらの言葉の間に仮想的な会話が存在するかの

よ うな独自の世界を構成しました。

対位法的映像合成において、  私が まず行つた実

験 は 、  人為的に用意した映像素材を対位法的な線

形変換に よ り 人為的に合成する実験で し た 。 その

レベルでは、 映像素材はcG で も何で も良いはずで
すが 、 私はそ こ で実写映像 を使用す る こ と に何か

特別 な意味が あ る よ う に 感 じ て い ま し た 。  グー ル

ド の 対 位 法 的 ド キ ュ メ ン タ リ ー を 知 る こ と に よ り 、

その意味が明らかとな り ま した 。

対 位 法 と ド キ ュ メ ン 夕 リ ー と を 組 み 合 わ せ る こ

とには特別な意味があるのです 。  映像でも音声で

も 、 記録 された ものは自然現象のあ り の ま まの写

像 と し ての固有の秩序に基づいた特徴を持つてい

ま す 。 そ の よ う な 特 徴 は 何 ら か の リ ズ ム と し て 人

間に知覚されます 。  こ の よ う に記録素材に内在す

る リ ズ ム の 自律性 、 普通性 、 再現性に着目 し 、  そ

の時間変換によって素材間の リ ズ ム的調和関係に

基づいた新たな世界を再構築するのが対位法的ド

キ ュ メ ン 夕 リ ーです。

こ の よ う に 、 対 位 法 的 ド キ ュ メ ン 夕 リ ーは 、 複

数 の 並 列 す る リ ズ ム を 融 合 さ せ る ポ リ リ ズ ム の 一

形態 と し て 提 え る こ と が で き ま す 。 青 楽 で は 、  ク

ラ シ ッ ク 、  ジ ャズ 、民族青楽 、等の様々な分野に

おいて 、  ポ リ リ ズ ムに相当する概念が存在し ます 。

調性が も はや絶対的な も の では な く な っ た現代音

楽にお ぃ ては 、  楽曲を成立させる最 も基本的な構

図 2  Dance Canonica

成概念 と  し て ポ リ  リ ズ ム が 位 置 付 け ら れ る と 言 つ

て も良いのではな ぃ で し ょ う か 。 対位法では 、  あ

る 旋律 を時間的に移動 し て重ね合わせ る と い う 操

作 に よ り 、 そ こ に 必 然 的 に ポ リ リ ズ ム 的 な 関 係 が

生 ま れ る こ と に な り ま す 。  よ り根本的な構成概念

と し て ポ リ リ ズ ム が 存 在 し 、  それを実現するため

のひとっの構成技法として対位法が存在する とい

う こ と が 、  リ ズ ム と い う 観 点 か ら は 言 え る で し ょ

う o

5.  Multimedia Montageとlmage Wave
私の研究の具体的な内容にほとんど触れない う

ちに紙面が無 く な っ て き て し ま ぃ ま し た 。 私は映

像合成の研究としてM u l t i m e d i a  M o n t a g e と ぃ う研
究を始め、  その中で青楽の対位法に基づいて映像

を構成す る実験を行い ま し た  ( 図 2 ) 。 そ こ で 、  グ

レン ・ グー ル ド の 対 位 法 的 ド キ ュ メ ン 夕 リ ー と 出

会い 、  そ う ぃ う も の を コ ン ピ ュ ー タ を使つて映像

で構成で き な ぃ か と 考 え ま し た 。 そ の た め には 、

映像を解析 し て 、  そ こ に 内 在 す る リ ズ ム 情 報 を 自

動抽出し 、  その情報を利用して映像を同期合成す

る メ カ ニズ ム を開発する必要があ り ます 。 そ こ で 、

そのために新たにIm a g e  W a v e と ぃ う研究を始めま

した。この Im a g e  wa v e と い う 言葉は 、時間的なイ
メ ー ジ を リ ズ ミ カ ル な 波 形 情報 と し て 提 え る こ と 、

そ し て イ メ ー ジ と は そ も そ も そ う ぃ う 合 成 波 の よ

う な も ので あ ろ う と ぃ う 考 え方を表 し てい ます 。

日頃 、 分 か り 幸 い と 言 われ る 点 を説明す る た め

に この文章を書いたのですが 、  またかえって分か

り 辛 く な っ て し ま っ た か も 知れ ません 。  も し 、 私

の研究に興味を持たれた方がおられれば、  M I C の

ホー ム ペー ジ か ら ぺ ーパー を ダ ウ ン ロー ド 1 '''で き
ますので、  ご 覧 に な っ て 下 さ い ' ' '・'''。

参考文献

[ 1 ] Suzuk1 ,R. , I n o u e . S . :D a n c e  Canonica.The6lh ACM  Intemationa1
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研究動向紹介

驚きは素早く 、  悲しみはゆっく  り と

- 表出速度に敏感な表情認知 -
Surprise i s  quick,sadness  i s  s l ow
The  effect of change rate on the recognition of facialexpressions -

私たちが普段見ている差買は、  柔軟に動いています 。  顔の動きによって表情を読

み取る人間の機能を解明しよ う と ぃ うのが私たちの目的のひとつです。  最近の

実験に よ っ て 、 顔の動 き が変化す る と 驚 く ほ ど表情の見方が変わ る こ と が わか

り ま し た 。 こ の特性を利用すれば 、顔を動画で提示する際に 、表情を伝える最

も 良 い 速度が明 ら か に な る で し ょ う 。  また、私たちの心理実験で用いる動画刺

激を作成するためのシステムについてもご紹介します。

ln our daily experienoe,we percelve facialexpressions over time from moving
faces.〇ne of our goals is to determine how human recognlze expression from
facialmotion.〇ur recent data suggests that changlng the rate of facialmotion
a行ects perceived expression . Therefore,we can determine the optimalspeed for
the production and presentat1on of specific dynamic facialexpressions in CG
animation of human f a c e .We  also introduce a new system for generating the
dynamic stimullused in our psychologicalexperlments.

1 .  はじめに

最近、 テレビのコマー シ ャ ル で 、 合 成 さ れ た 顧

が 出 て く る の を よ く 目 に す る よ う に な り ま し た 。

歴史上の有名人に1興さらせているものもあります。

しかし、  そのcG顔が1野さるのを見て、 なにか不自然
さ を 感 じ る こ と は な い で し ょ う か 。 ひ と っ の 要 因

と し て は 、  実際に喋つてい る人間の顧を見 る場合

と 異 な り 、 表 情 が 乏 し く 感 じ ら れ る こ と が あ げ ら

れ る と 思 い ます 。  さ て 、  顧を観察 し てい る私た ち

は 、 顔 の ど の よ う な 特徴 を見 て 、 表情 を判断 し て

い る の で し ょ う か 。

私たちの研究室では、  顔の合成、  認識に応用可

能な人間の認知機能を探 る と い う 観点か ら 、 顔の

デー タ ベー ス作成、  合成シ ステム開発、認知心理

学的実験による考察を進めてきました。

人問が普段行つてい る表情の認知にっい て は 、
これまで主に静止画を使つてさまざまな心理実験

が な さ れ て き ま し た 。  しかし 、近年ではコンピュ

ー タの処理速度や容量の增加、 画像合成システム

の 進 歩 な ど に よ り 、 動 画 で 実 験 を 行 う こ と も 可 能

になって き ま し た 。私たちは 、実験刺激に動画を

用 い る こ と で 人 間 の 「動 く 顔」 に対する表情認知
の特性を探 ろ う と 試みてい ます 。  また、  そのため

に個人や表情間の差を統制した実験刺激を作成す

るのに有効なッー ル と し て 、  モー フ イ ン グ に よ る

顔画像生成システム  ( FUT〇Nシステム : Foolproof
UTilities for f ac ia l image manipulati〇N s y s t em )の開

発 ・ 改良に も 取 り 組 ん で い ま す 。  こ こ で は ま ず 、

FUToN システムの概要を紹介した後、  こ れ を 用 い
て合成された動画を刺激と した心理実験の結果か

ら 、  動きの速度が表情認知に及ぼす影響にっい て
説明します。
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2.  画像合成システム:FUT〇N

F U T〇 Nシステム l ' 1で は 、 顔 を 両 目 、 両 眉 、 算 、
口 、 輪 郭 の パー ツに分けて定義し 、合成を行いま

す。 それそれのパー ツ は 、  複数の対応点で囲まれ

た領域で構成 さ れ ま す 。 対応点は 、 専用の ソ フ ト

ウ ェ ア を 用 い て 容 易 に 取 得 す る こ と が で き ま す

( 図 1 ) 。心理実験に使うためには、刺激の品質を最

優先し ますので 、現在は手動によ る取得を行つて

います。  この対応点取得が画像の出来を左右する

わけですが、  初心者でも熱練者でもほぼかわらな

い精度 ( 平均誤差 1 - 2 d o t ) で対応点が取得できる
こ と が実験に よ り 確認 されてい ます '2 '。 こ れ は 、 対
応点を取得する際に補助線を提示するなどのュー
ザ補助の機能が有効に働いているため と思われま

す。

図 1  例 : 右目のサンプリング
目の左右両端を手動で指定すると、  垂直に四等分した

補助線が提示される。  それに従つて目の上下のサンプリ
ン グ を行 う



3 . 動画像の作成

心理実験での動画刺激は、 FUT〇Nシステムのモ

ー フ イ ン グ 機 能 を 使 つ て 作 成 し ま し た 。 元 に な る

:::1枚の静止画の合成割合を少しずっ変化させた画
像を複数枚作成し 、  それらを連続的に提示する こ

とで動画刺激が完成します。例えば 1 0 0名の顔モ

デルの動画像を同じ定義で作成したい場合、  対応

点さえ取得して簡単なス ク リ プ ト を書けば 、 1 0 0 名

分の動画像が容易に作成できるのもFUT〇Nの利点

と ぃ え る で し ょ う 。  ま た 、 前 述 し た よ う に 、  目 や

口などの特徴ご とに合成の指定ができ るため 、  目

だけを先に動かし、  口を後か ら動かす と ぃ う 操作

も可能です。  次に 、  全ての特徴を同時に変化させ

た場合の、  速度に対する基本的な認知特性を調べ

た認知実験'3'にっいてご紹介します 。

4, 速度によって違う表情の見え方

実験では、  真顔から強い感情を表した表情  (幸

福 、 悲 し み 、 怒 り 、 驚 き ) へ と 変 化 す る 動 画 刺 激

を被験者に提示しました。  こ の 時 、 最 初 と 最 後 は

同 じ 画像で 、 違 う 速 度 で変化す る 動画刺激 を 3 条

件 ( F a s t  0.2 秒 : Med ium 0.8 7 秒 : S 1 o w 3 . 3 秒 ) 設
定し ま し た 。  被験者にはその表情が何に見えたか

を短い言葉で自由に答えて も ら い 、  も と も と の 静

止画が示す感情ヵテゴ リ ーに 該 当 す る よ う な 答 え

が得られれば 、  仮に正答 とみな し ま し た。例えば 、
真顔から悲しみの表情へ と変化した動画を見た場
合、「悲 しみ」 を示すよ うな答えが正答とされます。
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図 2  速度変化を伴う動画刺激に対する正答率

得られた正答率を図 2に示します 。  図 か ら 分 か る

よ う に 、 表 情 か ら 認 知 さ れ る 感 情 と 速 度 と の 関 係

は 、 各 表情 に よ っ て 異 な る こ と が 分 か り ま す 。 特

に 「悲 し み」 の表情にっい て は 、 速 度 が 速 く な れ
ばなるほど正答率が下がり F a s t 条件での正答率が

5 0 % を 下回つています 。  こ れ に対 し て  「驚き」 の
表情は、  逆に速度が遅 くなればなるほど正答率が

下がって き ます 。  ま た 、 興 味 深 い こ と に 、 「幸福」
や 「怒り 」 が 素 早 く 提 示 さ れ る と  「驚き」 と 答 え
る 混 同 が 多 く 、 逆 に 遅 く 提 示 さ れ る と  「悲 し み」
との混同があるこ とが分か りま した 。

さ ら に別の実験 と分析か ら 、  表出速度の変化に

応 じ て 、 表 情 か ら そ れ ぞれ の感情 カ テ ゴ リ ー を感

じる強度の傾向は 「驚き」 と 「悲 しみ」 の間で対
極 的 な 関 係 に あ る こ と が 分 か り 、 言 い 換 え れ ば 、

表出速度が覚醒水準の違いとも解釈できる次元の

認知的要因となって ぃ る こ とが考えられます 。

5 .  お わ り に

「悲 し み」 は、  遅 く 提 示 さ れ な い と 悲 し み と 知
覚 さ れ な ぃ こ と が 明 ら か に な っ て き ま し た 。  こ の

こ と か ら 、  た と え素早い提示が可能で あ っ て も 、

悲 し み の 顔 は素早 く 提 示 を 終 わ ら せ て し ま う と 、

せっか く の合成表情が思い通 り に知覚 されない場

合 も あ る と ぃ う こ と が 理 解 で き る と 思 い ま す 。  こ

れ ま で の と こ ろ 、  真顔から基本的な表情へ と 動 く
顔に対する特性のみを調べていますが、  別の表情

同士の組み合わせや、  発話と表情 との組み合わせ

な ど 、 研究す るべ き テーマ は た く さ ん 残 さ れ て い

ます。最終的には、速度情報を利用して 「動 く 顔」
か ら 人間 が見 る の と 同 じ よ う に 表 情 を 認識 で き る

システムの開発へと有効に利用できればと考えて

います。
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研究動向紹介 一 一 一

レーザカオス同期

Synchronization of laser chaos  for coded  data  transmissions

=つのレーザの自発かつ複雜な光信号発生を同期させることよって多董通信や
暗号通信に有効なコー ド信号の発生が可能である。

New techniques for synchronizing complex spontaneous osci1latlonslnlasers

have been proposed for fast and secure coded opticaldata transmiss1ons.

1 .  は じめに

開かれた通信環境におぃて 、  複数のユー ザ が一

度に同 じ通信回線 を使 う と 相互平渉 と プ ラ イ バ シ

ーの間題が生じる。干渉を克月l11 し 、  同時に使える
よ う に す る の が 「多重化」 技 術の目的であ る 。 多
重化を文える一つの重要な技術はコ ー ド化技術で

あ る 。 例 え ば 、  デ一夕信号 を 疑 似 ラ ン ダ ム な コ ー

ド信号で変調する 、  い わ ば 「 ス ク ラ ン ブ ル」 と ぃ
う種類のコー ド化技術である。 「ス ク ラ ン ブ ル」 を
す る こ と に よ っ て 送信信号が他の信号 と 混 ざ っ て

も 特定の受信器に よ っ て認識で き る よ う に す る の

と 、  そ の他 の受信器に と っ て 認識 し に く く す る と

いう二つの効果が得られる。

「 ス ク ラ ン ブ ル」 の た め に 有 効 な 二_1 一 ド 信号の
発生が重要な課題である。  われわれはよ り高効率、

高速、  そして柔軟なコー ド化技術をめざし、  「ヵオ

ス振動子」 と 呼 ば れ る も の を 使 つ た 、 新 し ぃ コ ー
ド発生と検出方法を検討している ' ' ・ '。 カオス振動
子のコー ド発生には汎用計算チップで実行される

アルゴ リズム 、専用電子回路、  またはレーザ な ど 、

さ ま さ 'まな発生方法があるが、  こ こ で は 、 特 に 光

デー タ信号の 「多重化」への応用に着日した、  レ
ーザ を 使つ た コー ド発生に関するわれわれの研究

を紹介する。

データ信号
d1

コード信号
C1
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2. 「 スクランブル」 デー タ通信
「 ス ク ラ ン ブ ル」 コー ド を 使 つ た デー タ通信の
一般的な仕組みを図 1に簡単に示す。  デ 一 夕 を 送

信 す る と き 、  デー タ 信 号 を 疑 似 ラ ン ダ ム な コ ー ド

信号で変調する。 デ 一 夕 を 復 調 す る た め に 、 送 信

に 使 わ れ た も の と 同 じ よ う な コー ド発生器を準備

し、  そのコー ド発生器から出たコー ド信号を送信

信号 と 照 ら し 合 わ せ ればデ一夕 を 読 み取 る こ と が

できる。受信信号に他の信号が女方害信号として加

わった場合 、他の信号がコー ドに対して 一1一分 ラ ン
ダ ム で あれば 、  コ ー ド と の相関を検出す る回路を
通すと 、妨害信号の成分が消え 、指定の通信相手

の デー タだけが残る。  これは携帯電話のCDMA方

式等にも利用 、c・れてい るデ一夕認識方法であ る 。

通信相手を特定するのはコー ド で あ る 。  異 な っ

たコー ド を発生するのに必要なパラ メ一夕が 「鍵」
と な る 。 同 じ よ う な コー ド発生器と  「鍵」 が分か
る相手はデータ を複調で き 、  「鍵」 が正 し く 設定 さ
れ て い な い 受 信 器 で は デ 一 夕 を 読 み 取 る こ と は で

き な い。 コ ー ドは相手を確実に特定するために長
< て複雑 な ほ ど よ い が 、  デー タ転送レー ト の 低下
や コ ー ド 発 生 と 検出回路の大規模化 を さ け た い。
し たがって 、  コ ー ド 発 生 と 検 出 を 効 率 よ く 行 う た
めに工夫が必要である。

妨害信号
d2c2

、、lllll.

d lc lc1十d2c'c、1

相関導出 2値化

一般な コー ド化方法
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図 2  レーザカオスの多波長コー ド信号

3. レーザ に よ る コー ド信号の発生
光 デ 一 夕 信 号 は 光 フ ァ イ バ 通 信 に 加 え 、 近 年 、

光無線通信、  メ モ リ デ イ ス ク 、  スマー ト カ ー ドの

光 読 み 取 り な ど に 利 用 さ れ 、 情 報 ネ ッ ト ヮ ー ク に

ま す ます重要にな っ て き て ぃ る 。 各々が よ り 高効

率 、高速 、  そ して柔軟な コ ー ド化技術を必要とし

て い る 。

わ れ われが コ ー ド 信号発生器 と し て着目してい

るのは多数の渡長の光を発生するレーザ で あ る ' 、'・''。
図 2 に は レーザの出力の例を示す。  全体の出力は

時間的にほ と ん ど 変動 し な い が 、  レーザの出力信

号に複数の異なった波長成分が含まれ 、  各々の波

長成分が複雑に変動している 。  この複雑な変動が

コ ー ド の役割をする 。  ある時間間隔の間の波長成
分の変動を一つのデ一夕 ビ ッ ト に 対 応 さ せ て コ ー

ド信号として利用できる 。

こ の よ う な複雑な変動をす る光信号を発生する

に は:二通りの方法がある。 一つは電子回路でコー
ド を 発生 し 、  電気信号で光源の波長と振幅の変動

のすべてを駆動する方法である 。  も う一つは光源

自身の働 きで コ ー ド信号を発生する方法である 。

こ の た め に 、  レーザは自律的な働 きがで き る動的

な 発 振 デ バ イ ス で あ る こ と が 重 要 で あ り 、  レーザ

以外の光源 、例えば 、  リ モ コ ン に 使 わ れ る L E D な

どを使つてはできなぃ方法である。  も し 、複雑な変

動信号は送信レーザ が 雑 青 で 揺 ら い で い る た め に

発生 されたのであれば 、  受信側で同じコ ー ド を発

生す るのは不可能であ ろ う 。 送信 と 受信で同 じ よ

うな複雑な信号を発生できるのはレーザの設定に依

存したはっき り した発生の規則があるからである 。

4 .  同期

受信側で同じコー ド を発生し 、  デ一夕を復調す

るために特に重要なのはコー ド発生の同期である。

受信器が受信した信号に使われたコー ド と 、 受 信

器自身が発生したコ ー ド の 夕 イ ミ ン グ を 合 わ せ る

必要がある。  送信側と受信側の二つのカオス振動

を 容 易 に 同 期 で き る と ぃ う こ と が 、  コ ー ド化技術
へのカオス振動子の利用の重要なポイン トである。

光 デ一 夕通信の場合には、  電気回路でコ ー ド を発

†

、
一

f
ー
ト

1t1 1(1

チッブレートlカオス振動周波数1

〇
〇
〇

図 3  レーザカオス同期実験のレー ト比較

生し 、  レーザの出力を変調する方法と比べ、  レー

ザ自身がコ ー ドを発生する方法が、  よ り 高速 、  か

つ高効率のコ ー ド を発生で き る可能性を持つてい

る 。 わ れ われは こ の可能性 を よ り 明 確 にす る た め

に研究を進めている 。

5. 内外の動向

現在の研究状況の一側面を図 3で示す。  電気や

光のカオス信号発生の工学研究としての取 り組み

が 1 0 年前に始ま り 、  各国でさまざまな安定したカ

オ ス の発生が で き る シ ス テ ム が確立 さ れ て き た 。

その土台の上に、  今現在、  本格的な応用実験にお

い て 、  従来の技術との比較を具体的に評価できる

よ う に な っ た 。  また 、  その評価を目標 とするプ ロ

ジ ェ ク ト が 最 近 、 米 国 と ョー ロ ッ パ で立 ち上が っ
て い る 。  A T R は デ 一 夕 の ビ ッ ト レー ト 、  コ ー ドの

チ ッ プ レー ト それぞれにおいて 、現在最先端のレ

一ザ力オ スデ一夕通信実験を行つてい る 。  実際の

応用における課題を明確にしてゆ く姿勢が内外か

ら 注目 さ れ 、 期待 さ れ てい る 。
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ATR Monologue(14

私は多少天那 鬼な傾向が あ り 、  時々他人 と は速つた発想を し た り 取 え て違 う 面か ら考 え た り す る こ と が

あ る 、  と自分で思つています 。今回はそ う ぃ う類の話題です 。語を分か り易 くす るため自動翻訳電話など

の い わ ゆ る  「話し言葉」 を題材にしますので、生々しすぎて具体的に研究に携わってぃる  ( き た ) 方 々 に
は差し障 りがあるかも知れませんがご容赦くださ ぃ 。

① 日本語の話し言葉には省略が多い ?

A T Rでは発足当初から話し言葉を中心に同時翻訳の研究が精力的に進められています。  その課題を外部

の方々に短時間でご説明するには  「日本語の話し言集では主語や目的語などがしばしば省略されるので 、
英語にする時それらを的確に補わねばならなぃのが問題を英1l し く し てい る一つの要因です」 な ど と 申 し 上
げ る と 大抵は 「な る ほ ど 、 そ れ は そ う で す ね」 と

枠組はなるべ く大き く構え よ う

(株)  国際電気通信基礎技術研究所

顧 問 葉原耕平

間題の一端をご理解いただぃたものでした。

しかし、  本当は私はこれは  「明法1も方使」 と 割 り
切つていたのです 。  結論から先に述べます。  話し

言業では◆語や目的語などは省略 され るのではな

く場合によっては初めから不必要なのです。  対話

をしている時の考装囲気、身振り手振り、そうぃう類

の情報と合わせると主語や目的語は自ずから明ら

かだからです 。つま り 、言葉以外のいわゆる非言

語情報、  それもその瞬間の3次元空間的な広がり

だけでなく前後の会話の展開、  さ らにはそのべ一

ス と な る お 互 い 暗111大の諸知識など と も合わせて全

体で必要かっ一l一分な情報は得られているのです。
と こ ろ が 、 小 説 な ど の 書 き 言 業 に な る と そ う ぃ

う 周囲の非言語情報がほ とんど欠落して し ま ぃ 、

声 音 ( こ わ ね )  ゃ イ ン ト ネー シ ョ ン 、 気 分 な ど 電

話では伝わる情報さえも失われます 。  そ こ で 何 と

自然な

会話環境

電話会話の
世界

マンガの世界

合わせて必要十分な情報

語集で代替して補う

音声、 語調など

利用可
語集や反復など

で補う

擬音、 ! 、 図 柄

などで補う

か語集を駆使してこれらの失われた情報を補わねばならず 、  その結果、  自然会話では自明な  「彼は」 と か 、
あるいは情景描写などが必要になります。  ですから 、  書き言葉に対して話し言葉の方が省略が多い、  と ぃ

うのは実は逆で、書き言葉ではク、、落 し た周囲情報 を苦労 し て補 う こ と に 努め てい る に も 拘わ ら ず、 それで

も 一l一分ではない 、  と い う のが本当なのです 。その要返し と し て話 し言葉やマンガなどでは 、  コ トバの持つ
深い意味がっい な いが し ろ に さ れ る 危険が あ る 、  と も 言えそ う です 。

しかし、  同じ話し言葉でも自然な日常会話と電話の会話はまた違います。  それは電話でも声音  ( こわね )

や イ ン ト ネー シ ョ ン な ど は か な り リ ア ル に 伝 わ り ま す が 、  それ以外の主として映像に関する周囲の非言語

情報は書 き言葉 と 同 じ よ う に が ほ と ん ど 失われて し ま う か ら です 。 同 じ よ う な 意味ではマ ン ガは ま た別 な

問題を呈します。映像情報はある程度伝わりますが、時々刻々の雰囲気や声音 ( こわね ) 、  イ ン ト ネー シ ョ

ンの リ ァ ル さ は伝わ り 難 く な り ま す 。 随所に現れる文字化された擬音、 「 1」 などのマー ク類などはそれ ら を
何 と か 表 現 し よ う と し て い る の で し ょ う 。

私は話し言葉 と書 き言葉の違いか ら 、  と ぃ う 発 想 で は な く 、  いずれもが自然な環境に比べてそれぞれ一

部の情報しか使えず、  あ との失われた情報を別手段でいかに補 うか 、  それが現実の電話や書き物の現象で

あ る 、  と ぃ う 、  いわば対極からス夕一 トする発想の方が自然だと思つています。
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② 英語の功罪

さ て 、  日本語の話し言葉は英語に比べて主語などの省略が多く、  また欧米語の方が論理的だ、  と よ く 言

われます。  裏返せば英語に比べて省略が多いので大変だ、  と ぃ う 訳 です 。  ではこの種の省略は日本語に比

較的特有なのでしょ うか 。実は必ずしもそ うでもなぃのです。

まずぉ隣韓国のハングルはその点を含めて文法全体が日本語と酷似してぃるそうで、  日 ・ 韓翻訳はコ ト

バの置き換えで済むよ うなのが多いよ うです 。西欧語では省略の典型はスぺイン語です。スぺイン語 、  こ

とに日常会話では主語代名詞 (英語の I , y o uなどに相当)  はほ とんど省略されます 。その代わ りほ とんどの

動詞が人称 ( 一人称 、二人称 ・ ・ ) や 単 ・複、時制などで語尾変化して発青もほとんどすべて異な ります 。

スぺルが同じでも 、  ア ク セ ン ト の位置が異な り ます 。 その結果 、主語代名詞がな く て も発音を聞 く だけで

主語は明らかだ、  と い う 事情が あ り ま す 。  この点日本語のいわゆる主語の省略とは少し趣きは異な ります

が 、  省略が多い、  と ぃ う現象面だけでは日本語と酷似しています。  こ れ と 少 し 違 う の が 同 じ ラ テ ン 系 で も

フ ラ ン ス語です 。 フ ラ ン ス語 も スぺ イ ン語同様語尾変化し 、 スぺルが変わ り ます 。  し か し 、 発音は 、 例 え

ば単数形では一人称、二人称、三人称通して大抵同じです。  し た が っ て発音だけか ら主語 を知 る と い う こ

と は で き ま せ ん。多分それが遠因で し ょ う が 、  フランス語では大抵の場合、話し言葉でも主語の省略はあ
り ません 。 この二つの例から 、何 らかの手段で情報が得られるな ら  ( スぺイン語は発音だけで )  な るべ く

余計な  ( 重 複 す る ) 情 報は省 こ う 、 やむ を得な ぃ 場合は残そ う 、  と い う 方 向 で発展 し て き た よ う に 思 い ま

す。 また 、  イ タ リ ア 語 は フ ラ ン ス 語 よ り は ス ぺ イ ン 語 に近 く 、 大 抵は語尾変化 と と も に 発音 も 変 わ り ま す

ので主語も大抵省かれますが 、異なる人称でも発音が同じ と ぃ う場合がままあ り 、 それで も結構主語を省

いて し まい ます 。文脈 と ぃ う 情報 も あ り ます よ 、  と ぃ う こ と な の で し ょ う 。

こ こ で 英 語 に 立 ち 戻 つ て み ま し

ょ う 。 英 語 で は ど な た も ご 存 知 の

よ う に b e 動 詞 の よ う な 不規則動詞

は 別 と  して大半の動詞は三人称単

数現在形 で語尾 に “ s ” が 付 く だ け

で あ と は 形 も 発 音 も 同 じ で 、 発 音

だ けか ら 言 えば フ ラ ン ス 語型です 。

ド イ  ッ語はその中間です 。  し た が

語尾スぺル 語尾発音 主語代名詞

スぺイン語 すべて異なる すべて異なる 不要

要

要

フランス語 すべて異なる かなり同じ

英語 3人称単数現在形以外同じ

って英語ではフランス語同様主語代名詞  ( I , you - ) が付けられるのだろ う とい うのが私の想像です 。  と こ
ろが英語は今や世界語になり 、  それが西欧語の代表のよ うに思われている結果 、  西欧語では論理的に主語

をキチン と付けるのに日本語はいい加減で省略が多い、  と ぃ う あ る 種の誤解に装がっ てい る のではないか

と思 う次第です。表はそれらを整理したものです (言語には例外がっきものですが)。

また 、英語では単 ・ 複を厳密に区別する習慣があ り日本文学を英語に翻訳する際どちらでし ょ う か 、  と

聞かれて難渋す る こ と が あ る 、  と ぃ う 話 が あ り ま す 。  しかし、  も と の日本文学ではその こ と自身 ( 単数か

複数か)  は本筋に関係ないこ とで 、 そ う聞かれて も実は全体の流れの中では余計なこ と なのです 。その一

方で羊は何頭いても 一十把ひとからげで単 ・ 複のなぃ s h e e p だ とい う こ とはご存知の通りです 。  あるいは英語

で r a i n と 言 われれば 「時 雨」 で し ょ う か 「1深雨」 で し ょ う か 「五月雨」 で し ょ う か 、  な ど と我々な ら逆に
聞きた く もな り ます 。文化の違いで 、言つて見ればお互い様です。

③ 気にな りがちな欠点と見落と しがちな長所

語学が専門でもない私がもっ と も ら し ぃ話を し ま した 。 た しかに日本語の話し言葉では見かけ上主語が

省略されて翻訳上厄介だなど 、  いわば欠点が先に目にっき勝ちで、  これを克服する研究が大切である こ と

は論を待ちません。ですがその一方で書き言葉では欠落している声音、  イ ン ト ネー シ ョ ン な ど豊富な情報

が得 られ るのです 。 これ らの恵みを利用 しな ぃ手はあ り ません 。つ ま り 、 やれ主語がない とかその他多 く

の現象は 「こ と ば」 と ぃ う 枠にのめ り こ んで考え るか らそれ以外の情報の惠みに気づかな ぃのであって 、
枠組を全体に広げれば研究の展開方向や手法、  意義付けなど また一味 も二味 も違つて く る可能性があ る と

い う 訳 です 。

こ う ぃ う大きな枠組で見れば人のコ  ミ ュ ニ ケー シ ョ  ン行動は全体との調和の上で無

駄を省いた り大事な こ と は強調 し た り と 、 結構最適化 、省エネ化が図 られてい る と も

言えそ うです。

今回はたまたま言語翻訳を話題に取り上げました。  一言で言えばなるべ く大きな枠

組で物事を見てみよ う 、  と ぃ う こ とです。研究も世の中の出来事のほんの一画を占め

るに過ぎません。  研究と ぃ う狭い枠組に提われるべきではなぃ 、  と私は思います。
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- - -  短信 -

・ ・  学び 、 思 う

京都大学大学院情報学研究科助教授

(前ATR環境適応通信研究所第一研究室主幹研究員)

川合  誠

A T Rを退職し、  はや 1年経ちま  した。  年商t,を重ねるにっれて 、  体感的な時間の経過が加速度的に速くなる
と よ く 言 われ ますが 、 今 、 A T R で の 在職期間 を振 り 返つ てみ ます と 、 つ い こ の前の よ う で は る か以前の よ

う な 、 私 の 時間 ・ 空間軸におぃて 、前後の時間や空間とっなが り のな ぃ特別の存在であった よ う に感 じ ら

れます 。在職中に本誌第 3 2 号 に寄稿 し ま し た 、 “ ど こ で も ネ ッ ト ヮ ー ク ”  と ぃ う 一 文 を見 なが ら 、 当時 を思

い起こ しています 。  研究所として恵まれた環境、  いろいろな方々 との交流の中 、  過 ご さ せ て い た だ ぃ た 3 年

問は、  ゆ と り の中に充実感のある楽 し ぃ日々であった と思い出されます 。  この機会を利用して 、私の近況

および雑感を書かせていただきます。

現在、  私は、  京都大学大学院の情報学研究科におぃて、  通信情報システム専攻、  伝送 メデイア分野の研

究室に所属 し てい ます 。 研究対象 と し て は 、 マルチ メ デ イ ア を伝送す る ための 、 無線 を意識 し た ア ク セ ス

細と中継細の構成法を大きな柱と しています 。  具体的な研究テーマ を 模素 し な が ら 進 め て ぃ る と ぃ う の が

正直な所ですが、 光 フ ァ イ バ 、 術 是 通 信 、  ワイヤレス等の各種の伝送1媒体 を 統 合 し た コ ア ネ ッ ト ヮ ー ク の

構成法 、 基 幹 イ ン フ ラ な し に 、  自 律 的 に 構 築 さ れ る ア ク セ ス ネ ッ ト ヮ ー ク 、  身近な所で各種の端末を使い

やす ぃ 形態 で収容で き る タ ー ミ ナ ル ア ク セ ス シ ス テ ム を 夕 一 ゲ ッ ト と し て 、  こ れ ら に 関 す る 基 本技術 の研

究を行いたいと考えています 。大学は教育と研究の両面での使命があ り 、  ま た 、 大学 を取 り 卷 く 環境 も ぃ

ろ い ろ な意味で厳 し く な っ て い ま す 。 大学は 、  これらに関して、世の中の要請に応えて行くべき多くの言果

題を抱えていますが 、  一 方、  大学で最 も楽 し ぃ こ と は 、  精神的に自由な立場で、  根源的な間題を学び、  思

い 、 探 求 で き る こ と で す 。  こ れ ま で に 、 知 ら ず知 ら ず に染 ま っ て い る 先入観 を振 り 払 い 、  よ り自由な発想

ができな ぃか と考えています 。

論語に 「学びて思は さ れば則ち く ら し 、 思 ひ て学ば さ れば則ち あ ゃ う し」 と ぃ う 言業があ り ます 。  こ れ

は、  まさに大学の研究者としても心に留めるべき言葉-で す 。 私 は 、 最 近 、 学 び 、 思 う こ と に 関 連 し て 、 次
の よ う に と り と め も な い こ と を 考 え る こ と が あ り ま す 。 そ れ は 、  人間が動勉に学び、思つて 、文明を進化

させたその先に何があるのであろ うか 、字商あるいはもっと大きな -田 :界で考えた時、  人間が学び 、 思 う こ

と は ど の よ う な 意 味 を 持つ て い る の か 、  と ぃ う こ と で す 。 あ る い は 、  わ れ わ れ が 学 び 、 思 う こ と は 、 偶 然

なのか、必然なのか、  あ る い は カ オ ス で し ょ う か 。 非 常 に 巧 妙 に 構 成 さ れ て い る よ う に 見 え る 人 間 あ る い

は自然界は、  はた して偶然に存在する もので し ょ う か 。  あ る い は 、  何らかの目的に向けて必然的に存在す

る も の で し ょ う か 。  もし 、偶然の存在であれば、  こ こで右 と考えるか左 と考えるかで世の中が異なった方

向に進む可能性があ る こ と に な り 、 今思いをはせる こ と は後世に向けて大 きな意味があ る こ と と な り ます 。

も し 、 必 然 の存在で あ れば 、 今 考 え る こ と も 、  なに ものかの摂理に従つている ものであ り 、 その結末は動

か し よ う の ない も のです 。必然であ る と すれば 、  こ の よ う に人間 を あ く せ く 働かせて 、 文明 を進化 させて

い る巧妙なか ら く り と 目 的 を是が非で も顯かに し た い も の です 。  しかし 、  こ の よ う な 思 考 そ の も の が 、 何

らかの必然性によるものであるかもしれません。私の浅学のため、和t描 な こ と を 書 き ま し た が 、  と に か く 、

学 び 、 思 う た ね は1、1、き な ぃ と 思い ます 。 そ ろそ ろ 、話題が支離減裂に発散しそ う で 、字数 も制限に近づき

ま したので 、私の戯言を止めるこ と と し ます 。

m i 1 1 e n n i u mの始まりにあたり、かっ、 私に と って新たな d e c e n n i u m の始ま り にあた り 、新たな時代を築い

ていくべく 、学びかっ思う一歩を新たに理l11fみ出したい と考えています 。  〇 B と な り ま し た が 、 地 理的に も 近

いA T Rの皆様とは 、  今後とも緊密な交流をお願いします  ( E-mai l :kawa i@kuee.kyoto- u.ac.1p)。
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第 7 8回 2 0 0 0 年 1月 1 3日  (人間情報科学シリ ーズ第 6 6 回 )

「ヒト感覚運動制御の計算」 ダニエル ・ ウ ォ ル パー ト (UCL)

UCL  (University Co11ege London) の ダ ニ エ ル ・ ウ ォ ル パー ト先生

に 「ヒ ト感覚運動制御の計算論」 と 題 し 、  感覚運動制御における学
習 と予測 、  計画の根底にある計算論を中心に、  最近の研究成果にっ
いてご紹介いただきま した 。

まず、  眼球と腕の運動制御に関する運動計画の統一的理論に関す

る最近の研究成果をご報告いただきました 。  具体的には、  予測内部

モデル、  運動指令の結果を予測する神経回路にっいて〇Hpを交えな
が ら ご説明いただ き ま し た 。  また 、  こ れ ら の働 き 、 如何に学習が行

われているのか、  その神経構造等にっいても触れられました 。

最後に同氏の最新の研究成果として、  ヒ ト は如何にして様々な状

況や、  時には予測不能の事態に正確かっ適切な動作で対応すること

を覚えるのか、  これらの行動や動作の選択、  学習を説明する、  多重

順逆モデル対 と ぃ う 新 し ぃ モデル を ご紹介いただ き ま し た 。  ま た 、

Danie lWolpert博士

それ ら が どの よ う  な実験、 デ一夕解析によ  り導かれたのかにっいても具体的に示されま  した。

途中、  参加者から多数の質問が飛び交い、  長時間にもかかわらず熱気にあふれた活発な討論が繰り広げ

られま した 。

第 7 9 回 2 0 0 0 年 2 月 8 日  (人間情報科学シリ ーズ第 6 7 回 )

形態進化からみた人間と霊長類の発声機構 テ 力 ム サ ・ フ ィ ッ チ  (ハーバー ド大学)

動物の発声機構の研究をリ ー ド す るハーバー ド大学のテカムサ  ・

フ イ ッ チ 先生 を 招 い て 、  形態進化からみた動物の発声機構と発声行

動の関係にっいて講演していただきま した 。

霊長類を含めて多くの動物は青声によ り さ まざまな情報を交換し

ます 。動物界においては 、警戒音などの特別の意味を伝える と と も

に発音動物の個体の大き さを伝達する こ と も 、音声の大きな役割で

す。一般には、発音動物の体の大きさは声の高さに反映すると信じ

られています 。  すなわち 、  大きぃ動物は低い声を出し、  小 さい動物

は高い声を出します 。 これは 、声の信号源である声帯が 、大き ぃ動

物ほど大き く長い傾向があるか らです 。  と こ ろ が 、  フ イ ッ チ 先 生 の

霊長類の研究によれば、  小さい動物でも低い声を出すものが少な く

な く 、  声の高さは必ずしも体の大きさを正確に反映しなぃ と ぃい ま

す。 一方、音声のホルマン ト間隔 (声道共振のピー ク間距離の平均)

W.Tecumesh  Firch先生

は物理的に声道の長さに反比例するので、  人間でも動物でも体の大き  さの正確な情報源にな  り ます。 つま

り 、 大 き な動物はホルマン ト の櫛の歯が密に詰ま り 、 小 さい動物はその櫛の歯がまば らにな り ます 。 フ イ

ッチ先生は 、  この尺度が動物に と って体の大き さ を媒介する情報である こ と を野外実験で確認しま した 。

ついで、発声中の動物をX線映画撮影に記録し、  イ ヌ 、 ヤ ギ 、  リ ス ザ ル な ど で 、 発声時に喉頭 を低 く し て

口か ら音を出す こ と を発見 し ま し た 。  さ ら に 面 白 い こ と に 、  シ力の一種は発声時に喉頭を月111の中まで下降

させ 、  オ ー ス ト ラ リ ア の 鳥 は 渦 巻 き ホー ス の よ う に長い声道を も っ と いい ます 。喉頭の位置を下げ 、声道

を長 く し て出す音は 、おそ ら く 成長の し る し で あ り 、 力の強 さの指標です 。  し た が っ て 、 そ の よ う な 音 を

好み、わざと作る傾向は、動物だけでなく人間にも共通します。

このよ うに 、動物の情報交換の研究は、人間の情報交換の問題を解 く鍵であ り 、新たな研究の道筋を照

ら し て く れ る よ う に 思 わ れ ま す 。
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特許流通フ ェアーに初出展

商品としての特許の流通を目的として  「特許流通フェアー」 が 2月 2 2 日 、  2 3日の2日間、
「 マ イ ドームおお さか」 で開催されました。  ATRも特許などの成果の展開を図るため、  こ
の特許流通フェアーに初出展しました。

「特許流通フェアー」 は商品と  しての特許の流通を促進することを目的として特許庁と大
阪通商産業局の主催により一昨年から開催されており 、 3回目の今年は 2月 2 2日 、 2 3日の 2

日間、大阪市中央区の 「マ イ ドームおおさか」 で開催されました。  A T R も 、出願して権利化
された特許などの成果の展開を図るため、  今回この特許流通フェアーに 8 つのテーマを以て

初出展しました。

展示は、各テーマ毎に技術内容を分かり易く説明した展示パネルをブー ス壁面に 111占り、 ま

た技術の概要や特許番号、連絡先など記 i做したパンフレッ トを用意して配布しました。合わ

せて一部のテーマにっいては 、 パ ソ コ ン を持ち込んでのデモン ス ト レー シ ョ ン と ビ デ オ を 使
ってプレゼンテー シ ョ ン を行いま した 。

2 日間で A T R のブー スへお越しぃただぃた方はおおよそ 3 0 0名 、  詳しぃ技術説明をさせて

いただいた方は1 0 0名以上おられました。  この流通フェアーの主目的が特許の流通であるこ

と か ら 、  ご来場者の多くは中小企業やべンチャ一企業の経営者の方々であって、  新しぃ製品
開発のシー ズになる ものはないか 、新し ぃ業務に結びっ く ヒ ン ト は な ぃ か 、  と い っ た目的を

持つて来られているよ うに見受けました 。それらの方々からの質間は真剣そのもので、当日

会場で説明に当たった者では回答できなぃよ うな突つ込んだ質問もあり 、  お名刺を頂效して

後程、担当の研究者から回答したケー ス も あ り ま し た 。

こ の特許流通フェア ーは例年 、北海道か ら九州 ・ 沖系1通までの10地区で開催されており、

来年度以降も今回の出展で経験したことを路' まえて大阪地区はもちろんのこと、  それ以外に

少なくとも東京地区でも出展して研究の成果展開を全国規模で広げる必要があるように思わ

れます。

今回の出展で技術移転や特許ライセンスに今すぐ結びっくよ うなケー スはあ りませんでし

たが 、  この よ う な成果展開に対する地道な活動を続けてゆ く こ とに よって大きな成果に業が

る こ と を期待した ぃ ものです 。
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ATRは、  東京ビッグサイ  トで本年7月2 1  日 ̃ 8 月 6 日 ま で開かれ る  「21世紀夢の技術展」
に出展いたします。

「2 1世紀夢の技術展」 は 「技術が開 く 明 る い 2 1 世 紀一人間と科学技術の調和を目指して一」 を テ

ーマとして日本経済新聞社の主催で 7月 2 1日から 8月 6日までの 1 7日間、東京国際展示場 (東京ビ

ッ グ サ イ ト ) で 開 催 さ れ ま す 。

本技術展は科学 ・ 技術の有用性の訴求とそれが生み出す豊かな未来の提示を目的に、  来世紀の有

力主要技術分野を 「環境保全」 「情報 ・ 通信」 「生命科学」 「字宙 ・ 海洋開発」 「生活基盤」 の 5 ジ ャ

ン ,ルに分け、 それぞれの分野で2 1世紀にどんな技術が開花して、  社会生活や産業をどのよ うに豊か

にするか 、  内外の企業や研究機関など

から幅広い提案  ・ 紹介をします。また、

一般の方々、 特に次世代を担う青少年

に最先端の科学 ・ 技術に触れて も ら ぃ

体験 を 通 じ た 楽 し さ と と も に 、 科 学 ・

技術の大切さを訴えます。

A T Rは 「近未来の生活とコ ミ ュニケ

ー シ ョ ン」 をテーマ と し て 「情 報 ・ 通

信」 ゾー ン中央の主催者展示コーナー

に出展し、  イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ダ ン ス シ

ステムや携帯型音声翻訳システムなど

を展示する予定です。

開催概要

名 称 : 2 1世紀夢の技術展 (愛称 : ゆめ テ ク )
テーマ : 技術が開 く明 るい 2 1 世紀

一人間と科学技術の調和を目指して一

会 期 : 2 0 0 0年7月2 1日 (金 )
̃ 8月 6日 (日 ) 1 7日間

会 場 : 束京国際展示場 ( 東京ビ ッ グサ イ ト )
東 1 、 2 、 4 ̃ 6 ホー ル、会議棟

主 催 : 日本経済新聞社
U R L  : http://www.nikkei.co.jp/events/yumetech/

ゆりかもめ

/

/
ビッグサイ
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e学研都市あれこれ  l

NEC関西研究所

今回は高山地区のN EC関西研究所を訪間しま した。 まずここで行われている最先端のマ

ルチ メデ ィ ア技術の研究テーマについてお話を聞き 、  自然の光に溢れた明るい研究所を

見学 させていただ き ま し た 。

関西文化学術研究都市の奈良 ・ 高山地域に位置するN Ec関西研究所は、  最先端マルチ メデ ィ  アの研究開
発拠点として1 9 9 8年 4月に活動を始めました。

主な研究内容は、  マ ル チ メ デ イ ア コ ン テ ン ツ の 制 作 、  新情報流通、  イ ン タ ー ネ ッ  ト 検 索サー ビス 、  分

散 ・ 速 隔 オ フ イ ス を結んだオフ イ ス ワー ク 、  マ ル チ メ デ ィ ア 先 端 ア プ リ ケー シ ョンの開発。音声入力 ・ 手

書き入力 ・自然言語処理などを総合的に活用した知的ヒューマ ン イ ン タ ー フ ェ ース技術(NU 1 : N a t u r a l user
Interface) の研究。 ま た N U I を 追求 し たマルチ メデ イ ア端末 、モバ イル コ ミ ュ ニ ケ一夕などの情報コ ミ ュ ニ

ケー タの研究などです。
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一 NEC関西研究所

N E C関西研究所の明るく広々と  した玄関には、  受付の人の姿が

ありません。現在研究開発中の案内エー ジ ェ ン ト が 、 音 声 に て 受

付 を し て く れ ま す 。 す で に登録 し て い る 来客 の場合は 、 マ イ ク に

向かって名前を告げるだけで 、  こ の ェー ジ ェ ン ト が 担当者に連絡

すると同時に応接室へ案内 を し て く れ る シ ス テ ム です 。 研究所で

はこの電子案内に限らず、  開発中のシステムを実際に使い 、  テ ス

トを重ねて実用化しています。

その例 と し て 、研究所内にはマルチ メデ ィ ア会議室が設け られ 、

3 枚 の 1 2 0 イ ン チ ス ク リ ー ン で ス ク リ ー ン を構成す る Tv会議シス
テ ムが動 く よ う に な っ てい ます 。  さ ら に 5 枚 の ス ク リ ー ンを目的別

に使 う  こ とを意図した大型会議室、  コ ミ ュ ニ テ ィ ホー ルも設けられています 。  どちらの会議室でも他研究

所や事業所との日常的な会議がシステムを使つて行われ、  研究の成果である解商場感 1益れる先端の多地点分
散会議システムが実践 ・ 実証されています。

また、  研究所では電子図書館の研究が行われています。  研究フ ロ アの中心に位置する イ ン フ ォ ー メ ー シ

ョ ン ・ ラ ウ ン ジ と 呼 ば れ る 図 書 ス ペー スでは 、実際の本はほとんど並んでいません。  こ こで も電子図書館

に よ る 図書サー ビスが実践され、  常にシステムの改良が重ねられています。

医務室にも T V会議システムが設けられてお り 、違方の看護1111lliと 体調な どについての相談がで き る よ う に
なってい ます 。

こ の よ  う に実際の研究所での生活を通して、  最先端の

マ ル チ メ デ イ ア 技術 を 構築 し て い る N Ec関西研究所では
I S〇 1 4 0 0 1を取得しており、環境を配慮した研究設備が整

っ てい ます 。正倉院を イ メ ー ジ さ せ る よ う な 、 大 き な ガ

ラ ス 張 り の 建物には常に太陽の光が満ち あふれ てい ま

す 。で き る限 り電気を使わずに省エネルギー を心がけて

い る の で 、 玄 関 だ け で な く イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン ・ ラ ウ

ン ジ に も ト ッ プ ラ イ ト を 採 用 し て お り 、  自然光を使つて

読書がで き る よ う な 暖 か い雰囲気の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

スペー スが設けられています。  また、研究スペー スでは、

窓を開閉型にして外界の空気を入れ、  コンピュ一夕の発

する熱を床に吸収させる特別なパーテ ィ シ ョ ン を 使 う な

ど して空調を無駄に使わな ぃ よ う な工夫がな されていま

す。 また、食堂の食器、  ゴ ミ の分別に至る まで 、環境 と

働く人の健康を考えた研究所づく りがなされています。

N Ec関西研究所には関西文化学術研究都市とぃう地域
の特性を生かした産 ・ 宮 ・ 学の最先端研究所との活発な

交流があ り ます 。 また 、研究所内には現在 1 0 0 名 を越え

る 人 が働いてい ますが 、 研究 フ ロ ア は低いパーテ ィ シ ョ

ンで区切られてお り 、  研究者同士の交流が活発な印象を

受けました 。少人数だからできる 、従来の既成概念に提

われない発想で 、 小回 り と ス ピー ド を重視したべンチャ

一精神を生かした研究活動を展開するのがこれからの目
標のひとっだそ う です 。

◇NEC関西研究所

T 630-0101 奈良県生駒市高山町8916-4 7 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ ラ ウ ン ジ
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e受 賞 等

☆ (社 )目本音響学会第3回ポスタ一賞 ( 2 0 0 0年 3月  1 6日 )

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

Speech Translation

Anywhere:
Client-server Based
A T R-MAT R  I X

ク ラ イ ア ン ト  ・ サーバ構成の音声翻訳シ

ステムにっいて述べる。
帯域の限られた伝送路の利用を想定し、

入力音11',は特徴最抽出後、 圧縮され音声
認識サーバに送られる。  細訳テキ ス ト に

対する合成音声の転送に関しては、  伝送

路容最に応じて、  高品質當声 (256kbps)

から合成渡形ユニ ツト番号(1 k b p s )  まで
様々な品質を想定して実装を行つた。ク

ラ イ ァ ン ト 端 末 ソ フ  ト ウ ェ ア は

Windows95/98、Linuxおよび〇SF1の各環境

で動作可能である。また、携帯電話を用

いた 9.6kbpsのモバイル環境での動作テス
トも併せて実施した。

Speech Works Intematlona l I nc

(ATR 11 ) , l11 ,i11J、通イ,研究所
第一イ1J1究室客」1 , イllf究 l 1l )

Harald Singer

☆(社 )日本音響学会第4 0回佐藤論文賞 ( 2 0 0 0年3月  1 6日 )

受 賞 功 素i'i 受 1111 者 所 属 内 容

. . 1 ,  hc 入野 俊文-A n  ana» s ls/synt le、1,ls

aud ltory f l lterbank ba5ed

on a n 11lR lmplementatlon

o f  the gammach 1 rp

Mi木 '1イ ,史

N T T コ ミ ュ ニケー シ ョ ン 11l-学 メ リン変換の空間で ili小イ、1確定性を持つ
基1'是イ l1「究1ili 関数 と し て カ ンマチ ャープは解イmく jに求
(人間 i1'」報通信f lJ1究1リi められる。  しかし 、従来FIRでしかイ英指五

1?i 1 11「究 'i1', 1 1 一 イ-11 イ'1l究11 ' ) できず実 l11f11の基底月集振動のように時変で
特 ・11 を変化させることは因l l l l.であった 。

北1i準先端 i:l-学技術大学院大学 そこでこれを少係1111の nR 型で実現し、
(人間 l1'」-服通信イll11究所 さらに1l'11変フイルタ出力から元波形を高
第一イ1J1究号 _ イ1J1究 ' -i ) 411'1度で合成できることを示した。

☆(財)電気通信普及協会第15回電気通信普及財団賞 ( 2 0 0 0年3月2 1  日)

受 賞 功 lfi'し 受 賞 者 所 属 内 容

早不ln1田大ii・
大谷 ,享 (ATR知能映像通信イ1J「究所

第一f11究室室長)

_ 日本 ビ ク タ ー,1nll老1,1 -之 :,一 、一. x?_ , ,, ,_ _ :,_ J .
技術開-1i,1 i本部 -if11:技師

、コ _ ATR li、l1能映像通信イi11究所
構1沢 順 始-_- ...・e 費 . ,・ .・・ . , ,・?- 研ツし.,. ィii lifi11プし _l、 l

通信ff文送 ii義構ifi聘イi升究員
岩沢 昭一郎 (ATR知能映像通信i1Jl究所

第一ll11「究室1,}1-究1l11l )

,_, :. ヨ 、.. ATR知能映像通信イ11f究所
, l , ,準 良 平  _ _ _ 。_し _

代表取相高, イス.社 長

Dav,dH a r w〇0d  メ リ ー ラ ン ド 大学
Faculty Research A 5 i l i t a n t

メ リ ー ラ ン ド大学-
Th lna「at HO 「P「a Se「 t  Graduate Re、earch As?1stant

AT R知能映像通信研究所で提案し、  検

討 を 進 め て い る 仮 想 変 身 シ ス テ ム を

IEEE  Mu l t imed i aにおけるMed i a  Spaces
特集号で招待論文として紹介した 。  バ

ーチ ャル歌舞伎 、  コ ン パ ク ト シ ア 夕 一 、

Sha11We Danc eの技術内容と有効性にっ
いて述べた。

VirtualMetamorphosis
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e所員往来

平成 1 2 年 1 月 1 日 よ り 、  3月3 1日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし、 6 ヵ月以上滞在の方のみ掲載 )

採用年月日 A T R所属 氏 名 出 向 元 等
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2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

H

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

(映)

(映)

(映)

(言)

(言 )

(映)

(映)

(言)

(言)

(言)

(言)

(言)

(言)

(言)

(言 )

(言)

(言)

' ( l1蒙l)

(国)

第三研究室研究員

第三研究室研究員

第三研究室研究員

第四研究室研究員

第四研究室研究員

第三研究室研究員

第 研 究 室 研 究 員

第一研究室研究員

第一研究室研究員

第二研究室 研究員

第二研究室研究員

第三研究室研究員

第三研究室研究員

第三研究室研究員

第三研究室研究員

第四研究室研究員

第四研究室研究員

第 一研究室研究員

総務部人事課 担当課長

樋川直人

牧野真緒

金本義修

西脇正通

熊野正

Klm Namgyu

Seon-Woo Lee
・ 村井和昌

111:1:田 、1告三

l 浅見克志
沖本純幸

下畑光夫

鷹尾和享

Ezra Black

Nlcolas Auclerc

松本賢司

丸山岳彦

l 松野陽一郎

滝 野 公一

デ ジ 夕 ル ハ リ ゥ ッ ド

デ ジ 夕 ル ハ リ ウ ッ ド

パ、 ー ブ ロ デ イ

NHK

NHK

Pohang Univers1ty

Samsung Electromc C〇.LTD

富 士 ゼ ロ ッ ク ス

三洋電機

デ ン ソー

松下電器産業

沖電気工業

東洋情報システム

ア メ リ カ

フ ラ ン ス

日本経済新聞社

1'中戸大学大学院
奈良先端科学技術大学院大学

NTT西日本

5

1

1

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

3

3

4
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2

2

2

2

2

2

2
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3

3

3

1

1

1
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i
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2

2

2

2

2
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3

3

3
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2

2

2
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2

2

2

2

2

2

2

2

つ i

2

H

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

H12.3.31

H12.3.31

H 1 2.3 .31

東京工業大学

STARLAB

日本電気

コンパッ ク コンピュ一 夕

Speech Works InternationalInc

ド イ ッ

日通工

イ ギ リ ス

日本電気

NTT

広島工業大学

早稲田大学

束北大学

名古屋大学

京都大学大学院

大阪学院大学

奈良先端科学技術大学院大学

金子 寛彦

Stephan Jones

Natalie Lambert

Hugo de Garis

高 野 優

西野敦士

Harald Singer

Rainer Gruhn

北 川 敏

Jeremy Bateman

石 川 開

横尾昭男

井上正之

大谷淳

西村竜一

Parham Seyed

Zolfaghari

伝優子

松 田 潤

增山大 l 商

(人 )

(映)

(映)

(人)

(青)

(青 )

(音)

(音 )

(音 )

(青)

(音)

(音)

(映)

(映)

(映)

(人)

(人)

(環)

(映)

第五研究室

アー ト ア ン ド テ ク ノ ロ ジー PT

第一研究室

第六研究室

第一研究室

第一研究室

第一研究室

第一研究室

第二研究室

第::;研究室
第三研究室

第四研究室

第三研究室

第一研究室

第五研究室

第一研究室

第四研究室

第一研究室

第三研究室
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H12 .3.31

H12 .3 .31

H12.3.31

H12 .3.31

H12.3.31

H12 .3 .31

H12.3.31

H12 .3.31

H12.3.31

H12 .3 .3 l

H12.3.3 l

H12_3_3 l

H12.3.31

H12.3 .31

H12.3.31

H12.3.31

H12 .3.31

H12.3.31

H12 .3.31

Hl2 . 3 .31

H l 2 . 3 . 3 1

H12 .3.31

H12.3.31

H12_3 .31
H12 .3 .31

H12.3.3 l

H12 .3.31

H12.3.31

H12.3.31

H12 .3.31

H12.3.31

H12 .3.31

H12.3 .31

H l 2 .3.31

H12.3.31

H12.3.31

H12.3.31

H12 .3 .31

H12.3 .31

H l 2.3.31

H12.3.31

H1 2_3 .31

条良先端科学i支術大学院大学

奈良先端科学技術大学院大学

北陸先端科学技術大学院大学

郵政省通信総合イ111究所

South Ca1 l forn la State Un lvers1ty

イ ン テ ッ ク

京セラ

l 京都きづ川病院

三洋電 if-k・
三洋 lt:械

ソ ニー

ソ フ ト ピ ァ ジ ャ パ ン

ハスキンス研究所

浜松ホ ト ニ ク ス

三要電機

SCC

K D D

KDD

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT-AT

NTT-AT
N T T コ ミ ュ ニ ケ ー シ ーョ ン ズ

N T T コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ズ

N T T ド コモ

N T T フ ァ シ リ テ ィ ー ズ

N T T ソ フ ト ウ ェ ア

NTT西日本

NTT西日本

NTT西日本

NTT西日本

NTT西日本

NTT西日本

NTT西日本

NTT西日本

二宮知子

l 石 井 信

111lJ木祐史

藤 野 表-之
内田英子

磯野勝宣

堂本千秋

和田佳子

字和仲明

中 岡 謙

坂口電己

Jean-Christoph
Terril1on

Mark Tiede

黒柳和良

谷垣宏一

David Martin

増田小枝子

価口直史

和田健之介

長谷川消'文

正池俊慈

内藤正樹

荻野長生

岩本秀明

中 村 篤

塚 田 元

入野俊夫

l 大野雄一郎
岸 1速 .l1'i

井4行和浩

古川 111J111久

田 野 哲

斉藤四郎

深町映夫

土井俊介

松 本 優

田原照平

山下月券』,1に

佐伯和義

和田業,;二
装-多空丸 1l、佐二郎

前 田 、l学1

(映)

(人)

(人)

(環)

(人)

(人)

(環 )

(人)

(人)

(環)

(映)

(人)

第五研究室

第六研究室

第一研究室

第三研究室

第:::研究室
第 ::::研究室
第四研究室

第六研究室

第五研究室

第 一研究室

第一研究室

第::二研究室

(人)  第四研究室

( 環 )第四研究室

( 言 )第一研究室

( 映 ) 第::::研究室
( 人 ) 第四研究室

( 人 )第六研究室

( 人 )第六研究室

( 環 )第三研究室

( 国 ) 経 営企画部開発室

( 言 )第一研究室

( 環 )第一研究室

( 言 )第四研究室

( 言 ) 第一研究室

( 言 )第一研究室

( 人 ) 第一研究室

( 環 )第一研究室

( 国 ) 経営企画部開発室

( 環 ) 第:: 1i形 111室

( 人 ) 企 画 課

( 環 )第三研究室

( 国 ) 総 務 部

( 国 ) 経営企画部開発室

(映 )第二1 iJf究室

( 環 ) 企 画課

( 国 ) 経営企画部開発室

( 国 ) 総 務 部

( 国 ) 総 務 部

( 国 ) 経 理部

( 国 ) 経 理 部

( 国 ) 経 理 部
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1 e外部発表i最一 =_ _ _

( 平成 1 1年 1 0月から平成1 2年 3月末における学術論文  ・学会発表等一覧。  ただし、  一部前回未記入を含む)

ATR知能映像通信研究所

1. Chr ista  Somme r e r . L a u r e n t  Mi g n o n n e a u , R o b e r t o  Lopez -
Gu l l i v e r : T ime_l apse :an  immers ive interactive environment
based on  historic stereo imag_e s ; 1999 IEEE l n t ema t i o n a l c on-
ference on systems,man and cybemetics( IEEE SMC) ( 9 9 . 1 0 )
2. 角 康 之 , 間 瀬 健 二 : T o w a r d  a Rea1 -W o r l d  Kn o w l e d g e
Med i um :Bu i l d i n g  a Guidance System for Exhibit ion Tours;

N e w  Generation Computing(99.10)

3.  T imo thy Chen .Ash l e y  G a d d , I v a n  Poupyrev ,S idney  Fels:
Battle o f  the Headsets:An In formalEvaluat ion 〇f T1'e Latest
Budget-Le v e lHMDs ;VR  News (99 .10 )

4 . 本多原赦昭 , 宮 里 勉 , 中 津 良 平 : A n  Eva l ua t i on  o f  Visua1

Fatigue i n 3 -D Disp lays :Focus ing  on the Mismatch ing  o f
Convergence and Accommodation.電子情報通信学会英文論

文認 c (99.10)
5 .  角;f海f (cR L西田プロ ) , 角康之 ,間湖 l1健二 ,中須賀真一 (東京
大 ) ,堀浩一 (東京大 ) :個人の概念空間を利用した興味の推

定による情報提供;電子情報通信学会論文誌D- ・ (99.10)
6.  馬田一郎 , 下 11 l11 篤 ,片桐恭弘 :視覚的表象の介在する対話
における言語の間接的使用の分析;神戸英米学会( 9 9 . 1 0 )

7 .  I ch i ro  Uma t a , P a t r i c  Hea l e y (Un i v e r s i t y  o f  L o n d o n ) , N i k

Swoboda ,Ya suh i r o  K a t a g i r i :視覚的表現を用いたコンピュ
ー タ 介在 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 分 析 ; ヒ ューマ ン イ ン タ ー

フ ェ イ ス シ ン ポ ジ ウ ム '99 (99 .10 )

8 .  鈴木紀子 , 竹 内 .11l11同lJ,石井和夫,岡田美智-タ3 : 反 響的な模
倣に よ っ て誘発 され る共感的関係 ; ヒ ューマ ン イ ン タ フ ェ

ー スシンポジウム ' 9 9 ( 9 9.10)

9 .  内 海 章 , 大 谷 津 : 多 数 カ メ ラ を 用 い た 両 手 手 振 り 認 識 に よ

る仮想空間操作 ; ヒ ューマ ン イ ン タ フ ェー ス シ ン ポ ジ ウ ム

99 (99 .10 )

10. 伊達正晃, 岡田美智男 :仮想世界を介した相互限定的な関

係 形 成 ;  ヒ ュ ー マ ン イ ン 夕 フ ェ ー ス シ ン ポ ジ ウ ム ' 9 9

(99.10)

11. 杉原敏昭 ,宮里勉 :仮想空間内における体性感覚評価の一

試 み ; 第 1 5 回 ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ 一 ス シ ン ポ ジ ウ ム

(99.10)

12.  Rodney Ben-y:VitalPresence - evolving musicalagents - sound
in a vitaI sign;DigitalBiota2(11準演のみ)(99.10)

13. 西 本 一 志 , 間 瀬 健:二 : A  P r o p o s a l f o r  a F r am ew o r k  f o r
Gene ra lMu l t imed i a  Art Creation Instruments .Crea t i v i t y&

Cogni t ion3(99.10)
14. 中津良平 , A l e x a n d r e  So1omides, :士:佐 同子 : E m o t i o n

Recogn i t ion  a n d l t s  Appl icat ion to Computer  Agents  w i t h

Spontaneouslnteractive Capabi l i t ies ;Creat iv i ty&Cognit ion3,,

1999(99.10)

15. 田中昭二,相1 1沢順 ,A n d r e  P l a n t e , 岩 館 祐一 , 并 口征士 :

Compos i t ion  Ana l yze r :Compute r  Supported Compos i t ion

AnaIys i s  on  Master  P i e c e s ;C1-e a t i v i t y &C o g n i t i o n 3 1 9 9 9
Intersection and  CoI laborat ions:Art ,TechnoIogy and Science

(99.10)

16. 今 井 倫 太 , 小 野 哲 雄 . 江 谷 為 之 : A g e n t  Mi g r a t i o n :
Communicat ions  between a Hum a n  and R o b o t : 1 9 9 9 I E E E

I n ternat iona Conference o n  S y s t e m , M a n , a n d  Cybernetics

(99.10)

17. 前 川 督 雄 , 中 津 良 平 , 仁 科 エ ミ ( メ デ ィ ア 教 育 開 発 セ ン タ

- ) , 不破本義考: ( 四日市大 ) ,大橋力 ( A T R人間研 ) : A l p h a -
E E G  I n d i c a t e d  K A N S E I  E v a l u a t i o n  o n  V i s u a l I m a g e

Granu l a r i t y ; 1999 IEEE  internationalconference on systems,,

man and cybemetlcs(1EEE SMC ) ( 9 9 . 1 0 )

18

19

20

2

22

23

24

25

26

7

8

9

2

2

2

3 0

31

3 2

33

仁 科 エ ミ  ( メ デ イ ア教育開発セン夕一 ) , 不 破本義孝 ( 四日

市大 ) , 河合徳枝 (国際科学振興財団 ) , 前川督雄 ,八木玲子

( 国 際科学振興財団 ) , 田中基寛 ( 三菱電機 ) , 大橋力 ( A T R

人間研):PhysioIogicalevaluation on KANSE I  reaction caused

by the dif ferent v i s u a lmed i a ; 1999 IEEE  internationalconfer-

ence on systems,man and cybernetics(1EEE SMC) ( 99 . 10 )
大橋力 ( A T R 人 間研 ) , 仁 科 エ ミ ( メ デ イ ア 教育開発セ ン タ

- ) , 不 破本義孝 ( 四日市大 ) , 前 川督雄 , 河合徳枝 ( 国際科
学振興財団) :P e r s p e c t i v e  o f  the K A N S E I  Bra in  Funct ion

Research;1999IEEE intemationalconference on systems,man

and cybernetics(IEEE SMC ) ( 9 9.10)
中津良平 : T o w a r d  the Real ization o f  KAN SE I  Commun i -
c a t i o n s : l 9 9 9 f EEE  internationalconference on  sys tems ,man

and cybemetics( IEEE SMC) ( 99 . 10 )

大谷淳 : V i r t u a l M e t a m o r p h o s i s  Sy s t ems ;  ] 9 9 9 I E E E

In lemationalConference on  S y s t em s ,Man , a n d  Cybernetics
(99.10)

Do n g - i l K o ( E T R I ) ,角康之,Y a n g h e e  Cho i ( S e o u 1大 ) ,間瀬

健二:P e r s o n a l ize d  V i r t u a l E x h i b i t i o n  T o u r ( P V E T ) : A n

Experiment for Internet Co1laborat ion; IEEE Conference on

System, M a n&C y b em e t i c s ( SMC9 9 ) ( 9 9.10)
角 il1 (cR L 西田プロ ) , 角康之 , 間瀬 '11111_二, 中 須 賀 真 一 ( 東
京大 ) , 堀浩 - (東京大):Takealook:Personal iz lng Information
Presenta t ion  Acco r d i n g  to  User 's  I n te res t  S p a c e ; I E E E

Conference on Sys tem,Man&Cybe rne t i c s ( SMC99 ) ( 99 .10 )

Chr is ta  S omme r e r , L a u r e n t  M ign o n n e a u : HAZE  Express;
Cyber99 - criacao na era digita1(99.10)
不破本義孝 ( 四 日市大 ) , 仁 科 エ ミ ( メ デ イ ア 数育開発セ ン

夕一 ) , 河合徳枝 ( 国際科学振興財団 ) , 前川督雄 , 森本雅子

(日本学術振興会) ,大橋力(ATR人間研) : P h y s i o 1 o g i c a l a n d

psychologicalstudies on the subsymbolic structure o f  musical
t o n e s : I .An  EEG study on  non-audible high-frequency sounds.;
Internat ina lSymposium on the Neuroscience of、Mus i c 1 9 9 9
(99.10)

本 田 学 ( 京 都 大 ) , 仁 科 エ ミ ( メ デ ィ ア 教 育 開 発 セ ン タ ー ) ,

米倉義暗 (京都大 ) ,不 1111i.本 義考二 ( 四 日市大 ) , 河合徳枝 ( 国
際科学振興財団 ) ,前川督雄 ,森本那1子 (日本学術振興会 ) ,

中付1総(福并医科大) ,柴山111 浩 ( 京都大 ) , 大橋力 ( A T R 人間
研);Physio1ogicaland psychologicalstudies on the subsymbol-
ic structure o f  musica l tones: m. A  combined PET and EEG
study on  n o n -aud i b l eh i gh - frequency sounds. ; Internatina1
Symposium on the Neuroscience of Mus ic1999 (99 .10 )
土佐 r1iJ子 :芸術の感性と感覚 ;人間工学会アー ゴ デ ザ イ ン
研究会(請l11演のみ) (99 . 10 )
竹内 .93 岡11: ロ ポ ッ ト と 人 間 の 社 会 的 イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン を 考
え る ; 日 本 ロ ボ ッ ト 学 会111111 (99.10)
大谷津 ,坂口電已 ,内海章 : R e a 1-t ime computer vision based
technologies forcapturing human mot ions : ISCIS '99 (The14th

I n t e r n a t i o n a l S ympo s i um  o n  Compu t e r  a n d  I n f o rm a t i o n

Sciences)(99.10)

高橋和彦 ,坂口電己 ,大谷津 :三限視による実時間非接触

非装着型三次元人物姿勢推定法 ; P RMu - N C 研 究会 ( 電
子情報通信学会) ( 9 9 . 1 0 )

小 野 哲 雄 : ロ ボ ッ ト の 心 を 読 む一 人と人工物の関係性に

基づく発話理解のモデルー,Wo r k s h o p  on Artificialinte11i -
gence and Leaming2000- (WAL2000-) ( 99 .10 )
田 中 昭 :::_ , 井 口 征 士, 岩館祐一 :画像領域の物理的特徴に
基づく1,1l目度評価モデルの検討;電子情報通信学会パタ ー
ン認識 ・ メ デ ィ ア 理解研究会 P R M V 9 9-95 (99 .10 )
岩 館 祐 一 : イ メ ー ジ表現の研究;電子情報通信学会ヒュー

マ ン コ ミ ュ ニ ケー ション基礎研究会( 9 9 . 1 0 )
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34. Woontack Woo.Anton io  〇rtega(USC),Yuich i  Iwadate:Slereo

image coding using hierarchica lMRF mode l and  selective over-
1apped b l o c k  disparity c ompen s a t i o n : I EEE  Internationa1

Conference on Image Processing (ICIP' 9 9 ) CD-R〇M項目番号
26AP6B.1 (99 .10 )

35 .  中津良平 :知能映像通信の現状 : ,'11:子情報通信学会高要11演会
(話111演のみ)(99 .10 )

36 .  Jinshan Tang, Shinj iro Kawato,  Jun 〇hya:Face Detection from

a CompIex Background;1nternationaI Workshop on Very Low
Bitrate Video Coding(99.10)

37.  Y a n g , K y e o n g  H o ( L u c e n t  Tech . ) .本 1、 111l - . 岩 總手1手1- :
Efficient representation and compression o f  multi -view images;
IntemationalWorkshop on Very L o w  Bltrate Video (VLBV'99 )
(99.10)

38.  中津良平:Nonve r b a 11n f ormation Processing;Proceedings of

the VLBV99(pane1organ izer ) (99.10)

39.  中津良平:N o n v e r b a l I n f or mat ion Processing;Proceedings of
the VLBV99 (99 .10 )

40 .  六井淳(北陸先端大) , 坂本影llfj , 岡 田 美 '111, りi : 多人数会語に
おける会語調整とその方 l 111の獲得;情報処理学会青fl f 言語

情報処理研究会(99 . 1o)
41 .  Ryotaro Suzuk i , Yu ich i  I w a d a te , M i c h ih i k o  Mino h : 1ma g e

Wave -A study on image synchronization -; A C M  Multimedia
99 (99 .10 )

42 .  中 津 良 平 ,  Joy N i c h o l s o n ,一佐 r,1,J子 :Emo t i o n  Recognition
and Its Application to Computer Agen ts with  Spontaneous

lnteractive Capabil it ies:ACM Mult imedia'99(99.10)
43 .  中津良平 :中間時試験11,111究報告を終えて ; A T R ジ ャーナル
(99.11)

44 .  大 谷  淳 : S I G G R A P H 9 9 に 参 加 し て : A T R ジ ャ ー ナル

(99.11)

45.  岩 館 祐 一 :  イ メ ー ジ表現 一アー テ ィ ス トの表現技法の抽出

と 利用 一; A T R研究発表会技術1 111 、,i11 ( 9 9 . l l )
46 .  角東之,間1頼イ建::::実l11 -界 指 向 コ ミ ュ ニ テ ィ 文i11:シ ス テ ム
一展示見学ガイドの個人化からコ ミ ュニテ ィ文援へ; A T R

研究発表会技術言総演(99. l l )

47 .  中 津 良 平 : F r o m  K A N S E I C o mm un i c a t i o n  to SAT〇R1

Communication;DigitalRenaissance in Keihanna(99.11)

48. 土佐 11i1子 : Underconscious sensation withlechno1ogy;Digi la1
Renaissanc、e in Keihanna(99.11)

49.  塩調1質隆之(京都大) ,推木哲-? i (京都大 ) ,片并修 (京都大 ) , ,

岡田美智 113 :Segregated Sense of Values within Multlagenl
Systems through Reciprocity Enab l ed  by a B i -Referencia1
Mode1 ;P rocedd ings  o f  The  Second  Japan-Austra l ia  Jo in t

Workshop on Inte11igent and Evolutionary Systems(99.11)
50. 土佐尚子 :無意識の流れ ;学生対抗手作り vR コ ン テ ス ト
招待講演( 11111演のみ)(99.11)

51 .  Christa Sommerer .Laurent  Mignonneau:Arte  y C i e n c i a -L a
Creacion en Todo su Potenc i a1&Phototropy I I ;C iber@rt  f V

Mue s t r a  I n t e r n a c i o n a l d e s  N ue v a s  Tecno1og i a sAr te  Y
Comunicacion(99.11)

5 2, 野間 春生 , 宮里 他: A  N e w  Approach for Canceling Turning

Motion in the Locomotion Interfa c e , ATLA S ; A  Symposium on

Haptic Interfaces f or Vi r tua lEnv i ronment  and Teleoperator
(99. l l )

53 .  Jinshan Tang,Shinj iro Kawato. Jun 〇h y a : A  Face Recognition

System Based on  Wavelet  Transform and  Neu r a lN e two r k ;

Internat ionalconference on  wavelet analysis and its applica-
t ions(99.11)

5 4. 福并直樹 :言語の普通性と多様性 ;月 :l 1」 「言語」 1 9 9 9年 l 2
月号(99.11 )

55 .  Joy N i c h o l s o n ,高橋和彦,中津良平:Emo t i o n  Recognition in

Speech Using Neura lNe tworks ;6 th l n temat i ona lCon f e rence

on Neura l I n fomlation Processing(99.11)

56. Christa Sommerer, Laurent Mignonneau:Li fe Spacies I I - insta-
1acion interactiva de  realidad virtua1;Cibervis ion99(99. l1)

57 .  Christa Sommerer: L a  importancia de1os institutos mediaticos

de  caracter interdiscipl inario(The importance of  interdiscipli-
nary media and research inst itutions);Cibervis ion99(99.11)

58. 四倉達夫 ( A T R 映11表1i11f /成整i大 ) . 島 田 直 幸 ( 成 111異、大 ),森島
繁生(AT R映像研/成1111111大 ), 大 谷 淳 : ア ク テ ィ ブ カ メ ラ に

よ る視線追跡 ・ 自動 L i p  Re a d i n g ; ヒューマン情報処理イ,111究
会( 9 9 . 1 l )

59.  Howard  Y a n g ( U n i、,. B r i t i s h  C o ] u m b i a ) , 内海章 ,大谷淳 :
Stabilization o f  Multiple Human Tracking Using Non-synchro-
nous Mu l t i p l e  V i ewpo i n t  〇bser、, a t i o n s :電子情報通信学
PRMu研究会 , 1」1 」'・1青報通信学会技術研究報告(99 .11 )

60 .  川戸 ・1真二郎, 大谷津:1 l'1l11」の検出 - 追跡に よ る領 き と 首振
り の リ ァ ル タ イ ム 検 出 ; ilf「-情報通信学会 P R M U研究会
(99.11)

61 .  大谷津 , 中津良平 ( 社長 ) , 川戸使二郎, 坂口電已 :分身コ ミ

ユニケー シ ョ ン の 提 案 と 検 討 一 ノ ン バーバル情報の認識

を利用 した新たな コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン手段 一;電子情報通

信学会PRMU研究会PRMU9 9- 107 (99 .11 )
62. 1111,原敏昭 , 野間春生 . 宮 l l1 勉 : コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン支援環
境としての歩行感覚提示装置:電子情報通信学会画像工学

研究会(99 . 1 1 )

63.  中津良平:Em o t i o n  Recognition i n  Speech Using Neura lNet-

works ;The13 th  Toyota Conference(99.11)

64.  二 l : 佐 ,1i子:Expression o「 Emotion, Unconsciousness with Art
& T e c h n o l o g y ; T h e l 3 t h  T〇Y〇TA Con「erence -Af f ec t i ve
Minds-(i11i演のみ) ( 9 9 . 1 1 )

65.  角i1,11之 ,間灘1健二 :実世界コンテキストに理め込まれたコ
ミ ュ ニ テ ィ ウ ェ ア : 第 8 回 マ ル チ ェー ジ・r ン ト と 協 調 計算
ワー クショップ (MACC 9 9 ) ( 9 9 . 1 1 )

66 .  中津良平 : M a c h i n e  Med i a t e d  Huma n -h um a n  C orn n,u n i -
ca t i on s ;Advanced  Research Strategies for  a User  Friendly

Communication in a G1ovalSociety(識演のみ) ( 9 9 . 1 2 )
67.  I r is F e rm i n . S u d h a n s h u  S e m w a 1 ( コ ロ ラ ド 大 ) . 大 谷 津 :

I ndex ing  m cth o d  f o 1・ Th1-ee-d imen s i o n a l P o s i t i o n  I・st imat ion;
IEICE Transactions on  In for mation and Sys tems (99 . l2 )

68. 杉 原 敏 昭 、 宮 里 勉 : A n  Eva l u a t i on  o f  V i s u a l F a t i g u e  in

B i n o c u l a r  D i s p a r i t y 3 D  D i s p l a y ( 2 ) : A n  Ana l y s i s  o f

Ps y cho1o g i c a l I n d e x ; I n t e r n a t i o n a lD i s p l a y  Work shop' 9 9
(99.12)

69. Christa Sommerer,Laurent Mignonneau:Artea sistema bizitzat

har tua ;ZEHAR magazinc.Arteleku(99. l 2 )

70 .  伊達正 -見 ,岡田美智り11 :仮想 ll1 界に理め込まれた身体を介
し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ; 第 7 [ 国 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ シ ス テ

ム と ソ フ ト ゥ ェアに関す る ワー クシ ョ ップ ( 9 9 . 1 2 )

7 1 .  坂 本 彰 司 , 六井津 (北陸先端大 ) , 岡田美智男 :関係性を伝

達す る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン メ デ ィ ア の 提 案 ; 第 7 回 イ ン タ
ラ ク テ ィ ブ シ ス テ ム と ソ フ ト ウ ェ ア に関す る ワ ー ク シ ョ

ップ ( 9 9 . 1 2 )

72 .  杉原敏昭 , 野 間 春 生 , 宮 11l i勉 :四11_11のある歩行面を再現可
能な歩行感覚提示装社GSS (G r ound  Surface S imu l a to r ) ;第5

回知能 ・1青報 メデ ィ アシンポジ ウ ム ( 9 9 . 1 2 )
73 , 角康之 ,間 1頼健二 :実世界コンテキストに理め込まれた知

識 メ デ ィ ア に 「 11 け て ; 第 5 回 知能情報 メ デ イ ア シ ン ポ ジ ウ

ム(99 . 12 )

74.  土佐 1「J子:Ar t i s t i c  communicat ion f o r  A-1ife and robotics:

Art i f ic ia lL i fe  and Robotics (99.12)
75 .  米澤月月子, 間 湖 i 建二 :流体による音楽入力 ̃水のセンシン

グを用いた楽器の検討 ;  情報処理学会 青楽情報科学研究

会情処研報9 9-Mvs (99.12)
76. 本多原敏昭,野間春生,宮里勉:De s i g n  and Deve1opment o f  a
G ro u n d  S u r f a c e  S im u l a t o r : I n t e r n a t i o n a l C o n f e r e n c e  o n

Arl i f ic ia lReal i ty and Telexistence(99.12)

77 .  Christa S omme r e r , L a u r e n t  Mi g n o n n e a u . R o b e r t o  Lopez-
Gu11iver: L I F E  SPACIES I I : f r om  text to f om on the ln temet

u s i n g l a n g u a g e  as genetic code :Proceed ings  o f  l h e  N i n t h

IntemationaI Conference on Artif icialReality and TeIexistence
( ICAT'99) (99.12)
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78 .  Rodney Berry:Feeping Creatures - evolving musica lagent  for
sound in virtualworlds;Proceedings o f  the Ninth IntemationaI

Conference on Art i f ic ia lRea l i ty  and Telex is tence( lCAT'99)

(99.12)

79 .  内 海 章 : 多 視 点 画 像 を 用 い た 非 装 着 ジ ェ ス チ ャ イ ン 夕 フ

ェ ー ス ; 財 団 法 人 イ メ ー ジ情報科学研究所デジ夕ル イ メ

ー ジング技術実利用化研究会(9 9 . 1 2 )

80. 中津良平 : C a n  Computer Ah ieve  Higher Leve lCommun i -

cations?:V2〇rganizations Sem i n a r (講演のみ) (99 . 1 2 )

81.  土佐尚子:A r t i f i c i a I  L i f e l i k e  Character l iv ing in the cyber

space . ; V 2 _〇 g a n i s a t i o n  presented W i r e t a p 5 . 1 2 : " T h e
Immaculate Conception reversed_ . ( 99 .12 )

82. ::l二佐尚子 ,中津良平 : N e u r o-kid"MIC";V2_〇ganisat ion pre-
sented W ire t a p5 . 12 : "The  Immaculate Conception reversed_ .
(99.12)

83. 坂口電己, 大谷淳 : M o d e l i n g  and Animat ion  o f  Botanica1
Tree f o r  Interact ive V i r t u a l E n v i r o nm e n t ; S ymp o s i um  on

VirtuaI Reality Software and Techno1ogy ] 999 (99 .12 )
84. 間 瀬 健 二 : イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ な カ レ イ ド ス コー プ; 「形の
科学辞典」 形の科学会編、  朝倉書店 :F 1」 (00.1)

85. 間瀬健二 : V R ラ ピ ッ ド プ ロ ト 夕 イ ピ ン グ 言 語 I n v e n T c 1-
〇pen lnventorをTc1/Tk で ラ ッ ピング ; b i t ( 0 0 . 1 )

86. Christa Sommerer ,Laurent  Mignonneau:Phototropy(Fly by

Light);Mi11e1n i u m  Dome - The Play Zone (展示)(00.1 )
87. 間瀬健二 ,角康之 ,門林理惠子 : T h e  Weaved Real i ty :What

Con t e x t - a w a r e  l n t e r f a c e  Agent s  Br i n g  Ab o u t :  As i a n
Conference on Computer Vi s i on (ACCV2000 ) ( 00 . 1 )

88 .  内海章 , 森 大樹 ( 大 阪大 ) , 大 谷 淳 . 谷 内田正彦 ( 大 阪大 ) :

Mult iple-Camera-Based Human Tracking using Non-synchro-
nous 〇bservat ions :Four th  Asian Conference on  Computer

Vis ion(00.1 )

89. 土佐尚子 ,中津良平 : Em o t i o n  based Mult i-personlnteractive
The a t e r ; IWAIT2000(00.1 )

90 .  中 津 良 平 : “ アー ト & テ ク ノ u ジー ” 研 究 の 最 前 線 ; ハ イ

テ ク リ サ ー チ プ ロ ジ .・. ク ト 研究成果報告会 ( 識 i 演 のみ )
(00.1)

91.  小野哲雄 ,今井イ命太 ,江谷為之 ,中津良平 : ヒ ューマ ン ロ

ポ ッ ト イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン に お け る 関 係 性 の 創 出 ; 情 報 処 理

学会論文識i(00 .1 )

92.  三橋哲雄 , 熊 田純二 , 三 宅洋一 , 井 上正之 : 講 座 「 マ ルチ

メ デ ィ ア の ための品質評価」 ( 第 1 回 ) 総 論一映像情報 メ デ
ィア評価技術の流れ一 ; 映 像情報 メデ ィ ア学会誌 ( 0 0 . l )

93. 大谷淳 , 坂口電己 : A T R におけ る仮想 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

環境の研究 ;電子情報通信学会 P R M U研究会 P R M U 9 9 -
2 0 3特別講演( 0 0 . l )

94. 竹内 1lli剛,Y a s m i n a  Khel i f i -touha m i , 片桐恭TJi、:合成した顔
の感情表現が社会的態度に与える影響:  電子情報通信学会

ヒ ュ ー マ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 基 礎研究会 H C S 9 9 -65
(00.1)

95. 間調ll1 健二, 角康之 .門林理恵子 : M e t a-Mu s e u m構想とモバ
イ ル カ' イ ド シ ス テ ム ; 画 像 電 子 学 会 第 4 回 vM A 研 究 会
(00.1)

96 .  前 川 督 雄 , 上 野 修 ( 岐 阜 大) 仁科エ ミ ( A T R 人間研 ) , 河合

徳枝(国際科学振興財団) ,下原月券jii ( A T R人間研 ) , 大橋力
(ATR人間研):Evo l u t i ona ry  advantage o f  Self-Decomposition

Mechanism:5th intemationalsymposium on Art i f ic ia lL i fe  and

Robot ics(00.1)

97. 大橋力 ( A T R 人間研 ) , 前 川督雄 , 上野修 ( 岐阜大 ) , 仁 科エ

ミ ( A T R 人間研 ) , 河合徳枝 ( 国際科学振興財団 ) , 下原 11勝'態
( ATR人間研) :P r opo s a 1o f  a general slm u l a t o r ' S I V A ' f o r  a

heterogeneous environment and self -decomposable AL ife、 5th
intemationalsymposium on Art i f ic ia lLi fe and Robot ics(00.1)

98. 前川督雄 , 上 野修 ( 岐 阜大 ) . 仁 科 エ ミ ( A T R 人 間研 ) , 河 合

徳枝 (国際科学振興財団 ) , 下原勝態 ( A T R 人間研 ) , 大橋力

( ATR人間研) :D i f f u s i b l e  i mmo r t a lAL i f e  rarely exterminate

di f fus ib le mor ta lAL i f e  i n  one f inite,heterogeneous ecosystem;

5th internat ionalsymposium on  Ar t i f i c i a lL i f、e and  Robotics

(00.1)

99 .  I、,a n  Poupyrev,Mark  B iiiinghu r s t ,H i r ok a,zu Ka t o ,R i c h a r d
May: Integrat ing R e a l a n d  V i r t u a lWor l d s  in Shared Space;

Fi制1 Intemat ionalSymposium on ArtificiaI Li fe and Robotics

(AR〇B2000 ) (00 .1 )
100. 中津良平 : F u t u r e  Commu n i c a t i o n s  Ba s e d  o n  K A N S E I

Techno1og ies ;  Proceed i ng s  o f  the F i f t h  In ternat iona1

Symposium on Aart i f i c i a lL i fe  and Robo t i c s (AR〇B5 t h ' 0 0 )
(00.1)

101. Laurent Mignonneau,Christa Sommerer :PIC〇_SCAN-u s i n g
body data to create artificia11ife forms;Proceedings of the Fifth

I n t e rna t i ona l Sympos i um on Aa r t i f i c i a l L i f e  and Robotics

( AR〇B5 t h ' 0 0 ) ( 0 0.1)

l 0 2 .  土佐  尚子 : H e a l i n g  Techno1ogy w i t h  A r t i f i c i a l L i f e -
Unconscious F1ow - ;P roceed ings  o f  the Fi f th  International
Symposium on Aart i f i c i a lL i fe  and Robo t i c s (AR〇B5 t h ' 0 0 )
(00.1)

103. Rodney  Be r r y : T h e  Art ist  and  T h e  A u t om a t o n : E v o l v i n g

mus i c s, a second na tu re , a r t i s t s  gently break the n e w s_ ;
Proceedings o f  the Fifth IntemationalSymposium on Aartificia1

Li f e  and Robot i c s (AR〇B5th '00 ) (00 .1 )

l 04 .  Stephen Jones:Sens ing,Communicat ion and Intentionality in

A r t i f i c i a l L i f e ; P r o c e e d i n g s  o f  t he  F i f、th I n te rnat iona1

Symposium on  Aart i f i c i a lL i f e  and  Ro b o t i c s ( AR〇B5 t h ' 0 0 )
(00.1)

l 05 .  Mark  B i11 i nghu r s t (U .Wash ing ton ) , I v an  Poupyrev :Shared

Space :Mixed  Reality Interface for Collaborative Computing;

Imag ina2000 (00 .1 )

106. 中津良平 : E m o t i o n  Recogn i t i o n  a n d  I t s  App l i ca t i on  to

Computer Characters;Imagina2000(話等1演のみ)(00.1)

107. Christa Sommerer ,Laurent  Mignonneau :L IFE  SPACIES  I I

(Lively) ;1magina2000(00.1)
108. 士佐尚子, 中 津良平 : F u t u r e  Cinema -R o m e o &  J u l i e t i n
Hades- ; Im a g i n a 2 000 -From a r t i f i c i a l l i f e  to on l ine  wor lds-
( 00.1 )

109. 土佐尚子 , 中津良平 : F u t u r e  Cinema -R o m e o &  Ju l ie t  in
Hades-;1magina2000-Innovation Vi11age-(展示)(00.1)

I10. 角康之, 間1東質健二:実世界指向コミュニティウェアを目指

して ; A T R ジ ャーナル(0 0 . 2 )

111. 田中昭二 ,井口征士 ,岩館祐一 :画像領域の誘目度評価モ

デルに対する有効性評価 ;  電子情報通信学会画像工学研究

会IE9 9-142(00 .2 )
112. 田 中 昭::二, Jeffery Chi  Y in  N g , 中 尾 惠子 , 岩 總 祐一 : T h e
Cybe r  p h o t o g r a p h e r ;電子情報通信学会画像工学研究会

IE99-143(00 .2 )
l 1 3 .  鈴木紀子,竹内多3剛 ,石井和夫 ,岡田美智男. ク リ ーチ ャ と

の イ ン夕 ラ ク シ ョ ン におけ る原初的な側面に っい て ; 情 報

処理学会音声言語情報処理研究会 (00.2)

114. 岡田美智男 ,坂本彰司 ,鈴木紀子 ,伊選正晃 :  「む一 ( m u u )」
の世界 : 複 数 の ク リ ーチ ャに よ る多人数会話 と その参与
のスキル;情報処理学会音声言語情報処理研究会(0 0 . 2 )

115. 間1頼健:::: サ イ バー コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン と ア ミ ュ ー ズ メ
ント :精密工学会識1 ( 0 0 . 2 )

116. Christa Sommerer,Laurent Mignonneau :HAZE Express;Alien

Inte11igence at K I A SMA  Museum (00 . 2 )

1 I7 .  大橋力 ( A T R人間研 ) , 仁科エミ ( N I M E ) , 本田学 (岡向1等国立

共同研究機構 ) , 不破本義孝 (四日市大 ) , 河合徳枝 ( F A I S ) ,,

八木玲子( FA Is) , 前川督雄 ,森本雅子 (日本学術振興会 ) : ハ
イ パー ソ ニ ツ ク ェ フ ェ ク ト 一可1確1域上限をこえる高周波
の生理的心理的効果にっいて ;電子情報通信学会ハイディ

フ イ ニ シ ョ ン オ ーディオ研究会 ( 0 0 . 2 )

118. 竹内.1111i剛 : コ ン ピ ュ 一夕の人間 ら し さ と は ; 養 老 111司 ・ 学
間の挑発  「月111」 にいどむ 1 1 人の精鋭 との論戦 ( 日経サイ
エンス社 ) ( 0 0 . 2 )

119. i 1原敏昭 : 3次元デイスプレイにおける疲労の定量的評価 ;

( 社 ) オ プ ト メ カ ト ロ ニ ク ス 協 会 ビ ジ ュ ア ル イ ン 夕 一 フ ェ ー

ス技術部会(話'基1師として描待講演)(00.2 )
l 2 0 .  Editha de Luna ,Wootack  Woo ,Yu i c h i  Iwadate :H igh  Quality

Stereoscopic Videos f rom a L o w  Quality Came r a ;映像情報メ
ディア学会放送方式研究会 ( 0 0 . 2 )
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l 2 l  野口広影 . 1 1一相 ,11J 1?jム, f_;1;1i11l '1 (条 1:1・先端大) あ ぃづち挿人
行動の実験的分析 .人 _ l:知能字会 l i- 11, , ,1.11理角11と文、」 f ,,
処理イ1f 「究会(002)

l 2 2  W o o n t a c k  W o o ,  J o n g -1 l P a r k , Y u 1c h 1 I w a d a t e  Em o t lon
Analys ls f r om Dance Pe1 lo rmance  Usmg T lme-dclay Ncura1
Ne two l k 5 , I n t. conf on compute1 v1、1on.pat te1 n rccogn l t lon
a n d lmage p1oce5、mg (CVPR I P 2 0 0 0 ) ( 0 0 2 )

l 2 3  lf1:1木 ,i 1 太那 Mu l tm、ed 1 t Montagc 一対1、f 11、-に J,l.・づ い た l11L f11、
合成に関するイl11l究一 .ユニシス技-111 (00.2)

124 伊 達 正1ii;, 岡 田 1 il111',' 1リj Soc1alSpace:イ1fiMl1:?,'に理め込ま
れた身体とそのイ1:会的相f f 行ソi . I n t eract1o n 2 0 0 0 ( 0 0 2 )

125 宮 1 1 1 勉 青 j l i合1,:l1. ・ r1111 ぃ111 ソ フ ト に よ る  「1J i 取 り 」 の実現 .
イ ン夕 ラ ク シ ョ ン 2 0 0 0 ( 0 0 2 )

126 宮 111 l 勉 映像の l 11 利 用 に よ る イ ン タ ラ ク テ ィ フ メ テ ィ ア
コ ン テ ン ツ の 制 作 . イ ン タ ラ ク シ ーョ ン 2 0 0 0 ( 0 0 2 )

127 二宮 1i、l1子,西イ j ft -. 宮 1 l l 地. ユーザーの移動j生度に応し
た 仮ili移動1i', の生成 ; イ ン タ ラ ク シ ョ ン 2 0 0 0 ( 0 0 2 )

128 野間-イ?生 , 宮 l11.他, ク: 要!1, 1'i'明(ij1_、1度 人 ) イ l1l1l1,1、11( fj'し渡大 )
ネ ソ ト ヮ ー ク i-表-ilf し さ れ た 9、行1にt 'ii提示 ,iと11'iに よ る 1 ffi,,川a、
行1を1覚の提示 , イン夕ラクション 2 0 0 0 ( 0 0 2 )

129. 角 1111之, 111J商1 イ建 . 実1 l 1 :界コンテキストに j lめ j 4まれたコ

ミ ュ ニ テ ィ ヮ ーL アのjll1 %Lし . ,l、l i 1 l1l 処 理 字 会 イ ン 夕 ラ ク シ ョ
ン 2 0 0 0 シ ン ポ ジ ウ ム シ ン ポ ジ ウ ム シ リ ー ス ( 0 0 2 )

130 L;1 l - 俊 介 , 角 1 i、之. 間,,ifイ建 .中イ1 -1'' ( 条11,1.先端大). 1ji野
n'1'2、 (条良先端大 )  l i -ノ1'対 l1,fif 1能をイfするパー ソ ナ ル カ イ
ドェー ジ J : ン ト . I 1'1 , 1'1i処 理 字 会 イ ン 夕 ラ ク シ ーョ ン 2 0 0 0 シ

ン ポ ジ ウ ム シ ン ポ シ ウ ム シ リ ー ス ( 0 0 2 )

131 米1 等期子 .間商 l 1建1 _ Tang 1blc S o u n d # 2における当、器イン
夕 ラ ク シ ョ ン . ,l'llJ :1111処 理 字 会 イ ン タ ラ ク シ ョ ン 2 0 0 0 シ ン
ポシ、ウ ム シ ン ポ ジ ウ ム シ リ ー ス ( 0 0 2 )

132 小ffk花i'会. 11 f1、fli、1lll'1 ('11 良先端大)円1 l1 なr1「者'文i J はぃかに
して成立するか 一会.l11 コーパスの分 11 i に も と づ く 考 %, 、 一 .
『認知i:l- J-.』 ( l 1 本 ,1'1iク、l lf 1学会 ) ( 0 0 3 )

133. 11、多原f皮昭,言1 l 1 勉 11j'1,11 i . .、1/ 体i見 テ ィ ス ノ°レ イ に お け る -ffk
タ1'の定1 11:的評価.1由1像ラホ2000イ l i 3  Jj J (00.3 )

134 宮 1i l. 勉 . に,111,場1選k通イ11システムのf ltマi , f f i渡大字'」 , ィ1 , l l'1 、1,111 ?i11し
月ll1センタ一l,品-演会( ,111 、1 i1[ のみ ) ( 0 0 3 )

135 同ll l j1::'1、,'リj イf _会 的 な イ f 在 と そ の リ ア リ テ ィ を 文 え る も
の . ヒ ューマ ン イ ン タ フ ェ 一 ス学会11,11、 ( 0 0 3 )

136 二l : 并俊介 .角 i111之 . 間 llilf建 _ , 中 付 -i'i (条 i1先端大) , 1ft lf J
11'1 2i、- ( f 、良先端大)  青 J1;対言,「 i1更能をi 、1 つ た パー ソ ナ ル力 イ
ドェー ジ ー・_ ン ト . ・1 1'1:1l11処1u1l学会第60回 ノ11:同大会 ・l111 1i1、,,,金文
要, ( 0 0 3 )

137 l11川 11,1;1?. ?多 l 1 l公造 (北降.先端大 ) .間,l ff1使 . : 物理系イン
タ ラ ク テ ィ ブ - アー トの1にt性_1 l字からの考察; i l '11.1,li処理学
会第60同全l _rI大会 :11i演 if 1文集( 0 0 3 )

138 大谷1 'f. 人物像の実時間認 一 l1 - 生成一 イ1ul tl シー ン を介 した
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の1;.現をl. l 指 して一、 システム11,l1御・I '」
:服 二f 会 1:111 システム/1l1 lj11I l1/情-1 l1l ( 00 .3 )

139 4、多原fg文昭 T h e S lxth Intemat1o n a l D1‘, p l ayWo1 k、hop, ヒ ュー
マ ン イ ン タ フ ー・ー ス学会,i111 2000イ1:2 J J号 ( 0 0 3 )

l 4 0  本口1学(同11l 11 1_l立1l同イ1J「究イ111イ 111 ),イ 1l- l - 工 ミ ( メ テ ィ ア 教 一1、
開発セン夕一 ) . 前川 1子1,fl_,イ 、1波本i?率'(四日 1 1 J 大 ) . 森本1l1
子 ( 学術 i i i興会 ) ,八木11i子 (大阪大) ,中小1 1l.3、 (イ1」1并[ 1' 111 1 大 ) .
河 合 徳 技 (m度大),大橋力(ATR人間イ1J1 ) 新 l li代オ ー テ ィ
オ技術の評価一ハ イ パー ソ ニ ソ ク ・ エ フ ェ ク ト にっい て ,,
日本-111-響学会2000年存率イl1l究発表会(0 0 3 )

141 、1ii1合 11ilイ支( 1流渡大 ) . 本 田字 ( 同 111、f国立共同イiJ1-究指k1 111 ) , 中1 1
1l.港、(イl,1 -月- l't;不一 l-大 ) ,不破本義率. (四l-1市大),l務,本那i j - ( 学術
振 1 lfn会 ) 、 前川 1子』, 、ll . 仁 科 エ ミ ( メ テ ィ ア 教 育 開 発 セ ン タ
- ) ,大橋力 (A T R人間イ1J「 ) : ハ イ パー ソ ニ ソ ク ・ エ フ ェ ク ト
の11l111渡による検言 1 . 口 本青 111 11学会2 0 0 0年 一f f _手i f,J「究発表会
( 0 0 3 )

142 大橋力(ATR人間イ1J1) , 本田学 (同 l 11.rl1l:1立jl:同イiJ1究1fbi11」). 11 l1
川 ・1,f 11、ll.1可合徳イ1l1 (ff し渡大),イ ー i-1, エ ミ ( メ デ ィ ア 教 育 開 発
セ ン夕一 )  ハ イ パー ソ ニ ノ ク ・ エ フ ・ク ト の  次フlt:111」,:i
モデル;目本-,'i'11'1学会2 0 0 0年 一イi-・季イ1f「究 f t表会 ( 0 0 3 )
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143 野間-イド生, イ?原 1i11,11111. 言 111l 勉  Deve i opmen t  of Ground

S u 1「dce S 1mu la to 1 「o1 Te1-E-Mcrge Sy 、s t e m , I E E E-VR2000
( 0 0 3 )

144 中 、1 l ' Iと、l': : H ‘ipt1c In ter face lor  Fulurc Telecommun1catlons;
IEEE V11tualRcal1 t y 2 0 0 0 ( 0 0 3 )

145 前l11 ,..1参- , イ多llI公造(北 lli1 先端大 ) . 間 l1111 使 二  物理系イン
タ ラ ク テ ィ ブ ・ アー トの1已?' 1 l1' ,1':からの考察 , 電子 ,1 l1」l照通
イ, 1字会 / マ ル チ メ テ イ ア - イ1?定l l111'ilt基使イ11f究会信学i支報1'-
MVE99-8 8 ( 0 0 3 )

146 T lmothy Chen , 11t1本 - , i 1 . 間加使 - _: 111、t用的 マ ル チ メ デ イ
ア ア ー ト 演 i.i 装 11''1 の イ ン 夕 フ  J_ ー ス テ サ イ ン に 関 す る 一
検・、1 . 電 」'- ・1 l1-l l i 通信学会 /マルチメデイア - 仮4tl環境基 11111
イ l11「究会信'「 技 、l 111 -1 1 , MVE99-90 ( 0 0 3 )

l 4 7  川 原 ・i111、_ 111l1(ATR日リ、像f 11f/;り?1リ?大). ?多原 順 . 1111 , 宮111 勉, 1、-条
11,k (11111域大) ,米 f i .,:11広(次上りJ上大).HMDのイ.1;点調節イ由債4f1能
にM l  したりLィrの知覚1 l 'J liの1,1'価手法の提来, 電子・1高11,Ii通
イ,,学会MVEイ 111究会( 0 0 3 )

l 4 8  竹内リ11同l」, 高橋行J1l . 1 1 イ同 11111 'fu、 力 イ ド ェー シ ェ ン ト に よ る 人
間の ィfM1欲求を利用した.,通、,1事の効果;電J'- l l'1- -lkl i通信学会ヒ
ユーマンコ ミ ュ ニ ケー シ ーョン基 f.是、イ1J f究会HCS99-68 ( 00 . 3 )

149 内田,多t- -」'- (ATR人間イ1J1 /SFSU), 四合 ,、1:-大森島禁生.山FTI
1 (ATR人間イ1J「/ 1 I本大 ) ,大谷1 '1'1,本松茂(ATR人間石J1):高
速 度 ヵ メ ラ を 用 い た 1,111面 Jc ,l l'Jの動的変化に関する分4ff ; ,ii
」'- ・1 1'J二 11i通イ,i字会ヒュ ーマン・1 1'i1,li処理イ1J「究会(003)

150 中 、,l' 良 1 近f1,tI 111l に お け る ・l l'1 .f l11通イ,.1 の ネ ソ ト ワ ー ク 型
coE Jf;1,k と .1J11,t- ノf 創 出 . ネ ソ ト ヮ ー ク coE 形成を 1 l指す
11「.1'1:1学連i f l フ ー,- ー ラ ム ( nli l11lのみ ) ( 0 0 3 )

151 内 l l l 英  J'-(ATR人l11jf1「/ サ ン フ ラ ン シ ス コ 州 、1f.大 ) , 四 合 達
11:1I1田111, . (ATR人間f 11「/ 1 l本大) ,森島 ?,?生 , 大 谷 ,、l',赤イ,
1文(ATR人間イiJ1) 高 速 度 カ メ ラ を 用 い た 1if1面表情の動的変

化に関する分イ1i-.第331111:1、l1 ,1iコ ロ キ ゥ ム ( 0 0 3 )
l 5 2  小野 -1'i 11ll. 人 と ロ ホ ソ ト の l 1 常 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
の メ カ= ス ム , 11本 1fLイ1,k l ,-会 「高l1人化イ 1.会に向けた相イ11 _イf1
イ 丹k I _学 に 1表.Jするイ1J1究 分i- 1 -会」 ( ,-1i 11 ,のみ ) ( 0 0 3 )

153 1 :佐同  J'- ニュー ロべイビー 「 ミ ノ ク 」 . エ デ ーr テ イ メ ン

ト フ オ ー ラム 2 0 0 0 11,、都 ( 0 0 3 )
l 54  岡lllj、:'、''リj , f 1]木記子 . 」1?本 i11',1」.イ1リ i 1 1 -.? 「む一 ( m u u )」
とその仲間たち . エ テ ュ テ イ メ ン ト フ ・r ー ラ ム 2 0 0 0 (11111,J、)
( 0 0 3 )

l 5 5. 言 l 1 1. 勉 青 j 1 ,認,;1上と合成を応用した電子1ノi取 り . エ テ ュ テ
イ ノ 1 ン ト フ ォ ー ラム京都200 0 ( 1はi ;J、)(00.3 )

156 A k l r a  Ut1,u m l , Howa rd  Yang.  J u n  〇hya - Adap t lve  Huma n
T 1 a c k 1 ng w l th Mo t 1o n  S t a t e  E v t l u a t 1o n 、 Four th  I E E E
Internat1o n a l C o n f e1 ence  on  Au t oma t 1c Face  a n d  G e l t u 1e

Rcc、ognl tlo n 2 0 0 0 ( 0 0 3 )
157 ノ;、月 - l1111 11、: . 小 野 -1Ji 11ll., イ.1 1.1 '11 l1- エ フ リ テ イ ロ ポ ソ ト :11常
の-ノ、-有 に よ る ヒ ュ ーマ ン ロ ホ ソ ト イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 実
現 . 第 二f 1 1111 ロ ポ テ ィ ク ス シ ンポシア ( 0 0 3 )

158. l二11 - 俊 介 . 角 11 -之, l1ll,if 1,11_ _ 中イ、、1 ;1J '(11111良先端大) ,  Ji9野
l1'1' 2、-C条良先端大) ,:1-声対 前f-型パー ソナルカイ 1 、エー シ・,_
ン トシステム ,人 1 1 -知能学会第 4 7 l r ,I知 ,・1l,べー スイ11f究会
( 0 0 3 )

159 四1合 、,i1 -1:1:. , 内1目-多tJ' -、 l11L11 it (ATR人l1:Jイ11「 ), ;1i1 島繁生 , 赤
イi、茂(ATR人開イ1J「 ).大谷 l 'f. . 高 速 度 カ メ ラ を 用 い た f ,11面動
作の分イ斤.2000イ1' , f」'-11'1報通イr 1学会総合大会(0 0 . 3 )

160 1:宮知子,西小j it - , 宮 l l1 勉 . 11已野 、1,'」宏 c11、良先端i:l,学 i支
術大学修-,大) :  自,t連動にl'f11地する移動 ,f一の J確取特性,2000

年電子 ・1高報通信学会総合大会 j l l,.造 - 境界 ( 0 0 3 )
16 l  1i l革1,昭一国S(ATR映像イ1J1 /成 ff是-大),大谷 l字.高イ面f ,1f11111l11 . .illiにl
1ti已. 11f老原 一之 (v1ctor), ??表島集生(ATRlリ、像研/成f?き大):
Huma n  Body  Po・・tu 1 e s f r o m  T r1nocu I a r  C a m e l a I m a g e s ;
FG20004 t h l EEE  Internatlona lCon fe1ence on Automaat1c Face

and Ge、tule Recogn ltlo n ( 0 0 3 )
162 川1' 性1二国1.大谷1字- Rea1- t1m e  Detect1on o f  Noddmg and
Hedd 一、h a k 1ng  by  D1 rect ly  Detec t1n g  a n d  T r a c k ln g  t he
B e t w c e n -e y e s " , I E E E  Int  Con f  on  Au t oma t lc Face and
Ge、tu 1e Recogn1t1o n ( 0 0 3 )
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164.

三納功敬, 坂口電己, 大 谷淳 : 実写映像に基づ く枝振 り を

考慮した樹木のモデリング手法 ;電子情報通信学会総合大

会(00 . 3 )

上 村 哲 也 , 高 橋 和 彦 , 大 谷 淳 : ニ ュー ラ ル ネ ッ ト ヮー ク に

よる実時間人物姿1勢・推定法に関する一考察 ;  電子情報通信

学会総合大会情報システム ( 0 0 . 3 )

165. 中津良平 : vR と 追体験 、  感情移入 ;東大ワー ク シ ョ ッ プ 、
「 3 次元空間デ一夕の構築 ・ 応用の現状 と将来」 ( 講 演の
み) ( 0 0 . 3 )

ATR音声翻訳通信研究所

1. 中 村  驚: 音声認識のための精帶かっ頭強な音響モデル;  視

1t種l覚情報研究会(AvI RG ) 1 0月例会(99 . 1 0 )
2 .  山本誠一 : T o w a r d  Mult i -L ingua lSpeech  Communications-
Present and Future of  Speech Translation Technologies-; I T U
Telecom99(99.10)

3 . 横 尾 昭 1111': 「C-STAR音声翻1訳国際共同実験」 の実施報告,,
C-STAR音声翻;l 訳 国際共同実験を実施 ; A T R ジ ャ ー ナル

N o . 3 7 ( 9 9 . 1 I )

4 .  石川開 , 隅田英一郎 : 聞 き違いを自分で直すコン ピ ュー タ ;

A T R ジ ャ ーナルVo1 . 3 7 ( 9 9 . 1 1 )

5 .  柘相覚 ,深田俊明 . H a r a l d  Singer,Kuld ip K.Pal iwa1:Speaker

N or ma l ized  Spec t r a l Subband  Parameters f o r  Noise Robust

Speech Recogn i t i on ;The  J ou rna1o f  Acous t i ca lSoc i e ty  o f

Japan Vo1. 20  N o. 6 ( 9 9.11)

6.  HaraId S i n g e r : A n  〇verv iew  o f  Speech Recogn i t ion  w i t h

Applications f o1- Medica lPro fess iona l s ;  El本ME学会雑識1
Vo1. ] 3 N o . 1 1 ( 9 9 . 1 1 )

7 .  Iram S l u hzad(盤1橋技科大 ) ,大竹清敬 (選i 橋技科大 ) , 増山繁

(豊橋技科大) ,山本和英: I d e n t i f y i n g  English Equivalents o f

J apanese  Compo u n d  No u n s  Us ing  Non-a l i gned  Corpora;

MAL'99 (NLPRS'99Workshop ) (99 .11 )

8.  垣 智 ( 現 TIS ) , 山 田 節央 , 隅 田英一郎 : S c o r i n g  Mul t i p l e

Translations Using Chal acter N-g ram;NLPRS '99 (99.11)
9.  山本和英 .隅田英一郎 : M u l t i p l e  Decision-Tree Strategy for
Error-Tolerant E]lipsis Reso lu t ion ;NLPRS'99 (99 .1 l )

10. Yves  Lepage:〇pen Set Experiments with  Direct Analysis by

Ana1ogy;NLPRS'99(99.11)

1 l .  片岡明(:要,・i 橋 技科大 ) , 增 L 1 l 繁 ( 豊橋技科大 ) , 山本和英 :
Summar i z a t i on  by Chang ing Japanese No u n  Mod i f、i e rs  to

Express i on"A'no 'B" ;NLPRS'99 (99 .11 )

12. 大竹清敬(i i基i橋技科大),根津雅彦(盤橋技科大),増山繁(:出1:

橋技科大) ,山本和英:A u t o m a t e d  Acquisition o f  Case Frame

with Case 〇rder ;NLPRS'99(99.11)

13. 柏岡秀紀 ,金域由美子 : D e c i s i o n - T,e e  Based  Parsing in
Japanese;NLPRS'99(99.11)

14. 飯田 ?t美(国際医療福祉大) ,S r i n i v a s  Desirazu , 伊 賀 ]1111一郎
(度-応大)、Nick  Campbe11 ,安村通晃( 1要Jli、大) :感情表現が可

能な音声合成を用いた コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン エ イ ド の 試作 ;

電子情報通信学会福祉情報工学研究会 wIT99-14(99.11)
15. 岩本秀明 :発話間の単語共起を利用した音声言語処理に

ついて ;第3 5回けぃはんな自然言語研究会( 9 9 . 1 1 )

16. 山本1成一: 日常会話の自動翻訳が可能になる ? ; N e w t o n

2 0 0 1年 1月号 「未来 1 」 ( 9 9 . ] 1 )
17. Mike  S chuster:Better Generative Models f o r  Sequentia lData

Prob lems :B id i rec t iona lRecur rent  Mixture Density Networks;
NIPS'99(99.11)

18. Nick  Campbe11:Talking Machines for ln format ion Access ;電

子情報通信学会思考と言語研究会 vo1.99No.487(99.12)
19. 匂坂芳典:音声情報処理;  「岩波講座 マル チ メ デ ィ ア 情 報
学文字と音の情報処理」 岩波書店 vo 1 . 4N o . 3 ( 9 9 . 1 2 )

20.  高野優 : U n i f i e d  S t a t e/M ix tu r e  Topo1ogy Design via Mult i-
Pa t h  H M M  by M L  Greedy  Sta te  S p l i t ; A S R U ' 9 9 ( 1 9 9 9

InternationalWorkshop on Automatic Speech Recognition and

Understanding)(99.12)

21 .  S h uwu  Zhang ,山本国t史,Hara ld  Singer,Dekai  Wu ( HKU S T ) ,,

匂坂芳典 : T o  〇ptimize Language  M o d e l b y  Hierarchical

M o d e l i n g ; A S R U ' 9 9 ( 1 9 9 9 I n t e r n a t i o n a l W o r k s h o p  o n

Automatic Speech Recognition and Understanding)(99.12)

22.  Harald Singer,Rainer G r u h n , 内藤正樹 , 塚田元 , 西野敦士

中村篤 ,匂坂芳典 : S p e e c h  Translation An yw h e r e : C l i e n t-
Server Based ATR -MATRIX ; 音声言語シンポジウム vo1.99
No .526 ( 99 . 12 )

23.  山本誠一 : 音声翻訳研究プロジェ ク ト の現状 と課題 ; 電子

情報通信学会音声研究会 vo l . 9 9No . 5 2 6 ( 9 9 . 1 2 )
24.  谷垣宏一 . 山本博史 , 匂坂芳典 : 未登録語の ク ラ ス依存サ

ブ ワー ドモデルを用いた音声認識:  電子情報通信学会音声

研究会Vo1 . 9 9No . 5 26 ( 9 9 . 1 2 )

25.  Mike  Schuster:Memory -efficient LVCSR  Search Using a 〇ne-
pass Stack Decoder;Computer,Speech&Language(00.1)

26. 山 本 誠 一 : 音 声 細 訳 は ど こ ま で で き る よ う に な る か ; 岩 波

書店 「こ れ か ら ど う な る 2 1」 (00.1)
27. 相岡秀紀 : M T  S umm l t  V I I参加報告; ・l青報処理学会誌 「情
報処理」 (00.1)

28 .  塚田元 , H i y a n  A l s h a w i ( A T & T ) , S h o n a  Do u g l a s ( A T&T ) ,

Srinivas Banga1ore (AT&T) : へ ツ ド ト ラ ン ス デ ューサ を 用
いた続計的機械細訳とその評イla11 ;けぃはんな研究会(00 .1 )

29.  S h u w u  Z h a n g ,山本 l導史 ,匂坂芳典 : L i n k g r a m  Language
Mode l i n g ;電子情報通信学会音声研究会SP99No . 577 ( 00 . 1 )

30.  高野優 :逐次状態分割法による混合分布構造の自動生成 ;

電子情報通信学会音声研究会SP99No . 5 7 7 ( 0 0 . 1 )

31 .  岩本秀明 :次発話予測モデルによる音声認識候補の再順

序付け;情報処理学会自然言語処理研究会(0 0 . 1 )

3 2. 山本誠一 :音声翻訳と情報通信社会 ;通信工業 ( 0 0 . 2 )

33 .  柏岡秀紀 , 照.尾和享 (東洋情報システム ) :翻訳システム用
の辞書ツ ー ル;言語処理学会第6回年次大会(00 . 3 )

34. 児玉充 ( l豐橋技科大 ) ,片岡明 (豊橋技科大 ) ,増山繁 ( l9i橋技
科大 ) ,山本和英 :直接引用表現を利用した要約知識の自動

35
抽出の試み:  言語処理学会第6回年次大会(00 . 3 )

山田節夫 , 隅田英一郎 , 相岡秀紀 : 話者の役割を利用 した

音声森要1訳;言語処理学会第6[国年次大会(00.3)

36.  Yves Lepage, 白并論 :言語学的類推による生成文における

非文法性の分析;言語処理学会第6回年次大会(00 . 3 )

37 .  松井知子,内藤正樹 ,H a r a l d  S i n g e r ,匂坂芳典:大規模な日
本語普声デ一夕に よ る 音 響 モデル の分析 1 日 本 音響学会

3 8.

2000年春季研究発表会(00 . 3 )

Harald Singer ,Ra iner  G r u h n . 塚田元 ,内藤正樹 ,西野数士 ,

中村篤,匂坂芳典:C e 1 1 u l a r-Phone Based Speech Translation
System ATR -MATR IX ;日本音響学会200 0年春季研究発表
会(00.3)

39.  山本博史 ,谷垣宏一 ,匂坂芳典 :対話における相手話者の

前発語に対する中間言語表現を利用した言語モデル;  日本

音響学会2000年春季研究発表会(00 . 3 )

40 .  山本博史,Ha r a l d  S i n g e r :母音および無音のHMMを用いた

音声始端検出法 ;  日本音響学会 2 0 0 0年春季研究発表会

(00.3)

41 .  Shuwu  Z h a n g ,山本博史, 匂坂芳典 : T o  Exp1oit Long History

Unit Dependencies by Linkgram Language Mode l i n g ;日本音
響学会2000年春季研究発表会(00 . 3 )

42 .  谷垣宏一 , 山 本博史 , 匂 坂芳典 : 語 彙 ク ラ ス に 依存 し た未

登録語モデルに基づく続計的モデル ;  日本音響学会2 0 0 0

年春季研究発表会(00 . 3 )

43 . Ru i q i a n g  Z h a n g , A n d r e w  F i n c h . E z r a  B l a c k , 匂坂芳典 :

Applying ContextualSyntactic and Semantic Tags to Max imum

Entropy Based Language Mode l i n g ;日本音響学会2000年春
季研究発表会(00 . 3 )
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44 1 1谷史昭 , ・1'J l等1 j、f幸,イ黄尾11iりi. 山 本 -1,? - ATR -MATR IX
と 人間 との音声 1l 11 11,能力比較実 l;まt, l1木高- -11'1' r 会2 0 0 0年
f ト フ手イ1l l f究発表会(00.3)

45 丸本微 (奈良先端大 ) , N 1ck  Campbe11 成形i表'続nj 青11'合1,?
方式における発話 i f・式の制1flJ, :l本- , 1' ,,学会2 0 0 0 '1l:イ1・季
イ1Jf究発表会 ( 0 0 3 )

4 6  脇田由実(イ公下電器), '・1J」?反 yJ ln1 単語間の依存関係を用い
た 単 r li ク ラ ス 決 定、1;i、. l l木 1,-111l1'字会20 0 0イl ?f 1' f'11J「究発表
会(0 0 . 3 )
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47 大1ノ1 l ,'1敬(.1111_イ面i文1f- 1,大).イii l 'l1 f1l:彦( .1111イfi技1「:1大), ;ilr I I1 禁(1・:
イf1.1文1f -1,-大).I1l本和英1,f1順を考1,t1 し た格フ レー ムの提案と
装イ '1手法;電子情 1 li通信学会,l11l文,1 し-、 J 8 3 D- I I  N o 3 ( 0 0 3 )

48  Ql a n g  H u o . C hm-Hu1 L e c ( B e 1 l L a b s ) A  Bayes lan Pled lctlve
Cla1,i.f lc lt lon Approach to Robu、?t Speech Recogrut1o n ; l E E E
Tran、s on Spcech and Aud1o Processmg V o I 8 N o 2 ( 0 0 3 )

ATR音声言語通信研究所

1ll j 谷則好 ,谷田者 f部 ( A T R-I ), 田 中 英M1 (NHK)  単 ,111ラティ
ス J1;式の音11ii '11:1;i11し結果を?、j 象 と し た 発 1111一意図の認 n1?. l.i 111
処理学会第6回年次大会( 0 0 3 )

ATR人間情報通信研究所

1 . D . H .W h a l e n ( H a s k i n s  Labs ) , Bryan G i c k ( H ask ins  L.a b s ) ,,
Masanobu Kumada(Hask ins  Labs/Yale Univ./NationalDefense

M e d i .  Co l I e g e ) ,  K i y o s h i  H o n d a  ( A T R 人 間 研 / U n i v .

Wisconsin):Cricothyroid Activity in High and L ow  Vowels :

Exp1oring the Automat ic i ty  o f  lntr ins ic  F0.;  J . P h o n e t i c s,,
Vo1.27No.2 (99.4 )

2. S u n g -B a e  C h o ( Y o n s e i  U n i v ./ A T R 人間研 ) 、 Ka t s u n o r i
S h i m o h a r a : G r a mm a t i c a l D e v e l o p m e n t  o f  Evo l u t i ona r y
Mo d u l a r  Neu r a I  N e t w o r k s . : L e c t u r e  Note s  i n  Art i f i c i a1

Inte11igence1585.Simulated Evolution and Leamingg(99.6)

3.  加藤降 (関西大 / A T R人間研 ) , 石川元子 (関西大 ) , 赤松茂 :

認知と感情の関わり 一表情の単純是示効果より 一 ; 電 子 情

報通信学会技術報告HCS9 9 - 13(99 .6 )
4 .  Philip M, Grove(York Un iv . /ATR人間研)、 Hiroshi 〇no(York
Un i v . /ATR人間研) ,H i r o h i k o  Kaneko:Perce ived  Slant  and

Shape  o f  Partia1ly 〇cc luded  Su r f a ce s . ;  日本視覚学会誌
v lsIoN 、  1999年 1i11_季大会抄録、 Vo1 . l l N o . 3 ( 9 9 . 7 )

5 .  平 l l1,順 ( N TT ) ,春野 f能彦 : SVMを用いたテキスト自動分類;
1 9 9 9年情報論的学習理論ワ ー クシ ョ ップ予稿集 ( i B I S ' 9 9 )

(99.8)

6. And rew  C a l d e r ( M RC ), M i c h a e l L,yons , Ing r id  Christof fe ls

(MRC )、 Shigeru Akamatsu:Recognition o f  〇rienlation-Filtered
FacialExpressions.;Perception,Vol.28,Supplement,Abstracts

o f  European Con f .on  Visua lPercept ion (ECVP'99) (99.8 )

7 .  Ch i y o m i  M i y a j i m a ( N a g o y a  I n s t . T e c h . / A T R人「1111研 ) ,,
Hideyuk i  Wat a n a b e ,Ke i i c h i  Tokud a (Na go y a  I n s t . T e c h . ) ,,

Tadashi Kitamura(Nagoya Inst .Tech. ) ,Sh igeru Katagiri(ATR

人間 1llfl/NTT):Speaker Recognition Based on Discriminative
Feature Extraction -〇ptimization o f  Me lCeps t r um  Features.:
Tech .Repo . lE ICE,SP99-62 (99 .8 )

8. Hugo DE  Gar i s .Norber lo  Eij i  Nawa ,And r ze j  Bu11er(Tech .
U n i v .  G d a n s k ) ,  Mich a e1  Ko r k i n  ( G e n o b y t e ) ,  Fe l i x

Ger s ( IDS IA ) ,M i ch ae lHough ( S t an f o r d  Univ . ) :Evo l u t i on  o f
Ne u r a l N e t w o r k  Mod u l e s : ATR ' s  Ar t i f i c i a lB r a i n  Project.;

Da v i d  S . T o u r e tzky , M i c h a e l C . M ozer a n d  M i c h a e l E.
Hasse lmo (eds . ) ,Advances  in Neura l In format ion Processing

Sys t ems8 ,MIT  Press(99.9)

9. H id e a k i  S u z u k i , Y o h  I w a s a ( K y u s h u  Un i v . ) : C r o s s o v e r
Acce le ra tes  Evo l u t i o n  i n  G A s  w i t h  a B a b e l - l i k e  Fi tness
Landscape:MalhematicalAnalyses.;Evolutionary Computation

Vo l . 7No . 3 ( 9 9.9 )

10. Keiichi Ta j ima ,Bushra  A . Z a w a y d e h ( L e m o u t & H a u s-pie),,
Ma f u y u  Kitaha ra ( I n d i a n a  Un i v . ) , R o b e r t  F. Po r t ( I n d i a n a

Univ.) :Cross-Linguistic Comparison of Speech Rhythm Using
a Speech Cycling Ta s k . ; P1-oc. 13th GeneralMeeting Phonetic
Soc. Jpn . (99 .9 )

11 . Andrzej Bu11er (Tech.Un iv . Gdansk/ATR人間研),Katsunor i

S h im o h a r a :D e c i s i o n  Mak ing  as a Deba te  i n  a Society o f

Memes  in a Neura lWork ing Memory . : P r o c . 2 n d  I n t .Co n f . o n

Human and Computer(HC-99) (99.9)
12. Tsu tomu  〇ohash i .Tadao  Ma e k a w a ( A T R映像イ111f ) , 〇 s a m u
Ueno (G i f u  Un i v . ) , Em i  N i s h i n a ( ATR人間研/NIME ) , N o r i e

Kawa i ( ATR人間研/FA I S ) : R ecluirements f o r l mmo r l a l AL i f e

to Exterminate Mo r t a l AL i f e  in 〇ne Fin i te ,Heterogeneous

E c o s y s t em . ; P r o c . 5 t h  European C o n f . o n  A r t i f i c i a l L i f e

(ECAL'99) (99 .9 )

13. Toshio I r i no ,Roy  D.Pa t t e r son (Un i v .Cambr i dge ) : S t ab i l i z ed

Wa v e l e t  Me1 l i n  T r a n s l o r m : A n  Aud i t o r y  Stra tegy  f o r

N or malizing Sound -Source S i z c . ;P roc . 6 t h  European Con f . o n
Speech Communication and Technology(Eu1-ospeech'99)Vo1.4
(99.9)

14. Ch i y o m i  M i y a j i m a ( N a g o y a  I n s t. T e c h . / A T R人間研 ) ,,

Hideyuki Watanabe,Tadash i  Ki tamura (Nagoya  I ns t .Tech . ) ,,

Shigeru Ka t a g i r i ( NTT/ATR人間11J1) : S p e a k e r  Recognit ion
Based on Discriminative Feature Extraction - 〇ptimization of
Me l -CepslralFeatures Using Second-〇rder A1l -Pass Warping
Function.;Proc.6th European Con f . o n  Speech Communication

and Techno1ogy(Eurospeech'99)Vo1.2(99.9)

15. Andrze j  B u 1 1 e r ( A T R人間研/U n i v . Gd a n s k ) , K a ls u n o r i

Sh imohara (ATR人間研/NTT) :Dec i s i on  Making as a Debate

in The Society of  Memes in a Ne u r a lWorking Memory . ; T h e
J o um a l o f  Three Dimens iona l Images ,3D Forum V o l . l 3 N o . 3

(99.9 )

16. 石1'1fl 東 雄 ( :11i橋技科大/ATR人l11j研),張 '11f(i11i橋技科大 ) , 大
塚作一 ( N T T ) , 金子 1地:1多一. 日 并 文 期 ( f11橋技科大):立体画像
の画件が車1,i準11限球連動に与える影響 : l11J 像 情 報 メ デ ィ ア 学
会論文認1Vo1.53No.9(99.9)

17. 字和イ中明, 金子 11t彦 , 金次保明(ATR人間研/NHK ) :視差 -
視角変化刺激観察時の重心動 報と 11; i:行き連動知覚 ;映像情
報 メ デ ィ ア 学会論文誌 vo1.53No.9(99.9 )

18. 佐藤淳 ( 名 古屋工業大 ) , 木 下 敬介 , ロ べ ル ト ・ チ ポ ラ ( ケ ン

ブ リ ッ ジ 大 ) : l1l1面上のェピポー ラ 幾 何 と 未 校 正 カ メ ラ に
よる視覚誘導;電子情報通信学会論文請t、D- I I  vo1.J82-D- I I
No .9 ( 99 . 9 )

19. 下原月美1意(NTT/ATR人間研) :生物型情報技術とバリアフ

リ ー な サ イ バ 一 社 会 ;  日本社会構報学会学会誌 v o 1 . l l
(99.9 )

20 .  吉川左記子C京都大/ATR人間研):Face Space M o d e l と平均
1111l;日本心理学会第6 3 [ l11大会発表論文集(99 . 9 )

21.  Mitsuo Kawato:Mult ip le  Paired Forward and Inverse Models

o f  Hierarch ica lSensory  Moto r  Coord ina t i on . :31s t  Annua1

GeneraI Meeting o f  The European Bra in and  Behaviour Society

F i n a lWo r k s h o p  o f  a Huma n  Frontier Sc ience  Program . "
(99 .10 )



22.  Koichiro Hajiri A Mo d e l o n  the Explanation Word Meanings

Us ing  Autonomous l y  Emerg i n g  Boundary  Computat ion. ;

Abst rac ts1999 IEEE I n t .Conf on Sy s t ems ,Man , a nd  Cyber-
ne t i c s ( SMC99 ) ( 99 .10 )

23 .  Keik i  Takadama,Katsunor i  Sh imohara ,Takao  Terano (Un iv .

T s u k u b a ) : A g e n t -Ba s e d  M o d e l t o w a r d  〇rgani - za t i ona l
Comput ing :From 〇rganizationalLearning to Genetics-Based
Ma c h i n e  Lea rn i ng . ; A b s t r a c t s  1 9 9 9 I E E E l n t . C o n f . o n

Systems,Man,and Cybemet ics (SMC99) (99 .10 )

24 .  Masah iko  Haruno ,Ken j i  D o y a ( E RAT〇 ) ,D a n i e lM .Wo l p e r t

( I n s t . N e u r o l o g y ) ,M i t s u o  K a w a t o ( A T R人間研/ERAT〇 ) :

Emergence  o f  Sequence- Spec i f i c  Neu r a l A c t i v i t i e s  w l t h
Hierarch ica lMuIt ip le  Paired Forward  and Inverse Mode ls . ;

Abstracts29th Annua lMee t i n g  o f  Society for Neuroscience

Vo1. 25No . 2 ( 9 9 . 1 0 )

25.  Kenji Yamamoto,Yasush i  Kobayash(Nat1. Inst.Physio1.Sci . ) ,,

Aya  Takemu r a (ETL ) ,Ken j i  Kawan o ( ETL ) ,M i t s u o  Kawato:

Simulat ion of  Acquisition and Adaptation of  〇cular Fo11owing

Responses Based on MST  Ce11Firing and Cerebellar Plasticity .;

Abstracts29th Annua lMee t i ng  o f  Society for Neuroscience
Vo1 .25No .1 ( 99 .10 )

26 .  Eri Nakano (ATR -I) ,Randy  Flanagan(Queen's Un iv . ) ,Hiroshi
Imam izu ( ERAT〇) ,R i e k o  〇su(ERAT〇),Toshinor i  Yoshioka

(ERAT〇),Mi t suo  Kawato (ERAT〇/ATR人間研):Adapta t ion

to Altered Kinematics and Dynamics in Reaching Movements

Based on Composition and Decomposition o f  Leamed Intema1

Mo d e l s . ; A b s t r a c t s 2 9 t h  A n n u a l M e e t i n g  o f  Soc ie ty  f o r
Neuroscience Vo1.25No.1(99.10)

27. N i c o l a s  S c h w e i g h o f e r ( E R AT〇 ) , K e n j i  D o y a ( E R A T〇 ) ,,

Mitsuo K a w a t o ( ATR人間研fERAT〇):Electr icalCoupl ing in
Inferior 〇1ive Neurons Increases Information Transmission and

Could  Improve Cerebe11ar Learning. ;Abs t r a c t s29 th  Annua1

Meeting Society for Neuroscience Vo1 . 2 5No . l ( 9 9 . 1 0 )

28 .  Hirosh i  f m am iz.u ( E R A T〇 ) , S a t o Iu M i y a u c h i ( C R L ) , T o m o e

Tama d a ( ERAT〇) , T o s h i n o r i  Y o s h i o k a ( E R A T〇 ) , M i t s u o

Kawato(ATR人間研/ERAT〇):Cerebe11ar Activity Related to

Acquisition o f  Interna lModels  o f  a NoveI Tool: lmpl icat ions

f rom a n  F M RI Study on Human Subjects Using a Computer

Mouse  for  the First T ime . ;Ab s t r a c t s 2 9 t h  Annua lMee t i n g

Society for Neuroscience Vo l . 25No .1 ( 99 . 10 )

29.  K azuyosh i  F u k u z a w a ( W a s e d a  Un i v . ) , H i r o s h i  I m a m i z u

(ERAT〇),Ch iyoko Naga i (Tokyo Women's MedicalCo11ege),,

Mako to  I w a t a ( T o k y o  Women ' s  Med i c a lCo11ege ) ,M i t s uo

K a w a t o  ( E R A T 〇 / A T R 人間研 ) :  Cerebe11ar Fu n c t i o n

lmpa ir ment in Too1-Use Learning;Di f ferent In terna lMode ls

for RotationalTransfomlation and Ve1ocity Contro1.;Abstracts

29th Annua lMee t i n g  Society for Neuroscience Vo1 .25No .1

(99.10)

30.  Tomoe  Tama d a ( ERAT〇) , S a t o r u  Miy au ch i (CRL ) ,H i r o s h i
I m am i z u ( ERAT〇) , T o s h i n o r i  Yo s h i o k a ( E RAT〇 ) ,M i t s u o

Kawato(ERAT〇/ATR人間研):Cerebe11ar Activation in Grip

Force Adjustments during Transporting an 〇bject Held in a

Precision Grip ,; A b s t r a c t s 2 9 t h  Annua lMee t i n g  Society f o r
Neuroscience Vo1.25No.2 (99 .10 )

31 .  R i e k o  〇s u ( E R A T〇/KD P ) , H i r o k o  K a t o ( N T T ) , M i t s u o

K a w a t o ( A T R人間研/E RAT〇 ) : I n c r e a s e d  A r m  S t i f f n e s s

I nduced  by Per formance Error Accelerates I n t e rna lMode1

Lea r n i n g . ; A b s t r a c t s 2 9 t h  A n n u a l M e e t i n g  Soc i e t y  f o r
Neuroscience Vo1.25No.2 ( 99 . 10 )

32.  Ke ik i  Takadama ,Takao  Te r ano (Un i v .T sukub a ) ,Ka t s uno r i

Sh imoha r a ,Ko i ch i  H o r i ( U n i v . T o k y o ) , S h i n i c h i  Nakasuka

(Un i v .Tokyo ) :Mak i n g  〇rganizat iona lLeaming  〇perational:

Implications f rom Learning Classifier Systems.;Computationa1

and Mathematical〇rganization Theory(99.10)
33.  Mitsuo Kawato:Cerebe11ar In t e rna lMode l s  for Robotics and

C o g n i t i o n . ; F i rs t A n n u a I  Com p u t a t i o n a l N e u r o s c i e n c e

Sympos ium. (99.10)

34.  J . R a n d a l i Flanagan (Queen's  Un i v . ) , E r i  N a k a n o ( ATR - I ) ,,

Hiroshi Imam izu ( E RAT〇 ) , R i e k o  〇su(ERAT〇),Tosh ino r i

Yosh i ok a (ERAT〇) ,M i t s uo  Kawa t o (ATR人間研/ERAT〇) :

Composition and Decomposition o f  Interna lMod e l s  in Motor

Lea rn i n g  unde r  A l t e r e d  K i n em a t i c  a n d  Dy n am i c
Environments.; J.Neuroscience Vol .19 (99 .10 )

35. Hiroshi Ando.Satosh i  Su zuk i (ATR人間研/NTT ) ,To s h i f um i

Fu j i t a (ATR人間研/Sony) :Unsuperv i sed  Visua lLearn ing  o f

Th r e e-D imen s i o n a 1〇b j e c t s  Us i n g  a Mo d u l a r  N e t w o r k
Architecture.;NeuralNetworks Vo l .12No .728 (99 .10 )

36. A l e s  U d e ( E R A T〇 ) , M a r c i a  R i l e y : P r e d i c t i o n  o f  Bo d y

Configurations and Appearance for  Mode1-Based Estimation o f
Art icu lated Human  M o t i o n s . : P r o c . 1 9 9 9 I E E E l n t . C o n f .

Sys tems ,Man,and  Cybernet ics(SMC99)(99.10)
37. Tsutomu 〇ohashi (ATR人間研/Chiba I n s t .Tech ) ,Em i Nishina

( N IME ) , Y o s h i t a k a  F u w am o t o ( Y o k k a i c h i  U n i v . ) , T a d a o

Mae k aw a ( ATR映像研) ,N o r i e  Kawa i (FAIS ) :Perspect i ve  o f
the KANSE I  Brain Function Resea r ch . ; P roc . 1999 IEEE  Int.

Con f .on  System,Man,and Cybemet ics (SMC99) (99.10)

38. Taku Yo s h i o k a (奈良先端大) , S h i n l s h i i (奈良先端大/ATR人

間研 ) :〇 n -Line  E M  Algo r i t hm  f o r  Acquir ing Eva l u -ation
Function of  Game 〇the11o through Reinforcement Leaming.;

P r o c . 1 9 9 9 I E E E l n t . C o n f . o n  S y s t em ,M a n , a n d  Cybemetics
( SMC99 ) ( 99 . 10 )

39.  Jun ich iro Yo s h i m o t o (奈良先端大) , S h i n  I s h i i (奈良先端大

/ATR人間研) ,M a s a -aki Sato:Appl icat ion of  Reinforcement
Learning to Balancing o f  Acrobot . ;P roc .1999 IEEE I n t .Con f .

on  Sys t em ,Man , and  Cybernet i c s (SMC99) (99 .10 )

40. Tadao Ma e k a w a ( A TR映像研) , R y o h e i  N a k a t s u ( A T R映像

研 ) , E m i  N i s h i n a (N IME ) , Y o s h i t a k a  Fuwamo to (Yokka i ch i

Un i v . ) , T s u t omu  〇oha sh i :A l p h a-EEG  Indicated K A N S E I
Evaluation on Visua l Image Granularity. ; P r o c . 1 9 9 9 I EEE  Int.

Con f . on  Systems,Man,and Cyberne t i c s (SMC99 ) (99 .10 )
4 1 .  Wa k o  Yo s h i d a (奈良先端大) , S h i n l s h i i (奈良先端大/ATR人間

研 ) , M a s a-aki  Sat0:Reconstruct ion 0 f  Chaotic Dynamics and
Robustness to Noise with 〇n-Line E M  Algor i thm.;Proc.1999
IEEE I n t . C o n f . o n  Sy s t ems ,Man , and  Cybemet i c s ( SMC99 )
(99.10)

4 2. Er i c  Vat i k i o t i s -Ba t e s o n .D a v i d  J .〇 s t r y ( M c G i 1 1 U n i v . ) :
Ana lys l s  and  Mode l i n g  o f  3 D  J a w  Mot i on  i n  Speech and

Mast icat ion . ;Proc.1999IEEE Sys tems ,Man ,and  Cybernetics
Conference(SMC99) (99.10)

43.  Thomas S . R a y, Joseph Hart:Evolution ofDif ferentiated Multi-

Threaded Dig i ta1〇rganisms. ;Proc.1999IEEE/RSJ I n t .Con f .

Inte11igent Robots and Systems(1R〇S f99 ) (99 .10 )

44 .  Mart in Tonko ,Ke i s u k e  Kinosh i t a :Towa rds  a 3 D  Scanning

System for Augmented VirtualReal i ty. ; P r o c . 1 999 IEEE/RS J

I n t .Con f . on Inte11igent Robots and Systems( IR〇S'99)Vo1.2

(99.10)

45 .  E m i  N i s h i n a ( A T R人間研/N I M E ) , Y o s h i t a k a  F uw am o t o

( Yokk a i c h i  Un i v . ) , N o r i e  K a w a i ( F A I S ) , T a d a o  Ma e k a w a

( A T R 映 像 研 ) , R e i k o  Y a g i  ( F A I S ) , M o t o h i r o  Ta n a k a

(M i t s u b i s h i  E l e c t r i c ) , T s u t om u  〇oha sh i : Phy s i o1og i c a1

Eva lua t ion  on  KAN S E I  React ion Caused by the Di f f e ren t
V i s u a l M e d i a . ; P r o c . 1 9 9 9 I n t . C o n f . o n  S y s t em s ,M a n , a n d

Cybernet ics (SMC99) (99 .10)

46.  Yoshitaka Fuwamoto (N IME/Yokka i ch i  Un i v . ) , Em i  Nish ina

( N IME/ATR人間研) ,No r i e  Kaw a i ( ATR人間研/FAIS/Univ.
Tsukuba ) ,Tadao  Ma e k a w a ( ATR映像研) ,M a s a k o  Morimoto

( J SPS ) ,T su t omu  〇ohash i (N IME/ATR人間研/Chiba  I n s t . o f

T e c h . ) : A n  EEG  Study  on  N o n -Aud i b l e  H i gh -Frequency
Sound s.: P r o c . I n t . Sympos i um  on  Neuroscience o f  Mu s i c
( I SNM'99 ) ( 99 . 10 )
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47 .  Manabu  Hond a (K y o t o  Univ./National in s t . o f  Physio1ogica1

S c i e n c e s ) , E m i  N i s h i n a ( NIME / A T R人間研 ) , Y o s h i h a r u

Yoneku r a (Kyo t o  Univ ./Fuku i  Med i c a l S c h o o l ) , Y o s h i t a k a

F um amo t o ( Y o k k a i c h i  U n i v . ) , N o r i e  K a w a i ( A T R 人間研

/ F A I S / U n i v . T s u k u b a ) , T a d a o  M a e k a w a ( A T R 映像研 ) ,,

Masako Mor imoto ( JSPS ) ,Sa tosh i  Nakamura (Fuku i  Medica1

Schoo1),Hidenao Fukuyama(Kyoto Univ . ) ,H i roshi Shibasaki

(Kyoto Un i v . ) ,T su tomu  〇ohash i (ATR人間研/NIME/Ch iba

I n s t . o f  T e c h . ) : A  Com bined PET and  EEG  Study on Non-

Aud ib l e  High-Frequency Sound s . : P r o c . 1n t . S ympo s i um  on
Neuroscience o f  Mus ic ( ISNM'99 ) (99 .10 )

48.  Em i  N i s h i n a (ATR人間研/FA IS ) ,No r i e  K a w a i ( A T R人間研

/FAIS/Univ .Tsukuba) ,Re iko Ya g i ( ATR人間研/FA IS/〇saka

Un i v . ) , T s u t o m u  〇oh a s h i ( A T R人間研/NIME/Ch iba  Inst .

T e c h . ) : A  P s y c h o 1 o g i c a l S t u d y  o n  N o n -A u d i b l e  H i g h -
Frequency Sounds . ;Proc . In t .Sympos ium on Neuroscience of
Mus ic ( I SNM'99 ) (99 .10 )

49. Masako Mo r im o t o ( J S P S ) , Em i  N i s h i n a (ATR人間研/N IME ) ,,

Yoshitaka Fuwamoto (Yokka ich i  Univ .) , R e i k o  Y a g i ( A T R人
間研/FA I S /〇s a k a  U n i v . ) , N o r i e  K a w a i ( A T R 人 間 研

/ F A I S / U n i v . T s u k u b a ) , T s u t o m u  〇 o h a s h i ( A T R 人間 1l11 l
/NIME/Chiba lns t .o f  Tech.):Fluctuation Structure o f  Musica1

Sounds in Micro-Tempora lDoma in . :Proc . In t .Sympos ium on
Neuroscience of  Mus i c ( I SNM'99 ) ( 99 . l 0 )

50. Dan i e l E .Ca1 l a n .Ak i k o  C. Ca11an,Shinobu Masak i ,K iyosh i

Honda :Sca lp  Recorded Electr ica lBrain Activity Underlying

LexicalProcessing. ;Tech .Repo . IE ICE  TL99- 16(99 .10 )
51 . Keiichi Ta j ima ,Donna  E r i c k s o n (N IME ) , R e i k o  A . Y am a d a :

Perception of  Sy11ables in English Words by Japanese Leamers:
Effects of  Syl lable Shape and Tr a i n i n g . ; T e ch .Repo . I E ICE
TL99-22(99.10)

52 .  Robert J . S n ow d e n ( ATR人間研/Ca r d i f f  Un iv . ) ,F r an s  A .  J .

Verstraten(ATR人間研/Univ.Utrecht ) :Mot ion Transparency:

Mak i n g  Mode l s  o f  Mot ion  Perception Transparent . ;Trends  i n

Cognitive Sciences Vol .3No.10 (99 .10 )

53 .  向田茂 ( 関西大 ) , 加藤隆 ( 関西大 / A T R 人間研 ) , 西本素昌

( 関西大 ) ,松本浩:::.( 関西大 ) , 赤松茂 :顔の類似性を探る 一
合成顔を用いたパー ツ/布置i情報の操作一, ヒ ュ ーマ ン イ

ン夕一フェー スシンポジウム ' 9 9論文集 ( 9 9 . 1 0 )

54 .  樋口直史 , 中口率雄, 真栄域哲也 : ス ケー ルを用いた新11ll11

法に関する考察 ;青楽情報科学3 2-3 (99 .10 )
55 .  中 口 孝 1111 , 相 口 直 史 , 真 栄 域 哲 也 : 自 動 表 情 付 シ ス テ ム
Mo r PHの表情付記述言語;音楽情報科学32- 4 ( 9 9 . l 0 )

56 .  中村哲 (奈良先端大 ) ,大川茂樹 (千薬工大 ) ,伊藤彰則 (山形

大 ) ,田本真詞 ( N T T ) , 水野秀之 ( N T T ) , 鵜木祐史 ,徳田恵一

( 名 古 屋 工 大 ) , 舖 木  時 彦 ( N T T ) , ・ 用 岡 信 夫 ( 日 立 ) :

Eurospeech99,IEEE MMSP99会講没報告:音声言語情報処理,,

Vo1.28No.4(99.10)

57. 山田寛(日本大/ATR人間研) :顔面表情の知覚にっい て ; 心
理学ワールドN o . 7 ( 9 9.10)

58 .  鈴木秀明 : 進 化 シ ミ ュ レー ション一倍数化によって複製効

率 を ァ ッ プ す る 1 次 元 ク リ ー チ ャ ー ; 生 物 物 理 , vo l .3 9 ,,
No.1/日本生物物理学会第37回年会講1f演予稿集(99. l0 )

59.  仁科繁明 ,岡田真人 ( E R A T〇 ) ,川人光-男 :奥行き知覚にお

け る 視 覚 的 充 填 の ダ イ ナ ミ ク ス ; 第 1 4 回 生 体 ・ 生理工学

シンポジウム (B PE S ' 9 9 )論文集( 9 9 . 1 0 )

60. 田端宏充 (奈良先端大/AT R人間研 ) ,山本1111司 , 川 人 光 男 :
片葉仮説に基づくサル v〇 R 適応シ ミ ュ レー シ ョ ン : 小11注'
皮質の計算モデルは v〇 R 適 応 モ デル を 再現 し う る か ? ;
電子情報通信学会技術研究報告Nc99-47(99.10)

61 .  山田玲子 :第二言語音の習得過程一知覚と生成の関係を

中心に一;電子情報通信学会技術報告TL9 9-23 (99 .10 )
62. 磯野1i券宣,赤松茂:任意表情の顔の3次元構造の生成一 3 D

及び画像サンプルにおける表情差分べク トルの利用一 一 ;

電子情報通信学会論文誌D- l I  vol .J82-D-I I ( 99 . 10 )
63. 小川徳子 (立命館大 ) ,尾田政臣 (立命館大/A T R人間研 ) ,赤

松茂 :個人の顔と平均の顔に対する表情認知 ;日本基礎心

理学会第18回大会要旨集( 9 9 . 1 0 )
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64. 11111田 11、(立命館大/ATR人間研):  〇uchi 11著視における刺激サ
イズの効果;日本基確心理学会第18回大会要旨集(99 . 1 0 )

65. 金子 111_ . 彦 : 立体視 メカニズムの究明 ; A T R  J o u r n a l N o_37
(99.11)

66. Hidek i  K a w a h a r a ( W a k a y a m  Un i v . /ATR人間研/CREST ) :

Applications o f  a High-Quality Sound Manipulation Algorithm
STRA fGHT for AnimalVoices. :  J .A cou s t . S o c .Am . ,Vo1 . 1 06 ,,

No . 4 ( 9 9.10)/Abstracts138th Meeting Acoust .Soc. Am ( 9 9 . 1 1 )

67.  R i e k o  K u b o , R e i k o  A . Y a m a d a , H i d e k i  K aw a h a r a : U s i n g

Resynthesize d  Speech in/r/-/1/Production and  Perception
Training.; J .Acous t .Soc .Am. .Vo1 .106 ,No.4 (99 . l 0 )/Abst rac t s

138th Meeting Acoust. Soc. A m. (99.11)
68. Reiko A .Y ama d a , E r i k  Mcdermott,Takahiro Adach i ,Tomoko

Takada:Ef fect of  Computer-Assisted Training on Production o f
Engl ish/r/and/1/by Japanese.; J. Acoust. So c .Am . ,Vo1 . 1 06 ,,

N o . 4 ( 9 9. 10 )/Abs t r ac t s138 th  Meet ing  A c o u s t . S o c . A m .

( 9 9 . 1 l )

69. Keiichi Ta j ima ,R i eko  Kubo :Vowe lEpe thes i s  in Productions

o f  Eng l ish Consonant Clusters by Japanese.; J. Acou s t . S o c .

Am. ,Vo1 . l 0 6 ,No . 4 ( 99 . 10 ) /Abs l r a c t s 138 th  Meeting Acoust.
S o c . Am . ( 9 9 . 1 l )

7 0. Hidek i  Kaw a h a r a (W a k a y am a  Un i v . /ATR人間研/CREST ) ,,

Pharham S. Zol faghari:Comparative Study o f  F0 Extractors for

High-Quality Speech Synthesis.; J . A c o u s t. S o c . Am . ,Vo1 . l 06 ,,
No . 4 ( 9 9 . 1 0 ) / A b s t r a c t s l 3 8 t h  Meet ing  A c o u s t . S o c . A m .

(99.11)

71 .  Tsuneo  Y a m a d a ( N I M E ) , D o n n a  E r i c k s o n ( N IME ) , K e i i c h i

Ta j ima :E f f e c t  o f  Sy1lable Structure on Sy11able Counting i n

Engl ish by Japanese.; J . A c o u s t . S o c . A m . , V o 1 . 1 0 6 , N o . 4

(99.10)/Abstracts138th Meeting Acoust. S o c . A m . (99.11)

72. A l a i n  D E  C h e v e l g n e ( C N R S / A T R人間研 ) : W a v e f o r m

Interactions and the Segregation o f  Concurrent Vowe l s . ;  J .
Acou s t . S o c .Am .Vo1 . 106No . 5 ( 9 9 . 1 l )

73 .  T o s h i o  I r i n o , M a s a s h i  U n o k i ( A T R 人 間 研 / J A IS T ) : A n

Analys is/Synthes is  Audi tory  Fi l te rbank  Based  o n  an  I f R

Implementation o f  the Gammachirp.; J . A c o u s t . S o c .  J p n , ( E ) ,,

Vol.20 No.6 (99 .11 )
74 .  Hiroshi Watanabe (ATR人間研/〇saka  Na t i o n a l R e s . I n s t . ) ,,

F ra n k  E . P o 1 1 i c k ( A T R人間研 / U n i v . G l a s g o w ) ,  J a n  J .

Koende r i nk (U t r ech t  Un i v . ) ,M i t s u o  Kaw a t o :U s i n g  Motor

Task s  to Quan t i t a t i ve ly  J u d g e 3 -D S u r f a c e  C u rvatures . ;
Perception&Psychophysics Vo1.6 l N o . 6 ( 9 9 . l l )

75.  Etienne Bu r d e t ( S i m o n  Fraser Un i v . /ERAT〇/ATR人間研),,

Rieko 〇su(ERAT〇) ,Dav i d  Frank l in (S imon Fraser Un i v . ) , T .

E .M i l n e r ( S i m o n  Fraser Univ . ) ,M i t s u o  Kawa to (ATR人「lmJf
/ERAT〇) :Measu r i n g  St i f fness dur ing A rm  Movements  i n

Var i ou s  Dynam i c  E n v i r o n m e n t s . : P r o c . 1 9 9 9 A SM E  I n t .

Mechan i ca lEng inee r i ng  Congress and Expos i t i on ,Dynamic

Systems and ControlDivision Vo1.67(99.1 l )

76 .  Sh i n l s h i i (奈良先端大/ATR人間研),H i ro t aka  Ni i t suma (奈良

先端大 ) : A  Non-Equilibrium Neura1〇ptimization Method for
Quadratic Assignment P r ob l em . : P r o c . 1 9 99 I n t . S ympo s i um

Nonl inear  Theory and  its App l i c a t i o n s (N〇LTA'99 )Vo1. 1

( 9 9 . 1 l )

77 .  Wako  Yo s h i d a (奈良先端大) , S h i n  I sh i iC11 -良先端大/ATR人
間研) , M a s a-aki  Sato :Approx imat ing  Discrete Mapping of
Chaotic DynamicalSystem Based on 〇n-Line E M  Algorithm.;
P r o c . 6 t h l n t . C o n f . o n  N e u ra l I n f o r m a t i o n  P roces s l ng

( lC〇NIP'99)Vo1.3(99.11 )

78.  Parham Zo l f a g h a r i ( ATR人間研/CREST ) ,H i d e k i  Kawahara

(Wakayama Univ. ) :Search for Auditorilly MeaningfulParts in

Speech Using STRA IGHT.; P r o c. 7th Meeting SpecialInterest

Group on A I  Cha11enge(99.11)

79 .  To s h i o  I r i n o , R o y  D . P a t t e r s o n ( U n i v . C a m b r i d g e ) : A n

Auditory Strategy f o1- Sepa1-ating Size and Shape Information of
Sound Sources.; Proc. 7th Meeting SpecialInterest Group on A l

Cha11enge(99.11)



80. Masashi Unok i (ATR人間研/JA I ST ) ,Ma s a t o  Akag i ( JA I ST ) :

VowelSegregat ion in Background Noise Using the Mode1o f

Segregating T w o  Acoustic Sources.; P r o c . 7 t h  Meeting Specia1

Interest Croup on A I  Cha11enges(99.11)

81.  Yasuh iro Wad a (N a g a o k a  Un i v . T e c h . ) , M i t s u o  K a w a t o : A

Compu t a t i o n a I  M o d e l f o r  A r m  Trajectory Forma t i on  by

〇ptimization o f  Via -Point Time.; P r o c . I E E E 6 t h  I n t .Con f . o n
NeuralInformation Process ing ( IC〇NIP'99 )Vo l .1 (99 .11 )

82. Shin I s h i i (奈良先端大/ATR人間研),  Junichi1-o Yosh imoto (奈
良先端大) ,W a k o  Yosh i d a (奈良先端大),Masa-ak i  Sato:〇n-
Line E M  Algorithm and its App l i ca t ions . :Proc . In t .Con f . on

NeuralInformation Processing(IC〇NIP'99)(99.11)

83. Toshio I r i no ,Roy  D.Pat te r son (Un iv .Cambr idge ) :S tab i l i s ed

Wav e l e t -M e l l i n  T r a n s f o r m :  A n  Aud i t o r y  S l r a l e g y  f o r
Segregating Size and Shape I n f or mation o f  Sound Sources.:

Proc.Workshop on Wavelets and their Application I11(99.11)

84.  Hidek i  Kaw a h a r a (Wa k a y am a  Un i v . /ATR人間研/CREST ) ,,

P a r h a m  Z o l f a g h a r i  ( A T R 人 間 研 / C R E S T ) ,  A l a i n  D E

C h e v e i g n e ( I R C A M / C N R S ) , R o y  D .  Patterson ( U n i v .

Cambridge):Fixed Points o f  Scale to Instantaneous Frequency

Mapp i n g  a n d  The i r  Use  i n  S o u n d  Mo d i f i c a t i o n . : P r o c .

Workshop on WaveIets and their Application I I I ( 9 9.11)

85.  Hideaki S uzuk i , T h oma s  S .Ray :Seve ra lCond i t i ons  to Cause

〇pen -Ended Evolution in Core-Memory -Type ALife Systems.;
Tech Repo . IPSJ  Vo1.99No.96(99.11)

86. Katsunori Shimohara,  J ian-Qin L iu (ATR人間研/Cent ra l Sou th
U n i v . T e c h . ) : V i s u a l P a t t e r n  Discove ry  I : V i s u a l A g e n l

Theories and Pattern Mining. ; T e c h . R e p o . I E I C E  HIP-99-61
(99.11)

87.  Hideko Uch i d a ( ATR人間研/SFSU ) , T h e o d o r a  Consolacion

( UC ,D a v i s ) , D a v i d  Ma t s umo t o ( SFSU ) , S h i g e r u  Akama l s u :

Cu l tu ra l I n f l uences  on Judgments  o f  Fac ia lExpress ions  o f

Emot ion . :Tech .Repo . IE ICE HIP99-34 ( 99 . 11 )
88 .  Christ ian Kroo s .Tak a ak i  Ku r a t a t e , E r i c  Vatik iot is-Baleson:

Losing Track?Video-Based Measurement  o f  Face Motion.;

Tech .Repo . IE ICE HIP99-36 ( 9 9 . 1 1 )
89. Ma r c i a  R i l e y , A l e s  Ud e ( ERAT〇) : S y n t h e s i s  o f  〇kinawan
Dan c e  Mo v e m e n t  f o r  a H um a n o i d  R o b o t  f r o m  H um a n

Examples.;Tech.Repo .1E ICE HIP99-43(99.11)

90. Jean-Christophe Terr i1 lon,Mahdad N . S h i r a z i ( K A RC , C R L ) ,,
Mohamed Sadek ,H ideo  Fukamach i ,Sh igeru  Akamatsu :Sk in-
Co1or Based Segmentation and Invariant Detection o f  Human

Faces  i n  S t i 1 1 S c e n e  I m a g es by Use  o f  Suppo r t  Vec t o r
Mach ines . ;Tech .Repo . IE fCE HfP99-47 ( 99 . 1 1 )

91.  Ka z u n o r i  〇k a d a ( U S C / A T R人間研 ) , C h r i s t o p h  v o n  d e r

Malsburg (USC/RUB) ,Sh igeru  A k am a t s u :線形PCMAPモデ
ル を 用 い た 姿 勢 拘 東 の な ぃ 頻 認 識 シ ス テ ム に っ い て :

Tech .Repo . IE ICE HIP99-48(99.11)

92.  Gi I l i an  R h o d e r s ( U n i v .W . A u s t r a l i a / A T R人間 1ll11 ) , S a k i k o
Yosh i k awa (ATR人間研/Kyoto  Un i v . ) , M i w a  Nish i tan i (Kyoto
U n i v . ) , K a t e  H a r w o o d ( U n i v . W . A u s t r a l i a ) , A l i s o n  Clark

(Un i v .W .Aus t r a l i a ) ,K i e r a n  L e e ( U n i v . W . AustraI ia/ATR人

間研 ) , S h i g eru A k a m a t s u : T h e  Attractive-ness o f  Average

Fa c i a lCon f i g u r a t i o n s :C r o s s -C u l t u r a l E v i d e n -ce and  the
Bio1ogy o f  Beauty. ;Tech.Repo .1E ICE HIP99-52 (99 .11 )

93.  J i a n -Q i n  L i u ( A T R 人 「書1研/Cen t r a l S o u t h  Un i v . T e c h . ) ,,
Katsunori Sh imoha ra :V i sua lPa t t e rn  Discovery I I : E m e1-gent
Mode l i n g  and  Algor i thm s . ; T e ch . R e p o . I E ICE  H IP99-62

(99.11)

94.  高玉 1 樹,寺野隆雄(筑渡大) ,下原月券態:組織学習エー ジェ
ン トの設計に関する考察 ;  シ ス テ ム情報部門シ ンポ ジ ウ ム

1999講演論文集(99.11 )

95.  高田智子 , 久保理恵子, L1 l 田 玲子, 13i13 木売, 山 田 値 夫 ( メ デ
イア教育開発セン夕一 ) : 6 0 歳代日本語話者による米語 R L

音の知覚学習;  関西心理学会第  1 1 1  回大会発表論文集

(99 .11 )

96. l111iJ 木売, 久 保 理恵子 , 高 田智子, 山田玲子 , 見布孝子 ( 奈良
育英中 - 高) :中高生を対象とした米語/r / , / l /音の知覚学習;
関西心理学会第111回大会発表論文集(99 . 1 1 )

97. 山田玲子, E r i k  Mcde rmo t t :第二言語音習得過程における知

覚と生成の関係 ;関西心理学会第 1 1 1 回大会発表論文集

(99.11)

98. 高玉 llf一樹 , 寺野隆雄 ( 筑波大 ) , 下原勝意 , 堀浩一 ( 東京大 ),
中須賀真一 (東京大 ) :組織学習に基づく分散分類子システ

ムを用いた創発的問題解決への接近;計測自動制御学会論
文集Vo .35No . 1 1 ( 9 9 . 1 1 )

99. 川人光男(ATR人間研/ERAT〇 ) :小 1lll111多重内部モデルに基
づ く コ ミ ュ ニ ケー シ ョン計算モデル ;言語の月1l1科 学 国 際
ワー クシ ョ ップ ( 9 9 . 1 1 )

100. 川人光男(ATR人間研/ERAT〇 ) :小111111内 部 モ デ ル と コ ミ ュ
ニケー ションの進化 ;国立通伝学研究所バイオロジカルシ

ンポジウム ( 9 9 . 1 1 )

l01 . ク リ ス ト フ ァ ー ・ G ・ ア ト キ ソ ン : サ イバー ヒ ューマ ン プ

ロジェク ト ; 第 1 2回 A T R研究発表会資料集 ( 9 9 . 1 1 )

l 02 .  川人光男(ATR人間研/ERAT〇) :小月111多重内部モデルと ヒ
ユーマ ノ イ ド ロ ボ ッ ト  ( D B ) ;第 4 2回自動制御連合議等f演
会前刷(99 . 1 1 )

103. 和久本雅彦 ( A T R人間研/昭和大 ) ,正木信夫 ,本多清志 :圧

力 感 知 フ イ ル ム を 用 い た 圧 力 感 応 型 パ ラ ト グ ラ フ イ ーに

よ る 舌一口整・接角要1圧の計測;第44回日本音声言語医学会

総会 - 学術識i i i会予稿集(99 . 1 1 )
l 0 4 .  本多清志 : X 線 マ イ ク ロ ビー ムによる子音調音時の舌位置

の分析 ;第 4 4回日本音声言語医学会総会 - 学術識f演会予
稿集(99 . 1 1 )

105 . 月 -生かず代 (昭和大 ) ,山下夕香里 (昭和大 ) ,和久本雅彦 ,今
并智子 (国際医療福祉大 ) , 石野由美子 (昭和大 ) , 鈴木規子

( 昭和大 ) ,道健一 (昭和大 ) :下 1類連動と舌連動の同期解析法
の試み一使常成人における構音動態の観察一; 第 4 4 回日本青

声言語医学会総会 ・学術議f11演会予稿集(99.11)

106. 尾田政臣 (立命館大 / A T R人間研 ) , 山口真実 (中央大 ) , 小川

徳子 (立命館大 ) , 赤松茂 : 顔写真をも とに した表情認知と

合成:電子情報通信学会技術報告HIP9 9-35 (99 . 11 )
l 07 .  加藤隆 (関西大/A T R人間研 ) ,佐値昌子 (関西大 ) ,宅間三起

(関西大) , イa并美砂 ( 関西大 ) , 向 田茂 ( 関西大 ) , 赤 松茂 : 微
妙な顔情報に対する人の感受性にっい て 一類似性判断と

印象形成の観点から 一 ;電子情報通信学会技術報告HIp99 -

51 (99 . 11 )

I08 . 山田寛 (日本大/ A T R人間研 ) :顔面表情認知研究と画像処

理技術、電子情報通信学会技術報告HIP99-5 3 ( 9 9.11)
109. 倉立 rl1]明,Han i  Yeh i a (UFMG) ,E r i c  Vatikiotis-Bateson:三次
元顔形状からの主成分の抽出とァニメ ー シ ョ ン 合 成 ; 電 子

情報通信学会技術報告 vo1.99No.451(99.11)
110. 向田茂(関西大/ SCC ) ,浦池みゆき (九州大/AT R人間研/日

本 学 術 振 興 会 ) , 赤 松 茂 : 顔 画 像 合 成 シ ス テ ム  ( F U ToN
system) におけ るマニ ュ アルサンプ リ ン グの評価 ; 電子情

報通信学会研究技術報告HIP99-49 (99 . 11 )
111. 和田安弘(長岡技科大) ,川人光男(ATR人間研/ERAT〇 ) :経

由点の運動時間情報最適化を考慮  した計算論的軌道生成

モデル :電子情報通信学会論文誌D- I I  vo1.J82-D-II No.11
(99.11)

112. 宮 本 Ji、之 ( E R A T〇 ) , 森 本 津 ( 奈 良 先 端 大 ) , 鋼 谷 賢 治
( E R A T〇 ) , 川人光男 :経由点表現を用いた強化学習 ;電子

l青報通信学会論文誌D-I I  Vol.J82-D- I I  No.11 (99 .11 )
113. 森本淳(奈良先端大/ATR人間研) ,鋼谷賢治(ERAT〇 ) :強化

学習を用いた高次元連続状態空間における系列連動学習一

起き上がり運動の獲得一 ;電子情報通信学会論文誌D - 1 I

Vol.J82-D- I I  No.11 (99 .11 )
114. 加藤宏明 ( A T R人間研/神戸大 ) ,津崎実 ,匂坂芳典 ( A T R音

11111研): 聴知覚特性を考慮した音観長制御規則の客観評価

モデル ;日本音響学会誌 vo l . 55No .1 (99 .11 )
115. 金子寛彦, P h i l i p  M .G r o v e ( ATR人間研/ヨ ー ク大) ,H i r o s h i

On o ( ヨ ー ク 大 ) : ホ ロ プ タ ー ( ゼ ロ 視差面 ) の形状 ; 日本光

学会年次学術話'11演会資料集( 9 9 . 1 1 )
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116. 金子前多: , 山 岸 典子 , 内 川 1rと'1 1 (東工大), 郷田直一 : 視 覚 的
注意による輝度検出感度変化における空間周波数選択性 :

日本光学会年次学術講演会資料集(9 9.11)

1 l 7 .  Mitsuo  Kaw a t o ( ATR人間研/ERAT〇) : I n t e r n a lMo d e l s  for

Motor Con t r o l a nd  Trajectory Planning .、 Current 〇pinion in

Neurobio1ogy Vo1.9No.6 (99 . 12 )

118. Mich a e1  J . L y o n s 、 J u l i e n  B u d y n e k . S h i g e r u  A k a m a t s u :

Au toma t i c  Class i f i c a t i on  o f  S i n g l e  Fa c i a 1 1m a g e s . ; I EEE

Transactions on  Pattern Analysis and Machine  Inte1ligence
Vo l .2 1N o . 1 2 ( 9 9.12)

1 l 9 .  Chao-Min W u ,  Jian-wu Dang,K i yosh i  Honda :A  Physio1ogica1

La r y n g e a lMode l f o r  The  Extrinsic Contro1o f  Fundamenta1

F r e q u e n c y ( F 0 ) . ; P r o c . 1999Sympos i um  R〇C Biomedica1

Engineering Soc . ( 9 9.12)
l 20 .  Ke ik i  Takadama, Masakazu Wa t a b e , K a lsunori Sh imohara .

Sh in ich i  Nak a s u k a (Un i v . o f  To k y o ) : H ow  to Design Good

Rules for Multiple Leaming Agents in Scheduling Problems?:

P r o c . 2 n d  P a c i f i c  R i m  In t . W o r k s h o p  o n  Mu l t i -Agen t s
( P R IMA ' 9 9 ) . L e c t u r e  Notes  in Ar t i f i c i a l I n t e1 l i g ence1733

( 9 9 . l 2 )

l 21 . Philip Grove, Hirohiko Kaneko,Hirosh i  〇no :The  Shape And

Distance o f  a Surface with Zero Binocular Disparity . ; P r oc . 6 t h

Int.Display Workshops ( lDW'99) (99 .12 )

122. Sh i n'ya Nish ida (NTT Basic Research Laboratories), Hiroshi
A s h i d a : A  Hiel archicalStructure of 、 Motion System Revealed

by Interocula1- Transfer o f  Flicker Motion Aftereffects. ; V i s i o n
Research Vo1.40 No . 3 ( 9 9. l 2 )

123. 加藤 降 (関西大/ATR人間研) : 11111の認-知研究における観デ
ー 夕べ一 ス の利用 ; 第 5 回 公開 シ ン ポ ジ ウ ム  「人文科学と
デー タベー ス」 資料集 ( 9 9. l 2 )

l 2 4 .  有・野雅彦 :機械学習の手法による自然言語処理 ;電子情報
通信学会技術研究報 t NCL99-47 (99 .12 )

125. 入 野 俊 夫 : ガ ン マーチ ャ ー プ 1随 l覚フイル夕バンクによる

定 常 111能-高- iflJ圧:  電子情報通信学会信学技術報1,11- DsP-99-
120 ( 99.12)

126. :二村直広(ATR人間1l1「/名占i11i 大 ) , 同 田 和 jl iL(ATR人間1l11:/
南 ヵ リ フ ォ ル ニ ア大 ) , 赤 松 茂 , 森 使策 ( 名 古11f、大 ) . 来 永康
仁(名占屋 一大 ) : IcAを用いた観画像の表現法および顧認識
シ ス テ ムへの応用にっいて :  電子情報通信学会信学技報.

PRMU99- 180(99 .12 )
l 27 .  1競田宏(立命館大/ATR人間研) :視覚心理物理学者として

モデル研究に望むこ と :  日本手中経回路学会識1, vo1 . 6 ,No . 4
(99.12)

I 28 .  Sayoko  Ta k a n o .M i n o r u  Tsuzak i , Hiroaki Kato:Perceptua1

S ensitivity to Tempora lD i s to r l i on  o f  Visua1 ,Aud i to ry  and

bimodalspeech.; J .A cou s t . S o c .  Japan (E )Vo1 .21No.1 (00 .1 )

129. Kenji Doya:Reinforcement Leaming in Continuous T ime  and

Space.:NeuralComputation Vo1.12(00.1)

130. Yasuo Naga yuk i (条良先端大) , S h i n  I s h i i ( 11111良先端大/ATR
人間研/C R E S T ) , M i n o r u  I t o ( 奈 良 先 端大 ) , Ka t s u no r i

Sh imoha r a (NTT/ATR人間研) ,Ken j i  Do y a ( ATR -I/CREST/
奈良先端大 ) : A  Mult i-Agent Reinforcement Leaming Method
with  The Estimation o f  The 〇ther Agent's Actions.: P r o c . T h e

5th ln t .Sympos ium on Art i f ic ia lL i fe  and Robot i c s (AR〇B5th

00 ) ( 0 0 . 1 )

131. Hideaki S u z u k i :進化システムが高い進化能力をもっために

必要な自已複製;u1:伝子型のi11小分布密度:Proc .The5 t h  Int.

Symposium on  Art i f i c i a lL i f e  And  Ro b o t i c s ( AR〇B5 t h ' 0 0 )
(00.1)

132. T a d a o  M a e k a w a  ( A T R 映 像 研 ) ,  〇samu  U e n o  ( G i f u

Un iv/FA IS ) , E m i  N i sh i n a (N IME/ATR人間研),No r i e  Kawa i

( FAIS/ATR人間研),Katsunor i  Shimohara.Tsutomu 〇ohashi:

Di f f u s i b I e  I m m o r t a l A L i f e  Rarely Exte rm ina te  D i f f u s i b l e

MortaI ALit'e in 〇ne Finite.Heterogeneous Ecosystem.;Proc.

The5 t h  Int .Sympos ium on Arti f ic ia lLi fe and Robot ics(AR〇B
5 t h ' 0 0 ) ( 0 0.1)
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l 33 .  Ta d a o  M a e k a w a  ( A T R 映 「象 研 ) ,  〇samu  Uen o  ( G i f u

Un iv ./FAIS ) ,Em i  N i s h i n a (N IME/ATR人間研) ,No r i e  Kawa i

(FAIS/ATR人間研),Katsunor i  Sh imohara ,Tsutomu 〇ohashi:

Evolutionary Advantage o f  Se l f -Decomposition Mechanism.;
Proc. The5 t h  I n t .Sympos ium on Art i f i c ia lL i fe  and Robotics

(AR〇B5th ' 00 ) ( 00 . 1 )

l 3 4 .  No r b e r t o  E i j i  N a w a ( A T R人間研 / K y o t o  U n i v . ) , K e i k i

Takadama,Katsunor i  Sh imoha r a (ATR人間研/Kyo to  Univ.),,

〇samu  K a t a i ( K y o t o  U n i v . ) :  〇n T h e  E f f i c i e n c y  o f  a

Decentralized Continuous Double Auction Market o f  Locally

A w are Agen t s-Br i dg i ng  The Gap Between  Economics and

Interactive Sel f -Re f l e c t i o n . ; P roc .The5 th In t .Sympos ium on
Arl i f ic ia lL i fe  and Robo t i c s (AR〇B5th '00 ) ( 00 .1 )

135. Tsutomu 〇ohash i .Tadao  M a e k a w a ( A T R映像研 ) ,〇 s a m u

Uen o (G i f u  Un i v . /FA IS ) ,Em i  N i s h i n a ( ATR人間研/NIME ) ,,

No r i e  K a w a i ( A T R人間研/FA I S ) , K a t s u n o r i  Sh imoh a r a :

Proposa1of A Gene r a l S imu l a t o r ' S IVA ' f o r  A Heterogeneous

Environment and Sel f -Decomposable AL i f e . ; P roc .The5 th  Int.
Symposium on Art i f i c i a lL i f e  and Ro b o t i c s ( AR〇B5 t h ' 0 0 )
(00.1)

136. Hiroki Tamakosh i (案良先端大) , S h i n  Ish i i (奈良先端大/ATR

人lli1研):Multi -Agent  Reinforcement Learning Applied to A
Chase Prob lem in A Con l i nuous  Wo r l d . ; P r o c . T h e 5 t h  Int.

Symposium on Art i f i c i a lL i f e  and Ro b o t i c s ( AR〇B5 t h ' 0 0 )
(00.1)

l 3 7 .  S h i n ya  〇h t a n i ( K y o to U n i v . / A T R人間研 / A T R映像研 ) ,,

Masah iro I s h i d o (Kobe  Univ . ) ,Ka t sunor i  Sh imoha ra (Kyo to

Un i v . /ATR人間研):Mu l t i-Agent Based Neura lNe twork  as A
Dynam i c a lB r a i n  Mo d e l . ; P r o c . T h e 5 t h  I n t . S ympo s i um  on

Art i f ic ia lLi fe and Robo t l c s (AR〇B5th ' 00 )Vo l . 1 ( 00 . 1 )

138. Andrzej Bu l l e r (ATR人間研/Tech .Un i v .Gdan sk ) ,Ka t s uno r i

Shimohara(ATR人1'11研/NTT):Does Th e  Butterf ly Ef fect

Take Place in Human Working Memo r y ? ; P r o c . T h e 5 t h  Int.

Sympos ium on Ar t i f i c i a l L i f e  and  R o b o l i c s ( A R〇B 5 t h ' 0 0 )

Vo1. l (00 .1 )

139. Pete r Eggenberge r :  A x o n a l  G r o w t h  i n  Evo l u t i o n a r y

Neurogenesis.: P r o c . The5 th l n t . S ympos i um  on Arti f ic ia lLi fe
and Robo t i c s (AR〇B5th '00 )Vo l . 1 ( 00 . 1 )

l 4 0 .  Youn g -Guan g  Z h a n g ( A T R 人間研 / A c a d e m i a  S i n i c a ) ,,

Masanori Sugisaka(〇ita Un i v . ) :A  Rev iew to The Intemationa1

Symposium on Artifici tlL i「e  and Robo t i c s (AR〇B) ;P roc .The

5 t h l n t. Symposium on Art i f ic ia lL i fe  and Robo t i c s (AR〇B5th
00 )Vo l . 1 ( 0 0 . 1 )

141. Ke i k i  Ta k a d am a, Katsunor i  S h im oha r a : I n t e r a c t i v e  S e l f -
Re f l ec t i on  Mo d e 1 : A i m  a n d  〇v e r v i e w ; P r o c . T h e 5 t h  I n t .

Symposium on Ar t i f i c i a lL i f e  and R o b o t i c s ( A R〇B5 t h ' 0 0 )
Vol .2 (00 .1 )

142. Nor i h i s a  〇kad a ( K y o t o  U n i v ./ A T R人間研/A T R映像研 ) ,,

Ka t suno r i  S h i m o h a r a ( K y o t o U n i v . / A T R人間研 ) , K e i k i

Takadama, Michio 〇kada(Kyoto Un iv ./ATR映像研),〇samu

Ka t a i (K yo t o  Univ . ) : In te rac t i ve Sel f-Ref lect ion Mo d e l f o r
Commun i ca t i on s . ;P roc .The5 th l n t . Sympos i um  on  Artificial

Li fe and Robot i c s (AR〇B5th '00 )Vo1 .2 (00 .1 )

l 4 3 .  Hiroyasu Inoue(Kyoto Un iv ./ATR人間研/ATR映像研),Ke ik i

Takadama,Katsunor i  Sh imohara (Kyoto  Un i v . /ATR人間研) ,

M i c h i o  〇ka d a ( K y o t o  U n i v . / A T R映像研 ) ,〇 s a m u  Ka t a i

(Kyoto Un i v . ) :Ag en t  Architecture Based on Self-Reflection

Leaming Classifier Sys tem. ;P1-o c . T h e 5 t h  Int .Sympos ium on
Art i f ic ia lL i fe  and Robot i c s (AR〇B5th '00 )Vo1 .2 (00 .1 )

l 4 4. Keiki Takadama,Koich iro Haj ir i (Sony),Katsunor i  Shimohara:

In teract ive  S e l f -Re f l e c t i o n  Arch i t e c tu r e  Us i n g  Ce11ular
Automata.; P r o c .Th e 5 t h  Int .Sympos ium on Art i f ic ia lLi fe and

Robot i c s (AR〇B5th '00 )Vo1 .2 (00 .1 )

l 4 5 .  Katsunori Sh i moh a r a (ATR人間研/NTT ). Jian-Qin L i u : D NA
Computing - A Nove lPa rad i ngm o f  Ar t i f i c i a lL i f e  in vitro.;
Proc. The5 t h  I n t . S ymposium on Artifi c i a l L i f e  and Robotics
( A R〇B5 th '00 )Vo1 .2 ( 00 . 1 )



146. J i a n -Qin L i u .K a t s u n o r i  S h i m o h a r a : D N A  Compu t i ng  by
Genomic Dynamics I I : -A Simulat ion Wetware Prototype o f
Dynam i c a lDNA Computat ion. ;Proc.The5th Int .Sympos ium
on Arti f ic ia lLi fe and Robot i cs (AR〇B5th '00 )Vo1 .2 (00 .1 )

147. J i a n -Qin L i u .K a t s u n o r i  S h i m o h a r a : D N A  Comput i ng  by
Genomic Dynamics I : -Evolutionary Model ing o f  Emergence
and Context-Sensible Grammar Representat ion.;Proc.The5th
Int .Sympos ium on Arti f ic ia lLi f、e and Robot i c s (AR〇B5th '00 )
Vo1.781-784 (00 .1 )

148. Thomas  S . R a y , C h e nm e i  Xu :Me a s u r e s  o f  Evolvabi l i ty in

T i e r r a . ; P r o c .Th e 5 t h  I n t . Sympos i um  on Art i f i c i a lL i f e  and

Robot i cs (AR〇B5th '00)Vo1.1(00.1)

149. Tetsuya Maesh i ro ,Takayuk i  Mor imo t o (Kan a g awa  Un i v . ) ,,
Y uzuru Fujiwara:Interactive Sel f -Reflection Mechanism Based
o n  Homo g e n ize d  B ip a r t i t e  M o d e 1 . ; P r o c . T h e 5 t h l n t .

S ympo s i um  o n  A r t i f i c i a l L i f e  a n d  R o b o t i c s ( A R〇B 5 t h
00)Vo1.2(00.1)

150. Andrzej Bu11 e r (ATR人間研/Tech .Un i v .Gd a n s k ) , T oma s z

Ch o d a k o w s k i  ( G d a n s k  U n i v . ) ,  Ka t suno r i  S h i m o h a r a

(NTT/ATR人間研),H i t o sh i Hemm i ( NTT ) :C oD i  Technique:
Ce11ular Automata  as Ne u r a l N e t w o r k s . ; P r o c . T h e 5 t h  Int.

Sympos ium on Art i f i c i a lL i f e  and R o b o t i c s ( A R〇B5 t h ' 0 0 )
Vo l . 1 (00 .1 )

151. Radha P .Koh l y (ATR人間研/Yo r k  Un iv . ) ,Dav i d  Regan (York

U n i v . ) : L o n g  Distance Interact ions in The  Human  Visua1

Sys t em . ;The  Vision Society o f  J apan ,V IS I〇N Vo1 .12No .1

(00.1)

152. Phi l ip M.Grove .H i r o s h i  Ash ida ,H i roh i ko  Kaneko, Hiroshi
〇no: In te rocu la r  Transfer o f  The  Mot ion  Aftere f fect  as A

Measure o f  The Effective Binocular Fie ld. :The Vision Society

o f J apan ,V IS I〇N Vo1.12No.1 (00 .1 )

153. 高野佐代子 , 津崎実 , 加藤宏明 ( A T R-I ) :発話の時間構造知
覚における視1随1覚の情報統合とそのモデル化;音声文法研

究 会 (o0.1 )
154. オ ー ノ ヒロシ ( Y o r k  Un i v . / ATR人間研) :視方向法則には、

若干の “ Y 2 Kグレー ド ア ッ プ ”  が必要だ;電子情報通信学

会 ヒ ュ ーマン情報処理研究会信学技報 v o 1 . 9 9 N o . 5 8 2
( 0 0 . l )

155. 当摩昭子(奈良先端大/ATR人間研) ,下原勝:1'産11 :三次元コン
ピュー タ グ ラ フ イ ク ス に よ る 能 面 の 製 作 に っい て ; 電 子情
報通信学会信学技報HIP99-64 ( 00 . 1 )

156. 吉寄志保(九州大) ,描1池みゆき(九州大/ATR人間研/日本学

術振興会 ) , 補田裕司 (九州大 ) , 赤松茂 :視線が表情認知に

与える影響;電子情報通信学会信学技報HIP 9 9-67 (00 .1 )
157. 吉田和子(奈良先端大) ,石井信(奈良先端大) ,佐藤l f l l昭 :オ
ン ラ イ ン E M ア ル ゴ リ ズ ム に よ る カ オ ス 力 学 系 の 学 習 と

耐ノイズ性 ;電子情報通信学会信学技報  J83-A No .1 ( 00 . 1 )
158. 伝優子 ( A T R人間研 /京都大 ) , 正木信夫 :単語アクセン ト型

の発話11書時への影響; 電子情報通信学会信学技報 SP99-131

(00.1)

l 5 9 .  山田恒夫 ( メ デ ィ ア 教育開発セ ン夕一 ) , 足 立 111111ii, 山 田 玲
子 : 英 語 マルチ メ デ ィ ア 教材に付加す る イ ン タ ー ネ ッ ト 学

習者支援機能の研究開発一学習者支援ホー ム ペー ジ と 電

子 メ ールの利用分析一,日本教育工学研究会報告集( 0 0 . 1 )

160. Hiroshi Ashida(Ritsumeikan Un i v . /ATR人間研) :中心視野外

での二次連動知覚 ;  日本視覚学会 2 0 0 0 年 冬季研究会 ,

VISI〇N Vo1.12No.1 (00 .1 )

161. 福永克己 (奈良先端大 ) ,金子寛彦 :両眼視差情報と速近法

情報の統合における順応の効果 ;  日本視覚学会2 0 0 0年冬

季大会,V I S I〇N  Vo1.12No.1 ( 00 . 1 )

162. No r i k o  Yama g i s h i , S t e p h e n  J . A n d e r s o n ( U n i v . L o n d o n ) ,

Hiroshi Ash ida (ATR人間研/Ri t sume ikan  Un i v . ) :Movemen t-
Related Pos i t iona lB ias :Act ion  is Di fferent f rom Perception.;

日本視覚学会2000年冬季大会, v ision vo l . 12No .1 ( 00 . 1 )
163. 郷田直一 (A T R人間研/京都大 ) :色彩分布情報処理機構の

解析;日本視覚学会2 0 0 0年冬季大会, v lS I〇N vo 1 . l 2 N o . 1
(00.1)

164. 小山 紗智子(岡崎国立共同研究機構) ,矢部博興(11i、前大学) ,,
山田玲子,軍司教子(岡崎国立共同研究機構) ,久保理惠子:

言語音処理の神経基盤 : 月,1i磁場  (MEG )  を指標 と し た研
究:月l21機能研究シンポジウム(00.I )

165. 山田寛(ATR人間研/E 1本大 ) :顔面表情の知覚一その心理
物理的説明モデルの提案 一 、  「月lfiの科学」 誌 第 2 2 巻 2 号
(00.2)

166. Ro y  D . P a t t e r s o n ( U n i v . C a m b r i d g e ) , T o s h i o  I r i n o : A
Neurob i o1og i ca lF ramework  fo r  Auditory Images  and Th e

Segregation o f  In format ion Abou t  Source Size and Shape.;

2 0 0 0  MidW i n t e r  Meet ing  o f  Assoc iat ion f o r  Research i n

〇tolaryngology(AR〇)(00.2 )
167. 山 田 玲 子 : 英 語 リ ス ニ ン グ ・ スピーキング科学的上達法 ;
A T R ジ ャ ーナル38号 ( 0 0 . 2 )

168. 山田玲子 : 第二言語音の習得一 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 科 学

の視点から一 ; L L 関西文部マネー ジ メ ン ト 部 会 お よ び マ

ル チ メ デ ィ ア ・ ア ン ド ・ イ ン 夕 一 ネ ッ ト 部 会 合 同 研 究 会

(00.2)

169. Hideaki Suzuk i ,Thomas S . R a y : 人工生命系においてデジ夕

ル夕ンパク質の進化能力を高めるためのいくっかの条件 ;

The3 rd  Int .Workshop on Frontiers in Evolutionary Algorithms

(FEA2000),Proceeding Vo1.1(00.2)

170. Stephen J . A n d e r s o n ( U n i v . L o n d o n ) , N o r i k o  Y am a h i s h i :

Spat i a l L o c a l i z a t i o n  o f  Co1our and  Lum inance  S t imu11 i n
Human PeripheralVision.;Vision Research Vol .40 No .7 ( 00 . 2 )

171. 井上寛康 (京都大/ A T R人間研 ) ,高玉ま樹 ,下原勝意 ( A T R

人間研/京都大): ユーザの内部常態の推測方法とそのエー
ジ ェ ン ト ァー キ テ ク チ ャ に 関 す る 考 察 ; 第 2 0 回 シ ス テ ム

工学部会研究会 「人工生命の新しぃ湖流」 資料(00 . 2 )
172. 大橋力 ( A T R人間研 /千業工業大 ) , 仁科エミ ( N I M E ) , 本田

学(岡出1等国立共同研究機構) ,不破本義孝(四日市大) ,河合

徳枝(国際科学振興財団) ,  八木 玲子(国際科学振興財団) ,  前

川督夫 ( A T R映像研 ) , 森本雅子 (日本学術振興会 ) : ハ イパ

ー ソ ニ ツ ク ェ フ ェ ク ト 一 可 聴 域 上 限 を こ え る 高 周 渡 の 生
理的心理的効果にっいて ;  電子情報通信学会技術研究報告

ハ イ デ ィ フ イ ニ シ ョ ン オーディオ研究会HDA 0 0-2 ( 0 0 . 2 )
173. 田端宏充(奈良先端大/ATR人間研) ,山本 11i1、司,川人光男 :
片葉仮説に基づくサル v〇 R 適応のシ ミ ュ レー シ ョ ン : 電
子情報通信学会論文識D - I I  Vol.J83-D-II No .2 ( 00 . 2 )

174. 本要庭尚良 (長岡技科大 ) ,大須理英子 ( E R A T〇 ) ,中野恵理

( ATR - l ) ,和田安弘(長岡技科大) ,川人光男(ERAT〇/ATR人
間 研 ) : 不 完 金 な 逆 ダ イ ナ ミ ッ ク ス モ デ ル に よ る 制 御 で の

手先 11丸道の特徴の説明 ;  電子情報通信学会論文識 i  D - I I
Vo1.J83-D-I I  No.2 (00 .2 )

175. 中野恵理 ( A T R-l ) , R a n d y  FIanagan(Queen's U n i v . ) , 今水寛
(ERAT〇), 大須理英子 ( E R A T 0 ) , 吉岡利福 ( E R A T〇 ) ,川人

光男(A T R人間研/E R A T〇 ) :複数の変更された環境におけ

る到達連動の学習一内部モデルの多重性の検 11i1?; 電子情
報通信学会論文誌D-II Vol.J83-D-II No .2 (00 .2 )

176. To s h i o  I r i n o ( A T R人間研 / C R E S T ) , R o y  D . P a t t e r s o n

(CNBH/Uviv .Cambr idge ) :  ネコの基底膜インパルス応答に
対す る ガ ン マ チ ャ ー プの適合;日本音響学会聴覚研究会資

料 H-2000-14 ( 00 . 2 )
177. 琴坂信載(ERAT〇),川人光-り3 : 腦神経系研究のための口ポ

ット研究 ;日本機械学会誌、V o 1 . 1 0 3 , N o.975 ( 00.2 )

178. Ma s a - a k i  S a t o , S h i n  I sh i i ( 奈 良先端大 ) : 〇 n - 1 i n e  E M
Algor i t hm for  the Norma I i zed  Gauss ian Ne two r k . ;Neu r a 1

Computation Vol .12 (00 .3 )

179. Ke i k i  T a k a d a m a , S h i n i c h i  N a k a s u k a ( U n i v . T o k y o ) n a d

Ka t s u n o r i  S h i m o h a r a : C a n  Mu l t i p l e  Lea r n i n g  Agen t s

I m p l e m e n t  R e s p o n s i v e n e s s . C o n f l i c t  R e s o l u t i o n , a n d

Co11aboration Between Autonomous Scheduling Systems and

Human  〇perators?, P r o c . T h e 2 n d  N A S A  I n t .Wo r k s h o p  on

Planning and Scheduling for Space(00.3)

180. 吉田和子(奈良先端科技大) ,石井信 (奈良先端科技大/AT R

人間研 ) , 佐藤雅昭 : 2種の平滑化理め込みを用いた= ユー
ラルネ ッ ト に よ るカオス力学系の再構成 ; 電子情報通信学

会、  非線形間題研究会(0 0 . 3 )
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181 ,i1野 力(11者-良先端 1l- l,i支大/ATR人間イ11「-/CREST).11,1谷 lf lf l
c1-良先端不:l-i支大/cREST/ATR - I )  生物における階 111,i系列字
1i'1にl・'aする考察 . , t -」'-情 1li通イ,-1 'J':会技イ小rf 1J1究 1li-1 l1- Nc99-
1 0 8 ( 0 0 3 )

182 高野佐代子, 、,1i出11l 実 . 加 藤 'i、-明(ATR-I ) 1tl111:のl1」間構 1i,_1.1、11
覚におけ る視確見の ・1、l'1 1'l1続 合一 1確1覚 1和J故を劣化させた場

合一 , 電 子 ・1 1, rli通イ,i学会i支術イiJ1究 1 l11 1 i , SP99- 1 6 4 ( 0 0 3 )
183 同竹報111i'、( 条良 111L;端大) ,入野イ変 ノl:(ATR人llljイ ,1「/CREST).1可
原 .-りt記e和歌l11大/cR EsT/ATR人間i1J1), l1,k 金 体 ( ノ 、f4;lじ端
大 ) , 中付哲 ( '111、良先端大), 1il i野 、1 ,' Ji、- ( ノ111l良先端大) ・用nil,?分
の1l武t時用渡?女を用いたピ ソ チ ・ifl:定方1iの検,;」 . 1u, 1 - ,1,'1 i l1通
信学会i 1術11Jl究 l 111 1 l ,' S P 9 9-170 ( 0 0.3 )

184 松本有央 ( A T R人間 l1J 1 /条良先端i, l,i支大/CREST).同11l真人
(i-1-学技術 ilfi興-'j 1 .其i, l 、1 1 ), i 、本 1、1'1 -二 ( 大分 1 _業高等、1J l l''j '1,イ文).
1同谷資治(ATR- I/ノi it先端il i i大/CREST)、 '11生 康 」'- ('l - 命
I:技1l11 ).l」lイ長1:l11(電,'111 イl11l),1可野:表1、 .( , 1.i流イ1J「 ) サ ル 側 i_1 11l11の
1'11細胞の集l-1 1 ダ イ ナ ミ ク ス ー M Ds に よ るMイ1iと連延l,1l.1tし,,
「91路によるモデル化 一 : ,u j'- ,1 、1 '」 11i通イ,1 '1; :会 i文イ小r報1','llJl究
NC99-1 5 9 ( 0 0 3 )

185 月-生かず代(昭和大) . I l 1 1、 夕番 ' l 1 ( 昭和大 ) , 和久本 1flr1多- (1l「i
和大/ATR人111Jイ1J「 ), /1- Jl- 11'子( l l,1際lク、;111,1イ1,1i11- 大) .イ 1 lf J lll j11:

子(昭和大). 11、木 Jji」'- ( 昭,f1 1大 ) ,通使  - (llm1大) 1、.1llj更動
とi1連動の同期角1fイ1f 1_i1の1式み 一 1建常成人における1l,H動
態の観努番一 , 電 子,1 1'11'li通イ1-, '1,'会イ,1 学i支-1kli sP99-1 6 0 ( 0 0 3 )

I 8 6  Parham Zol faghar1(CREST/ATR人l111f lJ1 ) , H 1dek l Kawahara
Sm u s o1d a l A n a l y 5 1 1 ‘in d  Syn thcs 1s U、lng Frc(1uency-to-
Instantaneou、s F r e(1ucncy Mapp1ng , l l本l i 111111字会2 0 0 0年イト
季イi1l究発表会 ,-,m1 l論文集(0 0 3 )

187 阿竹義徳 ( ノ 、・良先端大), l'k 合体 ( ノ 、1良先端大).中小 、1 -1' , (条」:1 -
先 端 大 ) , 鹿 野 、,,,i:( ノ-、良先端大 ) , 、,1,」原 ?f 記 (;「11歌1I1人
/CREST/ATR人間イ1J「 )STREIGHTの分イ1f 合1,たパ ラ メ ー タ の
: i f[見評価による検.、1 , l1本 , f11'1'字会 2 0 0 0 年 f fi イ1J1究1tf(
会 ,-1,基1演論文9,. ( 0 0 3 )

188 阿1ノJ義イ'ii ( %Jf 「と先端大), 入野俊l 1l、:(ATR人l111liJ1/CRES T ) , 1''j
原 111l11111,(和收I1l大/CREST/ATR人間1lJ「 ) . l1? 金体(??良先端
大).中イ、i - 1; ( :1 .[1と先端大).1ft野 、1,'」'i:( 条良几,端大)  ・用111,1.成 分
の對ウi- ll'11用波表女を利用したピ ノ チ if 1 定力法のi是案.11本1',- '1'1'
学会2000年イf手f 1J1究発表会・1l1111i・11 J 文 イ算、- ( 0 0 3 )

189 究建 f、,本多1 l'」1と'、生f基1字的l,用-1 1-モテルを用いたl '1- J l' イ1 J-
に :1,1.づくfl,通-形状のifr定 . l1本書11;1'字会2 0 0 0 .年イf手イ lj「究
発表会 ,1 l11,1,1、論文 イ?、 ( 0 0 3 )

190 Donna  Er1c k、o n ( NIM E ) . M1c h lk o  Ha、sh1 . K1 k u o  Maek awa
( N L R I )  A1 t lcu la to1:y a nd  Acous tl c Co l rel tte、o f  Pro、o d 1c
Cont l a i t s A  Comparat lve  Study o f  Vowe l s  m J tp ine、se and
Eng1lsh.. 1-l本-'1-'1 1'学会 2 0 0 0 年-1i;率ilJ「究1t表会:ll1 、1,1i論文 イ?、
( 0 0 3 )

19 l n - l:田1 .i1:1子, 本 多 1 l'f ,i '、. X 131 iマイクロヒ ー ムによる111i高- 、 l11 l
業言- 、 後部 ['i.l業青における-西, 形状の分イ1f- 、 l1本-li-響 'if 会
2 0 0 0年春率・11J1究11111表会 ,;111 1'ii.111文?、 ( 0 0 3 )

192 l111木売. l I l l l l :11i子, l111l1l i ' 1 - -.Youngon Chol (Dukc  Un lv )
外国1語青ききとりの 1、l1. しさを 11J. 111f1 カ テ ゴ リ ー との l人1係で
子測する,l-1本-1 'f111:1'学会2 0 0 0年イ? ??イ,1「究発表会,111 、1i1 1l1:1文
イ.l11 (003 )
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193 Ke l 1ch l Ta 1 1ma . D o n n a  E11c k 1o n ( N I M E ) . R e 1k o  Akahane -
Yamad t T1 a1n 1ng_ Japanc、c to Pc l℃e 1 ve  Sy11able、m Spoken
Eng1,、h , l1本 ,',?1 1'字会20 0 0年イ1,';111111究発表会1:,1?1度論文?t
( 0 0 3 )

194 入野 111,・_)?(ATR人間イl 111/CREST) .Roy  D Patter、?o n ( U n l v
Camb1 l d g e )  ヵ ン マ チ ャ ー ブによるネコの基底月集インパル
ス応 tiへの通合, l1本 11,- '1'1'',,会 2 0 0 0 イl二 11'1i季イ1ll究発表会言 lli
1i、論文?、( 0 0 3 )

195 本l11字(同出,1f1 1 1 、/ _ 11 1 同イ1Jl究 ifLイl11 ) , イ:;f- l- エ ミ ( メ テ ィ ア 数 育
開itセン夕一 ) . 1 1 l1川 ,11il1(ATR1l11、11象イ1月).不成-本 :1ili1率(四1.1
市大 ) . ィ法, 本fに J -(1l本字i,1,」振 1 l-1、 1会 ) ,八木」1i 」'- (大販大/削1?-f
i l,'1-'i1,、11-uL財1 、1l ) ,  中イ、、1 1lt、(イl,,并医 11. 1,大). 、1, J合徳イ i (1f1't渡大/国
l11M ', '41,・リ・1、Lllイl 、1 I ).大イfi力 (ATR人間イl1「/ T -集 1 1 111:11大)新l11,代
オ ー テ ィ オ 111111111,1の"' l'価 ')ハ イ パー ソ ニ ソ ク - エ フ ェ ク ト に
つ い て 、 1l本 , i- '11'''1'.会 2 0 0 0 イ l・イ,に手イ1J「究発表会 ,i,fi l t11 l,,金文 .要、-
( 0 0 3 )

196 ,',J合 従lイi( Jfi渡大/同除イl-',41,、l・1、L財l、11 ). 本l目 字(同1l1,i同 、',1 j11
同1lJ1究1 f1イl11),中イ'j Il.a、(イ , J1 -医;f l -大 ) , 不 f,f生木ii- '率.(四 l. 1 l l」大),,
4n1 本与l1 」' ( l 1 本字 '1本1i1,、リ 11会).前川十子 1111_(ATRl1央像イ lJ「 ) . 仁i-1 , ,
工 ミ ( N IME),大イ, f i力(ATR人間f 1J1 /了 - 要t I _ 来、大 ) ハ イ パー ソ
ニ ノ ク  ・ エ フ ー・ クトの1J l、,1 、1111に よ る 検11す, l l 木青 '' l1 学会
2000年イ??、イ 111究'itiく会・Ml、・111文?、 ( 0 0 3 )

197. 中 付 11a (イ1, i 1l - l:人;大), 本l11字( J 1- i中イ11I ) . イ:11 l - エ ミ ( メ デ ィ ア 数
1 」、開itセン夕一 ) , ,可合 f1:1i111(ifし渡大、 l 1 1除 111 l学振リ??1財 I'J I ) , ・'l、
f度 本 f? .1f (四 l l 1 l1大) ,大イ lfi 力(ATR人間イ1J l/ T -:集 1 _大)  ハイ
パー ソ ニ ノ ク - エフ ー クトの1il」,k1111111 L流による検:,、」 , ll本
l f i1 :1' ' f- 会 2o00年イ?手イ1月究発表会 ,1,11 1i,l,・1i文集 ( 0 0 3 )

l 9 8  イ1イl, 工 ミ ( メ デ ィ ア 教 育 開 1 t セ ン タ ー ) , ノl、1f度本義半:(四l .1
市大 ) . ィai 本 那 」'- ( '1,i本,41,i1 -1 1 会 ), ,可合徳イi(1f し渡大/l:,1除 i l '1f ' '
i1,・興財 l 、1 l ) .本 l l l 'f (同1l11、f l l1,, l1同イ11「究1f1構),大イ1l ・ 力(ATR
人間f lJl/ T -業I1大)  ハ イ パー ソ ニ ノ ク - エ フ ・ク ト の  -対
比中大1j、による検 u、1 ; l l イ、1',- 1':1'' 1-'会 2 0 0 0 年 f:手Hイ,J「究発表会
品 11,l,・ 1 文 '11、; ( 0 0 3 )

199 ノ、木」',1 1'-(大販大/ l 1,I除 1f 1 '1;'il,、興1l,1 l1 1 ) . 1可合イ1i1??(:ij、,,渡大/l1 l
際イ1 ' J ;'il,i f11111イl・1 1 )、中イ」敏イ又(大l1反大),小在政品,,1(大llux大 ) , 長
同 T -1i (大1;f文大) . i 1 1f l, エ ミ ( メ テ ィ ア 数 -f1、開1tセ ン 夕 一 ) ,,
大イff 力 ( A T R人間イ11「/了-要'1 _ 業i-大) ハ イ パー ソ ニ ノ ク - エ
フ ーfー ク ト の 通 ,;11,、レぺルによ る ;1l:価 、 l I本-l i - '1' l' f 会 2 0 0 0 イ li
イf手f 1J1究発表会 , 111 li1, ,f文イ要二(003)

200 大イfi 力 ( A T R人開イ1J「/了 :i1. 1 .大),本l l1字(同l1 l1、f 同立 j l1同llJ「究
イ11i 11:) . 前 川 1 ,f 1111 ( A TR nり、像f,1l ) , 河合 f'ilイ?( 11j,.111i.大/l l 1際1f 1学
i1,-、「11ll lイl ,1 I ), イ 1f l - エ ミ ( メ デ ィ ア 教 育 開 1むセンタ ー ) ハ イ パ
ー ソ ニ ノ ク ェ フ _・_ ク ト の . _次 .1, l11 '1、11itモテル , 1 l本 , - '11l'字会
2000年-イト手f l11究発表会1,,11 l i1、,n商1J文集( 0 0 3 )

201 Ke 1k1 Tak ad ama .T a kdo Tc1 a n o ( U n 1 v Tsukub‘i) , K a t、unor1
Sh1mo h a r a . K o1ch l Ho1 1 ( U n1v T o k y o ) . S h m 1ch 1 Naka5uka

( U n 1 v T o k y o )  W h y  M u l t 1a g c n t、 1 n Compu t a t 1o n a l
〇rgan lza l1on Theo1 y ''; 複1Ll l系の i l字シンポシウム 「エー シ
・ー ン トぺ一スシステムの現状と 1 1iYJ 」 ( 0 0 3 )

ATR環境適応通信研究所

堂本千秋 , 大谷直殻 , 果柳和良 , P a b l o  Vaccaro,江上 典文:

Electroluminescence in Undoped GaAs/A IA s  Superlattice due

to Avalanche Breakdown; Japanese Journa1o f  Applied Physics

(99.4)

:班 本 千 秋 , 大 谷 直 殻 , Pab lo  Vaccaro :Photo luminescence
f r om  Higher -subbands  o f  GaAs/A IA s  Super la t t i ces ;  1998
Conference on  〇ptoelectronic and Microelectronic Materials

and  Devices Proceedings(99.6)

3 上リ反川 IJk rij . p ab1o  Vaccaro, I11同 j'、1合(1 l 1南大 ) , イ f11 、i11 イ11;国;( 中
南大).イ多イ j l場(1 l 11 1'1大 )  Select l ve 〇入ldat1on  o f  Va n a d 1 um
Thm F l l m  Suriace、s u s m g  an Atom 1c Force M1croscope , l998

Contercnce on  〇ptoelcct1on lc and  M 1c1oelectron 1c Matenal (,

tnd  Dev 1ce、Procccdmg、( 9 9 6 )
4 ik1l11111 111, .価 i111i1、、 _- . ノ1、11l1 11J- 1? Inter modu l a l lon Dl stort1on
by P D m Hete1odyne Detect1on  F1ber-opt1c MI I11metre-wave
Lm k、s.Elec11on1c、Lcuer、( 9 9 8 )



5 .  牧野浩典 (早稲田大 ) , 原山卓久, 相沢洋二 (早稲田大 ) :卵型

ビ リ ヤー ド におけ るべ リ ー ー ロブニツ ク公式の妥当性 ;日

本物理学会1999年秋の分科会(99 . 9 )

6.  森田真由子 (早稲田大 ) ,牧野浩典 (早稲田大 ) ,原山卓久 ,相

沢洋二 ( 早稲田大 ) : ス 夕ジ ァ ム ビ リ アー ドを用いた準位続

計とその半古典的収束性にっいての研究 :  日本物理学会
1999年秋の分科会(99 . 9 )

7 .  松 田 潤 : 適 応 型 モ バ イ ル マ ル チ メ デ ィ ア ア プ リ ケー シ ョ

ン ー リ ソ ー ス環境への適応と、  ユーザ一環境への適応を
め さ、して一, 情報通信学会誌 ( 9 9.9)

8.  荻野長生 : 市場経済モデルに基づ く通信 リ ソー ス割当 ; 電

子情報通信学会誌(99 . 9 )

9 .  大 田 原 一 成 , 下 川 信 祐、 新上和正: (新 )物質設計の手法 :
双極子モー メ ン トへの適用 ;情報処理学会第5 9回全国大
会(99 . 9 )

10. 長谷川浩文 , ,,:1:寧英(北海道大),小柴正則(北海道大) :不均
一磁化中の光の伝搬に関する検討 ;  第2 3回日本応用磁気

学会学術講演会(99 . 1 0 )

11. 劉雲 . P e t e r  Da v i s : C h a o t i c  Mo d e  Hopping Dynam i c s  o f
Semiconductor Lasers with Delayed Feedback;ATR Workshop

on Laser Chaos1999(99.10)

12. Ingo Fischer,T.Hei1(Dannstadt Univ.) ,W .E l s a s e r (Da rms t ad t
Univ . ) : ln f luence o f  Laser Properties on the ]_FF Dynamics o f
Semiconductor Lasers under 〇pticalFeedback;ATR Workshop

on Laser Chaos1999 (99.10)

13. 原田良雄:De t e c t i n g  Service Interference w i t h  Rule-Based
Sy s t em  a n d  Ex t e n d e d  Ad j a c ency  M a t r i x ;  1 9 9 9 I E E E

Internat iona lConference on  Sy s t ems ,Man  and Cybernetics

( SMC'99 ) ( 9 9 . 1 0 )

14. 種田和正 , 関戸理稔 ( 豊橋技科大 ) : A g e n t-based Rout ing
Sy s t em  f o r  QoS  G u a r a n t e e s ; 1 9 9 9 I E E E l n t e r n a t i o n a 1
Con f e1-ence o n  S y s t e m s ,M a n  a n d  Cy b e r n e t i c s ( SMC ' 9 9 )
(99.10)

15. 小管昌克 , 山 山 奇 達 也 , 荻 野 長 生 , 松 田 潤 : A n  Agent-based
Adaptive QoS Management Framework and its Applications;
1 9 9 9 I n t e r n a t i o n a lWo r k s h o p  o n  In teract ive  Dis t r i bu ted

Multimedia Systems and Telecommunication Services(99.10)

16. 滝沢賢一 ( 新潟大 ) , 行田弘一 , 大平孝 : 電子制御導波器ア

レーアンテナ ( EsP A Rアンテナ )の基本検討 ;電子情報通信
学会、  ア ン テ ナ ・ 伝橋研究会(99 . 10 )

17. 田 野 哲 , 大 平 孝 : マ イ ク ロ 渡 ビー ム 形成 と デ ィ ジ 夕ル時間

軸信号処理 を 融合 し た ア ダ プ テ イ ブ ア レ ーへのM-C M A
の適用 ;  電子情報通信学会 、  無 線 通 信 シ ス テ ム 研 究 会

( 99 . l 0 )

l 8 .  標田洋太郎 ( N T T ) , 大平孝 : I E E E  MTT-S 1 9 9 9 国際マイ ク
ロ波会議出席報告 9 . デ ジ夕ル回路 :電子情報通信学会、

マイクロ渡研究会( 9 9 . 1 0 )

19. 原山卓久 :量子 ヵオスの最近の話題 : Whispering Gallery
モー ド レーザー と ト レー ス公式;大阪市立大学応用物理学

科理論コロキュー ム(99 . 1 0 )
2o. 荻野長生 :複数の通信事業者の競争入札に基づく接続設
定方式の性能評価 ;電子情報通信学会、情報ネッ ト ワー ク

研究会(99 . 10 )

21.  中岡謙,A n t o i n e  R a u x , 小管昌克 , 松 田 潤 : ユーザ ア ダ プ テ

ィブなQ osパ ラ メ 一 夕調整方式の一提案;電子情報通信学
会 、 情 報 ネ ッ ト ワー ク研究会(99 . 1 0 )

22.  稲垣 一惑1三:光制御アンテナの最近の研究動向;電子情報通

信学会、  第一回マイ ク ロ波フォ ト ニ ク ス研究会 ( 9 9 . 1 0 )

23 .  恩 田 和 幸 : 最 適 な ネ ッ ト ワー ク 設計 をめざ し て ; A T R ジ ャ

ーナル(99 . 1 1 )

24 .  藤野義之 ,水口芳彦 :円筒形導体上のレクテナアレー と そ

の応用 ;第 2回 sPs シンポジウム ( 9 9 . 1 1 )
25.  大平孝 :適応アンテナの民生化にむけて ;電気系四学会関

西支部連合大会(99 . 1 1 )

26.  秋 山 智 浩 , 稲 垣 惠 三 , 水 口 芳 彦 : B e a m -S tee r i ng  a n d
Multibeam Formation o f  K u-Band Phased Array Antenna Using
〇ptica1 S igna1 Proces s i ng  B e a m -F o rm i n g  N e t w o r k ;
I n t e r n a t i o n a l T o p i c a lM e e t i n g  on  M i c r o w a v e  Pho ton i c s
(MWP'99 ) ( 99 . 11 )

27 .  稲垣 1室1i、三 ,胡 微種 水口芳彦 :W a v e l e n g t h  Contro11ed

Variable Phase Shifter for Independently Steerable Mult ibeam

A n t e n n a : I n t e r n a t i o n a l T o p i c a l M e e t i n g  o n  M i c r o w a v e

Photon ics (MWP'99) (99.11)

28.  胡薇薇 , 稲垣恵三 , 秋山智浩 , 水口芳彦 : N o v e 1 〇 p t i c a 1

Waveguide Design for Steerable Multibeam Antenna BFN;The

7th Microoptics Conference(M〇C99)(99.11)
29. 大 野 雄 一 郎 , 大 平 孝 , 行 田 弘 一 : S D M A ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト

ワー ク の た め の セ グ メ ン テー ション方式 ;電子情報通信学

会 、 情 報 ネ ッ ト ワー ク研究会(9 9 . 1 1 )

30. 青 山 勝 則 ( 法 政 大 ) , 門 洋 一 , 大 平 孝 : 無 線 ア ド ホ ッ ク ネ ッ

ト ワー クのルー テ ィングに関する一検討 ; 電子情報通信学

会 、 情 報 ネ ッ ト ワー ク研究会(99 . 1 1 )

31 .  大 平 孝 : ス マー ト アンテナの民生化にむけて : 可変ビー
ム形成方式の研究動向; 電子情報通信学会、 衛星通信研究

会(特別講演)(99 . 11 )

32.  田 中 智 子 , Chutinan A1ongk am (京都大) ,山本宗継(京都大) ,,

浅 野 車 ( 京 都 大 ) , 野 田  進 ( 京都大 ) : u l t ra-short  P u l s e
Propaga t i on  i n 3 -D Pho ton i c  B a n d  Gap  S t r u c t u r e ; 7 t h
Internat iona lConference on Terahertz Electronics(THz'99)

(99.11)

33. 山 崎  達 也 , 松 田  潤 : A d a p t i v e  QoS  Man a g eme n t  f o r

Mult imedia  Applications i n  Heterogeneous Env i r onmen t s ;A

Case Study with Video QoS Mediat ion; IEICE Transactions o n
Communications(99.11)

34 .  原 田 良 雄 : A  Method o f  Service Interference Detection with

Ru l e-Based System and Extended Adjacency Mat r i x ; IE ICE
Transactions on Fundamentals o f  Electronics,Communications

and Computer Sciences(99.11)

35. 黒本現1和良,大谷直毅,江上典文,富永浩司(元ATR光電波

研),細田誠(フ一1[1 A T R光電波研 ) ,竹内日出雄 (大阪市大 ) ,中

山 正昭(大阪市大):GaAs/ InAIA s超格子における離れた重
い正孔準位からの正孔注入によ る軽い正孔のフ ォ ト ル ミ

ネッセンス ;光物性研究会 ' 9 9 ( 9 9 . 1 1 )

36. 竹内日出雄 (大阪市大 ) ,溝口華司 (大阪市大 ) ,中山正昭 (大

阪 市 大 ) , 西 村 仁 ( 大 阪 市 大 ) , 黒 柳 和 良 , 會 田  田 人 :

GaSb/AIS b超格子におけるコヒ ー レ ン ト フ ォ ノ ン 発 生 ; 光

物性研究会'99 ( 99 . 11 )

37.  福田一人 (大阪市大 ) ,中山正昭 (大阪市大 ) ,西村仁 (大阪市

大 ) ,堂本千秋 ,大谷直殻 : G a A s / AIA s タ イ プーI l超格子の発

光特性に対する電場効果;光物性研究会'99 ( 9 9 . 1 1 )

38. 安藤雅信 (大阪市大 ) ,竹内日出雄 (大阪市大 ) ,中山正昭 (大

阪市大 ) ,西村仁 (大阪市大 ) ,大谷直毅 ,江上典文 ,細田 1成

(元ATR光電波研) ,三村秀典(東北大) :G aA s /AIAs超格子の
電場印加条件下における発光及びキャ リア輪送現象に対

するサブバンド間散乱効果;光物性研究会' 9 9 ( 9 9 . 1 1 )

39.  下川信祐 .新上和正 ,種田和正 :評価尺度が付与されたシ

ステムのデザイン戦略 ;W o r k s h o p  on Applied Probability '99
(99.11)

40. 大谷直殻,江上典文 ,H . T . G r a h n ( P D I ) , K . H . P l o o g ( P D I ) :

Phase Diagram o f  Static and Dynamic Electric Field Domain

Formation i n  Semiconductor Superlattices;Physica B (99 . 1 2 )

41 .  Pab l o  V a c c a r o , 黒柳和良 : ( 3 1 1 ) A面G a A s段差基板上に

M B E成長によ り作製した横型 p-n接合光電子デバイス :応
用物理(99 . 12 )

42. 小管  昌 克 , 荻野長生 : 適 応 的 Q o S 調 整 方 式 と A c t i v e

N e t w o r k ; 第 2 回 ネ ッ ト ワー ク の 改 革 と ソ フ ト ウ ェ ア 研 究

会(99 . 12 )

43. 荻野長生 , 小 管 昌 克 , 山 山 1 奇 達 也 , 松 田 潤 : A  M o d e l o f

Adaptive QoS Management Platfor m Based on Cooperation of

Layered Multi-Agents ;1999 IEEE G1obalTelecommunications
Conference(GL〇BEC〇M'99)(99.12)

44 .  新上和正, 下 川 信 祐 : ど ん な モ ノ が ブ レ イ ク す る の か ? ;

朝日放送ラジオ局( 9 9 . 1 2 )

45 .  水口芳彦 ,田野哲 ,小宮山牧兒 : R e c e n t  Software Antenna

Deve1opment Activities at ATR ; 7 t h  IntemationalConference

on Recent Advances in Microwave Techno1ogy( ISRAMT'99)
(99.12)

ATR Journa1 39号 SPRING 2000 39



46 .  小宮山 ?文 見 , 稲 垣 1i・11 , 水にl ク二111i11: R ece nt Progress o f
Spatia1〇pticalSignalProcessing Array Antennas at ATR ; 7 t h
Internat ionalConference on Recent Advances i n  Microwave

Techno1ogy( ISRAMT'99) (99.12)

47. 劉 要 , p e t e r  Davis.11ti口由期(静岡大) :R e c o v e r y  Process of
L o w  Frequency Fluctuations i n  Laser Diodes w i t h  Externa1

〇pticalFeedback;PhysicalReview E (99 . 12 )
48. 種田和正,新上和正:P e r f o r m a n c e  Limits of  Para1lelServer

Systems Based on  Determ inistic 〇pt ica lRout ing ;情報処理学

会論文誌(99.12)

49.  下 川 信 祐 , 新 上 和 正, 大田原一成 : モ ノ と 人 の 関 係 に よ る

デ ザ イ ン 戦 略 一 ど ん な モ ノ が ブ レ イ ク し て い く の か ? -,,
情 報 通 信 ネ ッ ト ワー ク の新 し ぃ性能評価法シンポジ ウ ム

( 0 0 . l )

5 0. 下川信祐 ,新上和正 , 大 田 原 一 成 : ど ん な モ ノ が ブ レ イ ク

し てい く のか ー スーパーマーケ ッ ト の調査か ら一 , 文部省

統計数理研究所セ ミナー 「 大規模情報通信ネッ ト ヮー ク

の性能評価」 (o0.1)
51 .  関口高志,唐沢好-タ11 :W i deband  Beamspace Adaptive Array
Ut i l i z i ng  F IR  Fan  Filters for  Mu l t i -Be am  F o r m i n g ; f E E E

Transactions on SignalProcessing(00.1)
52 .  関口高志,唐沢好-り3 : 周波数に依存しなぃ送受信ナルビー

ム フ ォ ー ミング ;電子情報通信学会論文識1B ( 0 0. 1)

53. 小宮山牧兒:環境適応通信の基礎研究 一やわ ら か い マル

チ メデ ィ ア移動通信を日指 し て一, 第 4 回 ワ イ ヤ レ ス 高 度
情報通信研究会 (oo. 1 )

54. 劉要 : カオス同期研究の動向と A T R における研究状況 ;日

本学術振興会、  光エ レ ク ト ロ ニ ク ス 第 1 3 0 委 員 会第 2 1 6

回研究会(00 . 1 )

55. 大 谷 直 殻 , 江 上 典 文, H . T . G r a h n ( P D I ) , K. H.P1oog(PDI) :

Phase Diagram o f  Stat ic-and Dynamic-Domain Fonnation in

Weakly Coupled GaAs/A IAs Superlattices;PhysicalReview B
(00.2)

5 6. 'f中 谷 幸 宏 , 田 野 1111, 水 口 プ;' 彦 , 片山正昭 ( 名古屋大 ) , 小川
明(名古屋大),唐沢好-り11(電気通信大) :サブバンド信号処理
に基づく ァ ダ プ テ ィ ブ ア レーアンテナの開発 ;電子情報通

信学会、  ア ン テ ナ ・ 伝事番研究会(00.2)

57. 神 谷 幸 宏 , 田 野 哲 , 水に l芳彦 ,片山正昭 (名古屋大 ) ,小川

明 (名古屋大 ) : 逆拡散を同時に行 う C D M A用 C M Aアダプ

テ イ ブ ア レー :電子情報通信学会、  ア ン テ ナ - 伝橋1i11究会
(00.2)

58. 松 l奇徹也 (長岡技科大 ) , 行田弘一 , 大平孝 :電子制御導波

器アレー アンテナ ( E S P A R アンテナ ) の基本検討 : ビー ム
とヌルの同時形成 ;電子情報通信学会、  ア ン テナ ・ 伝括研

究会(0 0 . 2 )

59.  山i1111連也,小管 ,_,克 , 荻 野 長 生 . 松 田 i関:Adap t i v e  QoS
Management for Mult imed ia  Applications in Heterogeneous

Env i ronmen t s :F i r s t In te rna t i ona lWorkshop  on  Inte11igent

Mult imedia Computing and Network ing ( IMMCN'2000) (00 .2 )
60 .  小相正大 : ミ リ 波光源一光か ら電波を作る語一 , A T R ジ ャ

ーナル(0 0 . 3 )

61 . 田中智子,野田進(京都大) , C h u t i n a n  A1ongkarn(京都大),浅

野車(ETL) ,山本宗継(京都大):U l t r a- sho r t  Pulse Propagation

i n 3 D  GaA s  Photonic Crysta1; Interna t i o n a lWo rk shop  on

Photonic and  Electromagnetic CrystalStructures(00.3)

62.  大谷直殻 ,堂本千秋 ,會田田人細田誠 (元 A T R光電波研 ) :

〇bservation o f  Anoma1ous Photoluminescence 〇riginating

f r om Higher-energy State Mixings in GaAs/A IA s  Superlattices;
18th GeneralConference of the Condensed Matter Division of

the European Phys ica lSoc iety (CMD18) (00.3)
63 .  新上和正 .大田原 -成 , 下 川信祐 : 新 物質デザ イ ン : 機能
を極大化する探索;情報処理学会第60回全国大会( 0 0 . 3 )

64.  恩 田 和 幸 , j請 藤 茂, 北川美宏 ( A T R-I ) :高次フ◆アルゴリズム
に よ る網 ト ポ ロ ジ一設計 ; 情報処理学会第 6 0 回全国大会

(00.3)

65. 倉持裕 , 新上和正 : 高次元アルゴ リ ズ ム に よ る ニ ュー ラ ル

ネ ッ ト ヮ ー クの学習;情報処理学会第60回全国大会( 0 0 . 3 )

66. 中岡謙 . 松 田 1関 : パー ソ ナル ェ一ジ ェ ン ト に よ るューザ ア
ダ プ テ ィ ブ な Q os調整 ; 情報処理学会第 6 0 回全国大会
(00.3)

67. 内田典子 ( 国 際 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ サー ビス ) , 石野福弥

( 一橋大 ) , 新上和正 :べンチャ一企業の実態とその成功 :
ケー ス ス 夕 デ ィ ー,情報処理学会第60回全国大会( 0 0 . 3 )

68. 内田 .1111子 ( 国 際 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ サー ビ ス ) , 新 上 和

正 , 下 川 信 祐 , 石 野 福111r、( 一橋大 ) :動的過程におけるQ os
分析 : 車の連転デー タとその評価の相関関係 ;情報処理学
会第60回全国大会( 0 0 . 3 )

69. 大 田 原 一 成 . 下 川 信 祐、新上和正:新物質の安定構造の探

索;精報処理学会第60回金国大会(0 0 . 3 )

70 .  下 川 信 t; 有 , 新上和正 ,大田原一成 :プライベー ト 性 一 新 時
代のデザ イ ン 、職略一,情報処理学会第60回金国大会( 0 0 . 3 )

71 .  下川信祐 , 新上和正 , 大田原 一一-成 : 評価関数に基づ くデザ
インの内と外;情報処理学会第60回金国大会( 0 0 . 3 )

72 .  寺前裕之 ,;素藤茂 ,柳正秀 ( N T T F ) , 相車常雄 ( N T T F ) : 高次
元アルゴリズムによる離散変数を含む系の最適化 ( 2 ) ; 情報

処理学会第60 [f 1全国大会(00.3 )

73 .  竹内日出雄 (大阪市大 ) , 、1i'年口幸司(大阪市大) ,中山正昭(大
阪市大) ,西村仁 (大阪市大 ) ,黒柳和良 ,會田田人 :C o h e r e n t

Longitudina1〇pticalPhonons in GaSb/A IS b  Superlatt ices;第3
回 産 研 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム ナ ノ ェ レ ク ト ロ ニ ク ス の 最 前

線 : デバ イ ス 、  マ テ リ ア ル 、  コンピュー テ ィング ( 0 0 . 3 )
74 .  中原和彦 (三装電機 ) , 大野哲一郎 ( N T T ) , 秋 山 智浩 , 富 岡

多寿子(東芝) :MwP ' 9 9研究報告 ;電子情報通信学会、光通
信システム / マ イ ク ロ波 フ ォ ト ニ ク ス共催研究会 ( 0 0 . 3 )

75 .  滝沢黎久 , 大ク、保英締11 ( 立命館大 ) :オペレーテ ィ ン グ シ ス
テムにおける適応的資源管理方式の研究 一適応的cPu ス
ケ ジ ュー リ ン グ ポ リ シー,実時「 l f j処理に関するワー ク シ ョ

ップ(RTP2000 ) ( 0 0 . 3 )

76.  竹内日出雄(大阪市大) , 、1薄口幸司 (大阪市大 ) ,中山正昭 (大

阪市大 ) , 西 付 仁 ( 大 阪市大 ) , 黑 イ 1 リ l 1 和 良 , 會 田  田 人 :

GaSb/A IS b 超 格 子 に お け る コ ヒー レ ン ト L 〇 フ ォ ノ ン の 研

究;日本物理学会2000年春の分科会(00 . 3 )

77 .  井桁和浩 :量子ビットの位相制御 ;日本物理学会2 0 0 0年春

の分科会(00 . 3 )

78. 井 桁 和 1告:量子系の制御とュニタ リ性 ;日本物理学会2 0 0 0
年春の分科会 (00.3)

79.  福田一人 (大阪市大 ) ,中山正昭 (大阪市大 ) ,西村仁 (大阪市

大 ) , 堂 本 千 秋 , 大 谷 直基11::GaAs/A IA s タ イ プー I I超格子の
光電流一電圧特性と発光特性に対するサブバンド共鳴効

果;日本物理学会20 0 0年春の分科会(0 0 . 3 )
80. 小楠正大,稲垣1基11三 , 水口芳彦 : 6 0 G H z-band  Mil l imeter-
wave Generation and A S K  data Transmission U s i n g 2-mode
Injection-Locking o f  a Fabry-Perot Slave Laser ;2000  Topica1
Symposium on Mi1limeter Waves (TSMMW2000 ) ( 00 . 3 )

81 . 倉林則之 ,湯淺太一 (京都大 ) ,小宮常康 (京都大 ) : プログラ

ムの部分移送に基づ く速隔実行機構とその知的イン タ フ

ェ ー スへの応用 :情報処理学会、  プ ロ グ ラ ミ ン グ 研 究 会
(00.3)

82. 田 野 哲 , 大 平 孝 : ポ リ フ ェ ー ズ フ ィ ル 夕 を 応 用 し た M -
cM A ア ダ ブ テ ィ ブ ア レーの構成と特性 ; 2 0 0 0年電子情報
通信学会総合大会(0 0 . 3 )

83. 胡 微 微,稲垣 -惠三 ,水口芳彦 : A n a l y s i s  o f  Three-D imen-
sionalThree-Layered 〇pticalWaveguide Using Effective-Index
Method ; 2 000年電子情報通信学会総合大会(00.3 )

84. 山時達也 , 松 田 i関:Qos調整マルチキャス ト通信 ; 2 0 0 0年
電子情報通信学会総合大会 (00.3)

85. 大 野 雄 一 郎 , 門 洋 一 , 行 田 弘 一 , 大 平 孝 : ア ン テ ナ 走 査 角

対 sI N R 情報に基づくルーチング方式の提案; 2 0 0 0年電子
情報通信学会総合大会( 0 0 . 3 )

86 .  行田弘一 , 大 平率 : 電 子制御導波器ア レー ( E S P A R ) アン

テナの指向性制御可能性;20 0 0年電子情報通信学会総合大

会(00 . 3 )

87. 思田和幸 , i新藤茂 ,北川美宏(ATR-I ) : 高 次元アルゴ リ ズ ム
に よ る 通 信 ネ ッ ト ワー クのトポロジ一設計の検討 ; 2 0 0 0年

電子情報通信学会総合大会 (00.3)
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88. 大 平 孝 , 行 田 弘 一 , 門 洋 一 . 大 野 雄 一 郎 , 田 野 哲 : ワ イ ヤ

レ ス ア ド ホ ッ ク コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ヮ ー ク ; 2 0 0 0年電子情

報通信学会総合大会 (00.3 )

89. 若林一磨, 種田和正 : ルーテ ィ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム の 振 る 舞

いを模擬するシステムの性能評価; 2 0 0 0年電子情報通信学

会総合大会( 0 0 . 3 )

90. 秋山智浩 , 稲 垣 惠三, 水口芳彦 :光導波路アレー を用いた

光信号処理ビー ム フ ォ ー ミ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク に よ る ア レ

ーアンテナのビー ム偏向実験;20 0 0年電子情報通信学会総

合大会(0 0 . 3 )

91.  神谷幸宏 , 田野哲 , 水口芳彦 , 片山正昭 ( 名古屋大 ) , 小 川

明 (名古屋大 ) : 逆拡散を同時に行 う新し ぃ C D M A用 C M A
ア ダ プ テ ィ ブ ア レーの動作特性:2000年電子情報通信学会

総合大会( 0 0 . 3 )

92 .  古 樋 知 重 , 田 野 哲 , 水 口 芳 彦 : ソ フ ト ゥ ェ ア ア ン テ ナ を 目

指したアルゴ リ ズム切 り替え可能なアレ一信号処理回路

の試作;2000年電子情報通信学会総合大会(00 . 3 )

93. 門洋一 , 大 野 雄 一 郎 , 行 田 弘 一 , 大 平 孝 : 各 端 末 に お い て

受信電力に基づき自律的に中継優先度を決定するルー テ

ィング方式;2 0 0 0年電子情報通信学会総合大会(0 0 . 3 )

94.  藤野義之 ,水口芳彦 :円筒形導体上レクテナァレーの負荷

抵抗接続実験;200 0年電子情報通信学会総合大会(00 . 3 )

95.  小楠正大 , 稲垣 一整、1三 ,水口芳彦 : 2モー ド 注入同期フ ァブ

リ ぺ ロ レーザによるミ リ波光源への信号重量の検討 ; 2 0 0 0

年電子情報通信学会総合大会 (00.3)

96. 稲垣惠三 :  アンテナ技術への光の導入;200 0年電子情報通
信学会総合大会(0 0 . 3 )

97. 大谷直毅 ,細田誠 (フ元AT R光電波研 ) ,堂本千秋 ,黒柳和良,

會田田人:間接選移型GaAs /AIA s 超格子におけるキ ャ リ ア

車11l送の観測; 第47回応用物理学関係連合講演会(00 . 3 )
98. 橋爪洋平 ( 甲 南大 ) , 杉 村 「 場 ( 甲 南大 ) , P a b 1 o  vacca ro :
G aA s ( 3 1 1 ) A面段差基板上に作製した変調ドー プ横型接合

LEDの発光特性:第47回応用物理学関係連合講演会(0 0 . 3 )

99. 田 中 智 子,Chut inan  A1ongk am (京都大) ,浅野卓(京都大) ,山

本宗継 (京都大 ) , 野田進 (京都大 ) : 3 D-G a A s フ ォ ト ニ ツ ク
結晶中のパルス伝搬 : I I ;第 4 7回応用物理学関係連合講演
会(00 . 3 )

100. 劉 雲 , Peter D a v i s : カ オ ス を 用いた ラ ン ダ ム波長ホ ッ ピ ン

グの発生;第47回応用物理学関係連合講演会(0 0 . 3 )

101. 劉雲 ,藤野仁志 (静岡大 ) , P e t e r  D a v i s :カオス同期に基づく

多チャンネルデ一夕伝送 ;第 4 7 回応用物理学関係連合講

演会(00 . 3 )

102. 大谷直殻 , 堂本千秋 , 江上典文 , 三村秀典 ( 東北大 ) , 安 藤

雅信 (大阪市大 ) , 中山正昭 (大阪市大 ) , 細田誠 ( 元 A T R光
電波研):Electr ic- f ield- induced Combination o f  Wannier-Stark
Localization and Type- f -type-I I  Crossover in a MarginalType-I
GaAs/AIAs Superlattice;PhysicalReview B ( 0 0 . 3 )

国際電気通信基礎技術研究所

1. Konstantin Ma rkov ,Kengo  Hanai(Toyohashi Un i v . o f  Tech.),,

Seiichi Nakagawa(Toyohash i  Un i v . o f  Tech.):Discriminative

Training based on Frame Leve lL ike l ihood Normalization and

its App l i ca t i on  f o r  Speech  a n d  Speake r  Re c o g n i t i o n ; 1 EEE

Systems ,Man and Cybemetics Conference(99.10)

2 .  Eri Nakano,Randy Flanagan(Queen's Univ. ) ,Hirosh i  Imamizu

(ERAT〇),R ieko  〇su(ERAT〇),Toshinor i  Yosh i k a (ERAT〇),,

Mitsuo Kawa to (ERAT〇/ATR人間111yi) :Adaptat ion to Altered
Kinematics and Dynamics in Reaching Movements Based on

Composition and Decomposition o f  Leamed Interna lMode l s.;

Abstracts29th Annua lMee t i n g  o f  Society for Neuroscience

Vo1.25No.1 (99 .10 )

3 .  J . R a n d a 1 1F l a n g a n (Q u e e n ' s  U n i v . ) , E r i  Na k a n o .H i r o s h i

Imam i zu (ERAT〇) ,R i eko  〇su(ERAT〇),Tosh inor i  Yoshioka

( E R A T〇 ) ,  M i t s u o  K a w a t o  ( A T R 人  間研 / E R A T 〇 ) :

Composition and Decomposition of  I n t ema lMode l s  in Motor

Lea r n i n g  u n d e r  A l t e r e d  K i n em a t i c  a n d  Dyn am i c
Environn,ents.: J.Neuroscience Vol .19 (99 .10 )

4 .  加藤宏明 :第 1 4回国際音声科学会議 ( IcP hs' 99 )会議報告;
日本音声学会誌「音声研究」 3巻 3号 ( 9 9 . 1 2 )

5 .  Yasuo Na g a y u k i (奈良先端大) , S h i n  I s h i i (奈良先端大/ATR

人間研/ C R E S T ) , M i n o r u  I t o ( 奈 良先端大 ) , K a t s u n o r i

Sh imoha r a (NTT/ATR人間研) ,Ken j i  Doya (ATR- I/CREST/

奈良先端大 ) : A  Multi-Agent Reinforcement Leaming Method

with  The Estimation o f  The  〇ther Agent's Act ions . ;Proc .The

5th In t .Sympos ium on Art i f i c ia lL i fe  and Robot i c s (AR〇B5th
00 ) ( 00 .1 )

6.  高野佐代子(ATR人間研) ,津由奇実(ATR人間研) ,加藤宏明:

発話の時間構造知覚における視I確1覚の情報統合とそのモ

デル化;音声文法研究会(0 0 . 1 )

7 .  機庭尚良 (長岡技科大 ) , 大須理英子 ( E R A T〇 ) , 中野恵理 ,,

和田安弘(長岡技科大) ,川人光男(ERAT〇/ATR人間研) :不

完全 な 逆 ダ イ ナ ミ ッ ク ス モ デ ル に よ る 制 御 で の 手 先 軌道

の特徴の説明 ;電子情報通信学会論文誌D- I I  vo1.J83 -D- I I
No .2 ( 00 . 2 )

8 .  中野惠理,R a n d y  Flanagan(Queen's Un i v . ) ,今水寛(ERAT〇) ,,

大須理英子( E R A T〇 ) ,吉岡利福 ( E R A T〇 ) ,川人光男 (A T R

人間研/ERAT〇 ) :複数の変更された環境における到達連動

の学習一内部モデルの多重性の検証一 : 電子情報通信学会

論文誌D- I I  Vol.J83-D-ll No.2 ( 0 0 . 2 )
9 .  竹澤寿幸 ,大山芳史 ( N T T ) : 書 き言葉向き大語1集辞書を用

い たバ イ リ ン ガ ル旅行会話 コーパスの特徴分析;言語処理

学会第6回年次大会( 0 0 . 3 )

10. 浦谷則好 ( A T R 言語研 ) , 谷田泰郎 ,田中英輝 ( N H K ) : 単語

ラテ ィ ス形式の音声認識結果を対象と した発話意図の認

識;言語処理学会第6回年次大会(0 0 . 3 )

11. 恩田和幸 ( A T R 環境研 ) , 斎1藤茂 ( A T R 環境研 ) , 北川美宏 :
高次フーi ア ル ゴ リ ズ ム に よ る 網 ト ポ ロ ジ 一 設計 ; 情 報 処 理学

会第60回全国大会(0 0 . 3 )

12. 西 村 仁 志 : L I S P か ら C へ の プ ロ グ ラ ム 自 動 変 換 ツ ー ル

( L2c)の開発;情報処理学会第60回全国大会(00 . 3 )
13. 高野佐代子 ( A T R人間研 ) ,津崎実 ( A T R人間研 ) ,加藤宏明 :

発話の時間構造知覚における視]確i覚の情報統合一l f連1覚刺

激を劣化させた場合 一 ; 電子情報通信学会技術研究報告

SP99-164(00.3)

14. 星野力(奈良先端科技大/ATR人間研/CRE S T ) ,鋼谷 器治

(奈良先端科技大/cR EsT/ATR- I ) :生物における階層系列学
習に関する考察 ;  電子情報通信学会技術研究報告Nc9 9-
108(00.3)

15. 松本有央(ATR人間研/奈良先端科技大/cR EsT ) , 岡 田 真 人
(科学技術振興事業団) ,木本智幸(大分工業高等專門学校) ,

鋼谷賢治 ( A T R-l /奈良先端科技大/CREST ) ,管生康子(生命
工技研) ,山根茂 (電総研 ) ,河野 1llf二(電総研) :サル側頭葉の
顔細胞の集団 ダ イ ナ ミ ク ス ー M D S に よ る解析 と連想記 ・應

回路によるモデル化一 ,電子情報通信学会技術報告研究

NC99-159(00.3 )
16. 恩田和幸 ( A T R環境研 ) ,前藤茂 ( A T R環境研 ) ,北川美宏 :高

次 元 ア ル ゴ リ ズ ム に よ る 通 信 ネ ッ ト ヮ ー ク の ト ポ ロ ジー

設計の検討;200 0年電子情報通信学会総合大会(00 . 3 )

17. 明上洋一 , 轉松明 ( 電気通信大 ) : 旅 行 タ ス ク におけ る自由

発話音声デー タ ベー スの作成;  日本音響学会2 0 0 0年春季

研究発表会(0 0 . 3 )
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M-022
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N〇.

3 次 元仮想物体生成 ・ 編集 シ ス テ ム におけ る  ド メ イ  ン

選移メカニズムの実現

共有仮想空間の知的利用のための定性的システム同定

法 と 2 レ ベ ル オ ン ト ロ ジーに関する研究

Effectively -Heterogeneous Information Extraction Toward
An  〇utsider Agent for Supporting A Brainstorming Session
Fac i l i t a t i on  of Co11aborat ive Concept  Fo rma t i o n  by

V isualizing Thoug_ht Space Structure
A n  Interact ive Visua l izat ion and  S imu l a t i o n  T o o l f o r

Archaelogicaland GeographicalData

V i sTA :An  Interactive VisuaIization Too l f o r  ArchaeIogica1
Data

I n t e r v a l S c r i p t s : a  Des ign  Pa r a d i gm  f o r  Story-Based

1nteractive Systems

Personalizing Sharedlnformation in Creative Conversations

タ イ ト ル

M-024 l S C A N & T R A C K : A n  Active Space Inciexing System for

l Unencumbered Tracking in Virtua1]l_nvironments
M-0 2 5 l  Geome t r i c - I m p r i n t s : A n  〇p t i m a l S i g n i f i c a n l  Po i n t s

l Ex t r a c t i o n  Me t h o d  f o r  the S c a n  & Tr a c k  V i r t u a l

' Environment
M-032 電気-粘性流体を用いた、  平面触感覚提示装 tif:の開発 一

実験機のためのシ ミ ュ レー ションと設計一

M-0 3 4 1  C-MAP :Bu i l d i n g  a Context-Aware Mob i l e  Assistant for
Exhibit ionTours

M-037 ' Mov ieGraphGUI
M-040 ' 一次反射音付加による仮想空間の広さの制御
M-043 l  Video Rhythm and Motion Analysis

M-0 4 5 l  3 D  Image/Video Processing for Image Expression
M-0 4 8 l  Prosodic Marking of In for mation Status i n  Tokyo Japanese
M-0491 マ ラ ソ ン シ ス テ ム に お け る 音 '111l1効果

N o

国内  (0774)951011

国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 0 1 1

夕 イ ト ル

H-001

H-002
H-003

H-004
H-005

H-006

H-007

H-00l9

H-009

H-010

H-0 i 1

H-012

H-013

H -0 1 4

A Neu ra lNe two rk  Mod e l f o r  Ar m Trajectory Formation

Using Forward and Inverse Dynamics Models

Supervised Leaming for Coordinative Motor Contro1
A N e w  I n f o rma t i o n  Cr i te r ion  Comb i n e d  w i t h  Cross-

Validation Method to Estimate Generalization Capability

2回逆投影法による複数画像からの3次元情報の抽出

From EMG  to Sound Pattems o f  Vowe l s : S o f tw a r e

Wo r d  Recogn i t i on  Using  Aud i to ry  M o d e l F r o n t-E n d
1ncorporating Speclro-Tempo1-a lMask ing
Speake r -1ndependent  Speech  Re c o g n i t i o n  Us i n g  a n
Aud i to ry  Mo d e l F r o n t  E n d  that fncorporates Spectro -
TemporalMasking Effect

1mplementat ion o f  Feature Track ing  and Factoriz_at ion
Algor i thm f o r  Shape and Mot ion  Recovery f r om Image
Streams

変換聴覚フイ ー ド バ ッ クの基礎検討 一 非定常ピッチ変

換に よ る 発声 ピ ッ チ の一111i動にっいて一

Dy n am i c  Ceps t r um  Pa r ame t e r  「nco rpo r a t i n g  T i m e -
F r e qu en c y  Ma s k i n g  and  I t s  App l i ca t1on  to  Speech

Recognition

Dynamica lContro]o f  Cluster Boundaries by Changing the

State Space Structure o f  an Associative Memory Mode] .

〇sci11atory Neura lNetwork  and Leaming o f  Continuously
Transformed Patterns

Switch ing the Vector Field According to the I n p u t o f  an

〇scillatory Neura lNetwork

Numer i ca lB i f u rca t i on  Analysis o f  an 〇scillatory Neura1

Network with Synchronous/Asynchronous Connections

H-015

H-016
H-019
H-020

H-022

H-C23

H-024

H-025

H-026
H-027

8

9

0

-

2

3

2

2

3

3

3

3

0

0

0

0

0

0

H

H

H

H

H

一一:

両限立体視における  ト ラ ン ス ぺ ア レ ン シ ーの計算理論

と 2重視差の一 111基計算モデル
Time-Domain Comb  Filtering for Speech Separation
Context-Driven RetrievaI a1 ld Saliency o f  FacialFeatures

From EMG  to For mant Pattems o f  Vowe l s : the  Implication

of  Vowe lSys tems  and Spaces

I n d i r e c t  Me a s u r e m e n t  o f  Feature  Sa l i e n c y  i n  Face

Processing

The Production o f  L o w  Tones in English Intonation.

S h a p e , S u r f c e  R e f l e c t a n c e , L i g h t  In tens i ty  a n d  L i g h t

Direction f rom Shading Images

Reconstructing the Voca lT rac t  during Vowe l P r o d u c l i o n

using Magnetic Resonancelmages
変換1確1覚フイー ドバッ クにおける機能局在の研究

標準正則化理論の多価関数への拡張(1 )  - 超並列緩和計
算によるなめらかな多重表面の ,111i元 一

最適化原理に基づく連動パタ ー ン の生成と認識に関す

る研究

DTwに基づく音声認識アルゴ リズム と続計的参照パ夕
ー ン設計法

Morpho1ogicaland AcousticalAnalysis o f  the Nasa l and  the
ParanasalCavities

A Theory  f o r  Cu r s i v e  Ha n dw r i t i n g  B a s e d  on  t h e

Minimization Principle

A Compu t a t i ona lMode l f o r  Cusive Handwriting Based on

the M in imizal ion PrincipIe
Art i f i c i a lL i f e  Primer
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H-034

H-035

H-036

H-037

H-038

H-039

H-040

H-041

H-042

H-043

H-044
H-045

H-046
H-()47

H-048

H-049

H-050

H-051

H-052

H-054
H-055

H-058

H-059

H-060

H-062

H-063
H-0 6 4

H-065

H-066

H-067

H-068

H-069

H-072

夕 イ ト ル

Projective Invariant o f  Lines on Adjacent PIanar Regions in

a Single View

音声情報処理へのニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クの応用

Junctions Analysis on the Projectedlmage of  3 D  〇bjects-

Detect ing  Y-and  A r r o w - Junc t i on s  f ro m  L o c a l I m a g e
Derivatives -
Multi-Valued Standard Regula1:ization Theory ( 1 ) :G l o b a 1

Recons t ruc t i on  o f  Mu l t i p l e  Transparent Su r f a c e s  v i a

Massively Para1lelRelaxation Algorithms

標準正則化における滑らかさの尺度の一般化と面複元

への応用

標準化正則化理論の多価関数への拡張(2)  - 多価正則化
ネ ッ ト ワー ク と そ の学習 アル コ リ ズ ム ー

Transfor med Auditory Feedback:Ef fects of  Fundamental

Frequency Perturbation

Methods for Modeling o f  Soft-Tissue Speech Arliculators.
A n  Ana lys i s  o f  the Dimens i ona l i t y  o f  J a w  Mot i o n  i n

Speech

Principles of Systemic Contro1:The Implications of  Dua1

Con t r o l i n  N a u r a l S y s t ems  f o r  l h e  D es ign o f  Arti f ic ia1

Systems

Physica lModels for Edge Finding:Snakes

Mu l t i - V a l u e d  S t a n d a r d  Regu l a r i z a t i o n  T h e o r y ( 2 ) :

Regular izat ion Ne t w o1-ks  a nd  Learning Algo r i t hms  for
Approximating MuIti-Valued Functions
Geometriclnvariant of Noncoplanar Lines in a Single View
ニュー ロン系のエネルギ一最-小化による最適解探索に
関する研究

Es t ima t i on  o f  Dynam ic  J o i n t  Torques a n d  Trajectory

Format ion  f r om  Sur f ace  E M G  S igna l s  Us ing  a Neura1
Network Mode1

進化システムを用いた :11l伝子のコーデ ィ ン グ 領 域予測
システムの開発

Evolutionary System for the Compu ter Screening o f  the

Coding Regions of  Human Genome
シ ミ ュ レー テ ッ ド ・ ア ニー リ ン グ法を用いた配送計画

文援システム

中相1神経系における連動の通応 - 学 習 メ カ ニ ス ム モ デ
ルに関する研究

大規模非線形計画間題に対する逐次線形化法

非 、1英字園日本語学習者に対する漢字指導法の検討 一

筆順指導と構造指導一

C AM - B r a i n シ ミュレ一夕の高速化 一 プ ロ グ ラ ム の 改

良 と C M-5への移 11i11-
A M i n i m um  Error Approach to Spotting -Based Speech
Recognition

3次元物体投影像における一空票'.的交差形状解析法

Th e  Percep t i o n  o f  Concur re n l Vow e l s : P e r i o d i c  a n d

Aperiodic Vowels .
発振ニュー ラルネッ トの遊定変化に関する実験的解析

人工ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クによる時空間パ夕一ン処

理に関する研究

一般回帰による正則化理論の多価関数への拡張と線過

程を用いな ぃ'l 、連続関数再構成アルゴリズム
The Effects o f  Complex Extraneous Sounds on  a Vowe1
Continuum

最小キー ワー ド列分類誤 りのための新し ぃ スポ ッ タ設

計法

UnidirectionalVersus B i -directionalTheory for Trajectory
Planning and Contro1

Exam ina t i ons  o f  Poss ib le  Exp l ana t i ons  f o r  Trajectory
Curvature in Multi-joint Arm  Movements

〇blect Recognition by Combining Paraperspective Images
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H-116
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H-122
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H- 124

H-125
H-126

H- 127

H-128

タ イ  ト ル

Visua lF ie ld  Effects i n  MentalRotations

物体の典行連動を検出する視覚情報処理機能

Mult i-Valued Regularization Networks
大規模2次計画間題に対する内点法とその数値計算に

つ い て 一逐次線形化法の部分問題への適用を目指し
て 一

Projective Invariants o f  Intersections o f  Hyperplanes in the

n-dimensionalProjective Space
T ime-Domain Simulat ion o f  Sound Production in the Brass
Instrument

A N e w  DiscriminalGeneral ised Cross Correlator

Using an l n ve r s e  Dynamics Representation to Reconstruct

TemporalFiring Paltems o f  Purkinje-cell in Monkey Ventra1
Paraflocculus

多価正則化 ネ ッ ト ワ ー ク 一多対 n写像を学習する多層

ネ ッ ト ワー クの理論一

The Asynchronous MFT Equation Converges Faster than the

Hopficld Network

、ll1;列計算機cM -5 を用いた逐次線形化法に対する数値
実験

局所微分 フ イ ル タ を 用い た多重 ス ケール多重方向場の

表現と検出

Ex emp l a r - b a s e d  a n d  N o r m - based  Mo d e l s  o f  Face
Recognition

Exp1oring the Struclure o f  MultidimensionalFace Space

Nonparametric Regression for Leaming

Auditory SignalProcess ing for l h e  Segregation o f  Speech

f rom Interfering Sou n d s :A  ComputationalInvestigation of

SpatialLocation and Periodicity Cues

T h e  Sy l i a b l e s , 1n t e r n a l S t r u c t u r e  and  Ro l e  i n  Prosodic

〇rganaization
2次計画間題に対する主双対内点法とその数値実験

Eliminating Spurious Memories Using a Network o f  Chaotic
Elements

前電位に基づく調青連動開始時点の測定一発話潜時と

の比較一

A N e w  Method f o r  Measuring Voca lT r a c t  Transmission
Characteristics

Telephone Band  Conversion of Studio Quality Audio Data.

Tempora lConstra in ts  o n  the Perception o f  the McGurk
Effect

FunctionalData Analyses o f  Lip Motion

Femininity and Masculinity of the face

物体の連動と形状の 3次元復元と操作のための体系的

計算理論

X-ray Fi lm Dalabase for  Speech Research
Viewpoint Dependence in Face Recognition
一般化線形モデルによる発火頻度解析

Proceed i n g  o f  t he  A T R  Work s h o p  o n " A  Bio1og i ca l

Framework for Speech Perception and Production'

Wh y  t h e 1 / 3 P o w e r  L a w  o f  Drawing and  Planar  Motion

Perception?

M V H B F : A  Ne t w o r k  that Approximates Mu l t i -Va lued ,
Vector-〇utput Mappings
Automatic Face Recogn i t ion:Combining Conflguration and
Texture

Effects of  Lighting on the Perception o f  FaciaI Surfaces.

An  Evolutionary Approach to Program Transfor mation and

Synthesis

AppIying Energy Min im iza t i on  Spl ines  to X -Ray Voca1
Tract Images
Sound  Local izat ion i n  the Ho r i z o n t a l P l a n e : A  Binaura1

Approach
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H-174

H-175
H-176
H-177

H-178

A Proposalto Create a Network-Wide Biodiversity Reserve

For Digita1〇rganisms

ブロック構造を持つ 2次計画問題に対する非動機並列

型共役勾配法

ヒ ト お よ び チ ン パ ン ジーの舌筋の比較研究

〇n the Gain of Stereoscopic Motion Para11ax Reproduction
2次連動が示す連動視差および動的遮請f の手がかりか

らの奥行知覚

Leaming to Localize Sounds Using V ision
顔の感性情報処理の研究方法にっい て

線形計画間題に対する射影変換法とァフイン変換法

MAT LA B入門

Mathmat ica入門

Chaotic Potts Spin Mode l f o r  Combinatoria1〇ptimization
Problems

Tierra Network Version

Projective Invariants o f  Noncoplanar Lines Derived f rom a

Single View

Projection Invariants o f  ( n-2 )-DimensionalSubspaces in n-
DimensionalProjective Space

Implicit Learning of  Complex VisualRegularity o f  Faces

Bifurcations in Traveling Salesman Problem

Experiments in VoweI  Segregation
T w o  P l a n e  S t r u c t u r e s  a n d  Mo t i o n s  f r o m  P o i n t

Correspondences i n  T w o  Images

Algebraic Analysis o f  Some  GeometricalFactors in 〇bject

Recognition

Variability in Familiar and NovelTalkers:Ef fects on Mora

Perception and Talker Identification
強化学習 に よ る ゲー ム戦田111の獲得

S imu la t ing  Probabil ity Matching in Groups o f  Foraging

A n i m a l s :  A Compa r i s o n  o f  Representa t iona1  a n d

NonrepresentationalModels

The  Ef fects o f  Talker  Variabi l i ty on the Perception o f

Amer i c an  Eng l i s h / r / a nd/1/b y  Japanese Listeners,11:

Subject Dif ferences.Acoustic and TemporalCorreIates o f
Talker Effects,and Some  TechnicalConsiderations

単純順位文法に対する並列構文解析アルゴ リ ズ ムの

cM-5への実装とその性能評価
Does Cardio ida lStra in  Change in Rea lF ron t  V i ew  Face

Images Have an Effect on  Changing the Perceived Age?
統計的時系列モデルを用いた変換聴覚フイ ー ド バ ッ ク

法の検討

B ifurcations in Mean Field Theory Anneal ing

音環境による発声および行動の変化計測に関する基礎

検討

Re f i n i n g  Hygen ic  M a c 1-o s  f o r  Mod u l e s  a n d  Separate
Compilation

The Dynamics of AudiovisualBehavior in Speech

Chaotic Potts Spin

A ComputationalApproach to Evolutionary Biology

Trumpet Sound Simulat ion Using a T w o-Dimens iona lL ip
Vibration Mode1

T ime-Doma i n  S imu l a t i o n s  o f  S o u n d  Product ion in an

〇rgan Flue Pipe

H- l 8 4
H-196

H-189

H-190
H-193

H-194

H-195
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H-197

H-198

H-199

H-200

H-20]

H-2 0 2

l H-203

H-204

H-207
H-209
H-211
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H-2 1 4

H-215
H-216

H-217

H -219

H-220

H-221
H-222
H-223

H-224

H-225

H-226
H-227

H-232

H-235

H-237

The C/D Mode l a s  a Dynamic,Non-SegmentalApproach

Va l i d i t y  o f  Gende r  J u d g eme n t  o f  Fa c e s ;Compa r i s o n

between Faces o f  Different Age Groups
Acoustic Characteristics o f  the Piriform Fossa in Models  and

Humans

2質量モデルを用いた金管楽器の発音シミュレー シ ョ ン

Doubly Constrained Network  for  Combinator ia l〇pt imi-
zation

Dynamic Programming for the Prototype-Based Min imum
Error Classifier

Speech FundamentalFrequency Estimation

A S tudy  o f  Cepstrum 〇ptimizat ion  by Di s c r im i n a t i v e

Feature Extraction.-DFE Implementation Details-
Assoc iat ive Memory  Based  on  Parametrica11y Coupled
Chaotic Elements

Ar t i f i c i a lL i f e  Based on  Programmed Se l f -Decomposition
Mode1

生体の運動制御における 111リL道計画のメカニズムおよび
視覚連動関連に関する研究

Speech Transformat ion Using Adaptive Interpolation o f

Time-frequency Representation and A1l-Pass Filters
Pattem Recognition Using Discriminative Feature Extraction

連 動 軌 道 デ ー タ か ら 計算 さ れ る 評価関数に よ る 軌道計

画規範の検討

Perce iver  Eye  Mot i o n  dur ing  Aud i o v i s u a l S p e e c h  Percep-
tion

D i a gno s t i c  Reco g n i t i o n :  Ta s k  Cons t r a i n t s ,  〇bjec t
I n f omlat ion.and their Interactions.

3次元表面曲率の月li1内表現に関する心理物理的研究

Receptive Field Weighted Regression.

広い視野における両限視差の分布と絶対距離知覚

自律的画像観測機構を実現する視覚系の数理的モデル

化の研究

D i f f p a c k を用いた 2次元非圧縮性流体のシミュレー シ
ョ ン 管楽器発音のモデル化にむけて一

Robotic Contro lwi th Part ia lVisuaI In for mation

A n  Appl icat ion o f  Discr iminat ive  Feature Extraction to

Filter-Bank-Based Speech Recognition
Ten Experiments on VowelSegregation

A n  E x p e r i m e n t a l S t u d y  o f  the  〇pen E n d  Cor rec t i on
Coefficient for S ide Branches within an Acoustic Tube

3 D  E y e :  Deve1opment  o f  a Three -D ime n s i on a l E y e
Measurement System based on Computer Imaging
Kohonenマ ツ プ の シ ミ ュ レー シ ョ ン

Discriminative Training for Speech Recognition

Constrained Neura lApproaches to Quadratic Assignment
Problems

A Study on  the Speech Acoustic-to-Articulatory Mapping
using Morpho1ogicalConstraints

An  Efficient Implementation o f  the Gammachirp Filter and

its Filterbank Design
Mode1of Motion Detector

3次元表面の月li1内表現に関する心理物理学的研究

T h e  I n f l u e n c e  o f  B l u r  o n  t he  Pe r c e i v ed  QuaI i ty  a n d

Sensation of  Depth of 2 D  and Stereolmages

Form and Function:Another V i ew  of Speech Production

Kinematics-Based Synthesis of  Realistic Talking Faces

N〇.

夕 イ ト ル

視覚連動学習を可能にする中枢神経機構一人間の到達

連動から推定する座標系とその表現一

オ プ テ ィ カ ル フ ローからの多重運動立体視の計算機実

験

Synergy of Modular  Networks by Fuzzy Logic

N〇.

タ イ ト ル

H-129

H-130

H-132

H-179 Acoustic Characteristics o f  the Human Paranasa lS inuses

De r i v e d  f r o m  S o u n d  Pressure  Mea s u r em e n t  a n d

MorphoIogica1〇bservation

Measuring and Creating Different FacialImages for Age and
Gender

H-183
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Head Pose Deteml ination from 〇ne Image using a Genetic
Mode1

ポ ラ ン テ ィ ア 集 1 ji活動変化の数理モデルとその要当性
に関する考索

D i s c r im i n a t i v e  Feature Extract ion App l ied  to Speech

Recognition

GUl-STRAIGHT:Getting Started

〇n -L i n e  E M  A l g o r i t hm  f o r  the Nom a l i7 ,e d  Gau s s i a n
Network ・

表情画 f象デー タ ベー スの構築と基本特性評価
TemporalFir ing Pattems o f  Purkinje Ce1ls i n l h e  Cerebellar

VentralParaf1occ、ulus during 〇c、ular 「ol1owing Responses

in Monkeys.1I .Complex Spikes

A P h y s i o 1 o g i c a lM o d e l o f  a Dynamic  Vo c a l T r a c t  fo 1・

Speech Production

Unsuperv ised Learn ing o f S u b -Mi1l i second Tempora1
Coded Sequencc by a Network of  'Coincidence Detector"
Neurons

Blueprint o f  a3-Dimens iona lVoca lFo ld  Mode1

A Mode1o f  VowelPercept ion based on Missing Feature
Theory

A Three -D i m e n s i o n a l E y e  Mov eme n t  Measu r emen t
System

Making 〇rganizationalLearn ing 〇perationa1:lmplic、ation

f l・om  Learn ing Classifier System

/l - 〇pt Neu r a lApp r o a c h e s  to Quadratic Ass ignment
Problem

夕 イ ト ル

H-262 MR I  Toolbo? A MAT LAB -Ba・,ed Sy 、?tem f o1 Man1 pulat1on
of  MR I  Dala

H-264  A Mathemat1c、a l F l a m e w o1 k l o1 A ud1to1 y P1 oce、s lng A
Me1lm T1 an、for m o l a  Stab1 1 1・・cd  Wavelet Tl an,formつ
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Smgmg, X o o m 1J

H-266  Pe1c、cptua lCharac、tcr1st1c、s o f T cmp o r a l Su uc lu le、ln Speech
Towa1d、〇bJec、t1vc A1、c、s、mcn lo lSynthe1, l‘,RuIes

H-268 人11 / l .11111シ ス テ ム T 1c rl a
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徴抽出

f i-277 CoDI Techn 1que.Cellular Autom tta-Ba、ed  Ncu1 ilNe tworks
H -278 Sclf -〇1g.uu/a l lon of  Mm d  m CBM- l1kc Env 1ronmcnt1
H-279 P、ycholog lc、a lBackg 1 o u n d l o1 T h c ' 4 + 1 " M e m o1 y Mode1
H-280 Pomt C1oud Me、sh Gene1 at lon lnd Rendermg

H-2 8 l  F tst Le t1nm g o l〇n-Lmc E M  Algor1thm

H-282  〇n-Lmc Modc lSc lcct1on B t1。ed  on The  V a1 l at1ona lBaye、
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AC-()()03 通 11 L1,'、ルーチ ン グ シ ミ ュ レー シ ョ  ンシステム  S A R A - 1
AC-0004 2 次元ブロ ノ ト ッー ル(FDイ 、」 )
AC-00()7 ,11」-域分,,l1 - 合成1:リ C M A ア夕プテ ィ フ ア レー とそのJ1_、用
AC-()0()8 〇pt1c a l S1gn‘il P1 oce.s-1g Mult lbeam An ay Antcnn 11, f o1

both Tran、m l1.s1on  and Rccep l1on
Ac-0010 1,',1渡会文に依イf し な ぃ ビー ム パ 夕 一 ン を i 、i-つ1ム構」,kティ

シ夕ルマルチヒ ー ム フ - % - 一 ミ ン グ l l11f各をi11f重係を女l1 1'算
に利用した 111、1;1:イ-ナルヒー ム フ ォー ミ ン グ

Ac-()011 II 」-'じ l11」イ11 ,J-処理にJ,l、つ く 1 1J 11i,1度 - 高ll1、1 -1 - 1?1受イ,1システ
ム ー シ ン ク ル ピ ー ム 形 成 型 ア ダ プ テ イ ブ ア レ ー と 最

ゆう系列i11:定の結合方式一

AC 0012 A M u l t 1 -Beamspa c e  H lgh-Reso l u t 1o n  D〇A  F 1 n d lng
A lgon l h m  i o r W 1dc-Band Senso1 Ar1ay、

Ac-()()19 1, 11渡i表,11i1択'1i1.フ ェ 一 シ ン グ f?uiに お け る l J ,域 分:1,」 ・ 合
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AC-0022 2次元ブロ ノ ト ソ ー ルVe rつ (FD付)
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ソ フ ト ゥ ェ ア B A C S-1 ( FD付)

AC-0026 行列の1 ',1イ1 イl1l とl,',1有 ぺ ク ト ル の 、,1t似 解 11i1
AC-0()27 ソ フ ト ゥ ?ー ア化字1又1心の -考 タ1
AC-0031 高次,;1二ア ル コ リ ズ ム に よ る  JPEG-1 l 1, J'-化テ ーフル最通化
AC0032 QoSマ ソ ピン クに開する考集(デ一夕FDイ'J)

AC-0034 バ イ ナ リ 一 行 列 n;l1デー タ の ブー ル理相lX、J関係, 1算ソフ

ト ゥ ー・アBAC S -2(FDイ、j)
AC-0035 イ11l li11するテサイン ーモ ノ と 人 と の 関 係' l一第 1 部
AC-0037 プ ロ グ ラ ム ソ ー スコー ト、の コ メ ン ト 操 作 ツ ー ル(FDイ、j)

AC-0038 W1ndow,111又2次元プロ ソ ト ッ ー ル(FD付)
A C 0()42 フ ァ ジ ィ ク ラ シ フ ァ イ ア シ ス テ ム に よ る Q o S マ ソ ピン

ク ルー ルの白イ l'.11'、j1111.111手法
AC-0044 WACN e tにおける動 l 11Jセ グ メ ン テー シ ョ ン と メ テ イ ア

アクセス1l1l11t lj 、  ルーチングに関するイ l1「究1li-11
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タ イ ト ル
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タ イ ト ル

ネ ッ ト ワー ク仕様記述処理システムにっい て

通信ソフ ト ゥ ェアの非手続き的記述法手法と解析手法

の研究

通信 ソ フ ト ウ ェ ア 自動作成実験

C G に よ る枝ぶ り生成法

格子点探索法における最近傍底点の周期性

Software Design and its Automation FinalReport
視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出処理と高

精度化の検討

3次元画像モデルデー タベースのアクセス ・指示法の研究

2次元対象物の3次元化手法としてBsE法の提案
STR(State Transition Ru l e )記述仕様書

State Transition Rule(STR)Description

視点追跡形立体表示装置の構成と操作法

連動視における表示遅れの影響

Rea lT ime  Hand Motion Detection and Recognition
視線検出装置とマウスを併用する指示入力法の評価

通信サー ビスにおける要求の理解

自然言語空間記述による視野探索

仮想協調作業空間における物体の管理

自然言語と手指示を続合した3次フ元仮想空間中での対

象物操作と配置

1nteractions Between 〇bjects in a VirtualSpace

利 用 者 イ ン タ フ ェ ー スのための手振り認識と理解にっ
い て

設計知識の構造化と活用

設計プロセスの一l11111積と再利用

Acquir ing3D Models f rom Sequences of  Contours
通信サー ビス仕様から通信ソフト ゥェアを生成する手法

Ev a l u a t i o n  o f  the Homo topy  S w e e p  Te c h n i q u e

Representation and Animation of Three-DimensionalImages
for Human Face Generation and Mouth Animation

表情表現を考慮した顔特徴点抽出に関する検討 一表情

変化による顔皮111 表面の時間的変位の計測置1所と表情

再現品質の関係の基礎検討一

オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 デ ー タベー スのア クセ ス制御機構 と

セキュ リテ ィ設計支援手法

パー ソナル ・ コ ン ス ト ラ ク ト ・心理学実験にも とづ く自

動車記述のための概念検出可能性に関する研究

What  You Say I s  What  You S e e - I n t e r a c t i v e  Generation,

Manipulat ion and  Modi f icat ion of 3 -D Shapes Based on
Verba lDescr ipt ions-

Ca l i b ra t i on  o f  a Stereoscopic Disp lay  System w i thout

Specia lEquipment Needs , and  Delay Reduction in the Eye

Tracking System

限のC Gアニ メ ー シ ョン と視線の知覚に関する検討

3次元顔画像生成に関する研究

Pe r c e p t u a l K i n ema t i c s :V i s i o n-based Co n t r o l o f  Robo t
Manipulators

設計知識の構造化と活用 一設計知識の再利用一

ド メ イ ンモデルを利用した通信サー ビス仕様生成手法

空間多重 フ イ ル夕 リ ン グ に基づ く 3 次 元曲面の特徴計

測 と その一般化

Towards the Realization o f  Rea1-Time Co1lision Detection

通信サー ビス仕様におけるサー ビス競合の自動検出法

Screening Services Simulation

3 D仮想物体を用いた形状に関する概念獲得方法

C-005
# C-006

C-007
C-008

C-009
C-010

C-011
#C-012
C-014
#C-015
C-016

#C-017
C-018
C-021
C-022

C-023

#C-024
C-025
C-026
C-027

#C-028
1llC-029

C-030
C-031

C-033

光切断法による  3次元立体形状自動入力

I N T E R N SH I P  R E P〇RT ( A u t o m a t i c  Acqu is i t ion  a n d
Reconstruction o f  3-Dimensiona1〇bject)

言語 ・画像情報統合理解の研究

手の動き認識とこれを利用したマンマシンイン夕一フ

ェ ー スの研究にっい て

立体画像信号の伝送に関する一検討

構文解析ツー ルPARSER

対話と係り受け情報を利用した文献検索システムの研究

臨場感通信会議システムに関する 一一考察

概念図作成支援システムの試作

文書画像デー タ ベー ス 編集プ ロ グ ラ ム

出版業におけるレイアウ トに関する専門知識の調査

通信 ソ フ ト ウ ェ アの仕様記述にっい て

暗号研究の現状

直線型3次元Ho u g h変換による平面の抽出

セキ ュ リ テ ィ 研究の現状

Relative 〇rder Determination in Ambiguous Moire Pictures

Surface Curvatures Computation in Moire Pictures
奥行きi益_に関す る 一検討
顔の向き検出法に関する石j1:究

光切断法による3次元形状の自動入力

S ymbo l i c s用日本語入力フロントェン ド - キーボー ドェ
ミ ュ レ一夕「J〇KER」
モアレ締1生成及び3次元形状合成システム取扱説明書

光切断法による 3 次元形状の自動入力に関する ソ フ ト

ウェア取扱説明書

Facia1lmage Processing and Face Modeling

指文字を例にした手振り認識の結果 一 デ 一 夕 グ ロ ー

ブによる指文字の認識結果一

ス ケー ルスペー ス解析と輪郭線の規則性による車l金事l1像

の セ グ メ ン テー シ ョン手法

sIPs利用の手引
文書 レ イ ア ウ ト に 関 す る 研究 一研究環境一

地図案内システム IM AG E

図形画記述/検索SPADE  S Y S T EMルー ル説明書

図形画記述の検索SPADE  S Y S T E M イ ン夕一フ ェ ー ス

ツ ー ル

通信技術文書体系化システム

通 信 ソ フ ト ウェア設計支援システム
3次元形状の再構成手法にっい て
演系等1的学習にっい て

U l t r i x コマンド利用者マニユアル

知的文献検索実験システムの仕様

要求理解プログ ラムの類似サー ビス検索部の一部にっ
いての A T R に よ る 実現

J 〇 K E Rシステム S y m b o l i c s 側ソフ ト ゥェア解説書

S ymbo l i c s用日本語タ ー ミ ナ ル エ ミ ュ レ一 夕

S y m b o l i c s用 d v i フ ァイルプレビュアー システム

ネ ッ ト ワー ク仕様記述言語処理系仕様書

知的電話機設計 ド キ ュ メ ン ト

ユーザモデルを用いた知的文献検索システムの仕様
プ ロ ダ ク シ ョ ン シ ス テ ム と A T M S に よ る 画像認識シ ス

テムA S D S

P V -WAV E拡張プロシジャ ーマニユアル

Hand Motion Interpretation Using NeuralNetworks
ステレオ画像を用いた指先位置の実時間測定
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131
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C-133

通信サー ビス設計およ  び検証における形式的支援に関

する研究

S n a k e sによる複雑な輪部の追跡

sT R手法と通信サー ビス競合(非決定性)検出に関する
考察

ネ ッ ト ヮ ー ク セ キ ュ リ テ ィ 参昭モデル

格子点探索法による素因数分解高速化手法

安定111勢における形状対象性を用いた能動的3次元形
状推定

通信サー ビス要求記述への自然言語の適用

自然言語に よ る通信サー ビス要求記述から S T Rへの

変換

通信サー ビ ス仕様 S T R か ら プ ロ グ ラ ム仕様 S D Lへの
変換

ド メ イ ン モデルに よ る要求理解にっい て
連111i、記憶を用いた異質性を含む情報の抽出手法の検討
STR(State Transition Ru l e )記述仕様書

A Sophisticaled Manipulation Aid  i n  a VirtualEnvironment

User Interest Acquisition

3 次元測定デー タの重要度に応じた表情再現方法の一

考察

Knowledge Representation and Acqvistion f o r 3 -D  Shape

〇nto1ogies

広域状態選移に着目した通信サー ビス仕様の検証

階111適空間表現を用いた3次元物体間の実時間インタ
ラ ク シ ョ ン に 関す る 研究

高信1111li性ソフ ト ウ ェア設計手法の研究
通信サー ビ ス仕様に関す る要求理解 と ソ フ ト ウ ェ アへ
の変換に関する研究

対 象 シ ス テ ム に 非 依 存 な ソ フ ト ゥ ェ ア 生 成 と 異 種 プ ロ

トコルへの整合

交換機能概念モデルとその応用

通信システム仕様の要求理解における高速計算方式

分 散 ネ ッ ト ヮ ー ク に お け る 通信 ソ フ ト ウ ェ ア 仕様の生

成法

通信サー ビスのモデル化と自然言語による仕様記述の

理解法

1#;;i三1
l C-137
C-138
C-140

C-l41

C- 142

C- l 4 3
C-144
C-145

C- l 4 6

C- l 4 7

C-148

C-149

C-150

C-151

C- 152
# C- l 5 3

C- l54

C- l 5 5

C-156
C-157
C-158

C-159

N o

I-001
I-002

l-003
I-005
I-006
1-007

I-008

I-009
I-010
I-01I

I-012

I-013

タ イ ト ル N o

Automatic Telephone Interpretation:A Basic Study
通訳を介した電話会話の特徴分析

多f要1'1青額ラベルをもっ日本語音声デー タ ベー ス
連続音声認識

Phoneme Recognition Using Time-Delay Neura lNetworks
通訳を介した電話会話収集デ一夕

日本語品調の分類

前易検索言語を持つ音声デー タ ベー ス管理システム

Research Activities of Speech Processing Department
対語型操作環境をワー ク ベ ン チ ご と に 設 定 で き る メ ニ

ュー システムの作成

音声信号処理の基本操作を提供する機能モジュ ール群

の作成

Voice Conversion by Analysis-Synthesis Method

I-014

f -015

1-016
1 -0 1 7

I-018
I-019

l I-022

I-023

国内  ( 0774 )951162

国 際  + 8 l 7 7 4 9 5 1 1 6 2
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実行順序解析方式

樹木画像を入力 とす る 3 次元樹木形状のフ ラ ク タ ルモ

デルの自動推定方法

仕様記述段階でのサー ビス競合検出手法に関する考察

解11場感通信会講11システムにおける実時間表情検出
vR研究における力覚 lf1示装 i11iの分類とT〇CU Sを利用
した試作装置の提案

Emotion Enhanced Face Meetings which Uses the Concept

of VirtualSpace Teleconferencing

Interact ive3D Visualization of Menta l Images  through a 2

LevelRepresentation of ComponentialGeometry
把持動作におけ る夕一ゲ ッ  ト予測

手振り言語による仮想物体形状生成イン夕フェ ー ス

画像ボケによる奥行き知覚言異差の定最化

フラ ク タルを用いた仮想空間中の樹木形状の高速表示

技術の研究

l911 1場感通信会議における人物動作のリアルな実時間再
現方式

熱画像と可視光画像のステレオ統合による時系列距離

画像獲得法の検討

適伝的 ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い た マ ル チ カ メ ラ 画 像 か ら の

人物の姿勢推定法の検討

3次元物体形状の面対11111性に基づ く能動的復元および
色彩情報の再現

sT Rによる仕様記述法と仕様確認支援手法の評価
異常な状態への選移の検出精度向上手法の検討
オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 デー タ ベー ス シ ス テ ムにおけ る完全

性のための機構と設計支援手法

危険な情報フロ一削除手法

サー ビス競合検出の効率化手法

領域知識に基づく通信ソフ ト ゥェア要求獲得支援手法

図形 に よ る サー ビス仕様記述文接法

Recogn i t i o n  o f  Con t i n uo s  Gestures  Us i n g  Non l i n e a r

Dynamics

An l n d i r e c t  Approach to Hand Gesture Recogni t ion for

App l i c a t i o n s  Comb i n i n g  Hand  Ges tu re s  a n d  Natura1

Language

ATR自動細訳電話研究所 〒6 1 9-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2 - 2 電話

Genera l iz ing Uni f icat ion i n  Semant ic  Netwo rk s  toward

NaturalLanguage Understanding

A Desc r i p t i on  o f  En g l i s h  Dia1ogues  b y  S t ruc tu r a1

Correspondence Specification Language:SCSL

Comparison o f  Telephone and Keyboard Conversation

Summar i e s  o f  Workshop on Natura lLanguage  Dia1ogue

Interpretation
Hidden Markov Mode 1を用いた日本語有声破裂音の識別

音声デー タ ベー ス構築のための視察に基づく音韻ラべ

リ ン グ

Research Activities of the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Department

Qua l i t y  Contro1 o f  Spe e ch  by  Mo d i f y i n g  Fo rma n t

Frequencies and Bandwidths
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夕 イ ト ル

種々の発声様式における音員律パラメ一夕の性質にっい て

A Method o f  Analyzing Japanese Speech Act Types(I)
テ キ ス ト - デ ー タ ベー スからの慣用表現の自動抽出
研究用日本語音声デー タ ベー ス利用解説普

言語デー タ ベー ス用格、係り受け意味体系

Ana l y s i s  a n d  Pred ic t ion  o f  V o w e l -Devoca l i za t i on  i n
Isolated Japanese Words
音声 ・言 語 イ ン 夕 フ ェー スの予備検討

素性構造とその単一化アルゴリズムに関する検討

A P h o n em e  La t t i c e  Pa r s i n g  f o r  Con t i n u o u s  Speech

Recognition

Modu l a r i t y  a n d  S c a l i n g  i n  Large  P h o n m e i c  Neura1
Networks

Representation and Computation o f  Units o f  Translation for

Machine Interpretation o f  Spoken Texts

A n  Integrated Linguistic Database Management System
動詞敬語の相互承接にっい て  一句構造文法理論を用

いた構文論的説明一

解析用辞書開発作業に関する一考察

The Formalization o f  a Knowledge Base for English

日標指向型対語における次発話の予測

言語デー タベー ス作成のための日英対訳対応付け

Record o f  S i x  Work  Sessions on Concepts,Methods.and

Tools f rom Existing Running Rea1-Si -ze M T  Systems
〇perations on Typed Feature Structures:Motivations and
Definitions

キーボー ド会話収録システムにっい て

Hidden Markov Mod e 1を用いた英単語認識

英語音声デー タ ベー スの作成

句構造文法にも とづ く目本語文の解析

Duration ControlMethods for  H M M  Phoneme Recognition

〇n Sentence LevelFactors Goveming SegmentalDuration

in Japanese

A Study of  Engl ish Word  Category Prediction Based on
Neura lNetworks

〇n the Uni t  Selection Measure f o r  Speech Synthesis by

Ru le  Using Multiple Synthesis Units.
Pragmatic Extensions to Unification-Based Formalisms.

Typed  Fea tu res  S t r uc tu r e s :  t he  Langu a g e  a n d  i ts

Implementation

合成用日本語音声デー タ ベー スの概要

Wo r d  Spo t t i n g  Me t h o d  Ba s e d  o n  H M M  P h o n em e

Recognition

Fast Ba c k -propagat ion Learn ing  Me t h o d s  f o r  Neura1
Networks in Speech

Speech Research at ATR  Interpreting Telephony Research
Laboratories

対話文翻訳における英文生成システムの検討

ニュー ラ ル ネ ッ ト ヮー クの音声情報処理への応用

解析過程の制御を考慮した句構造文法解析機構の検討

Research Activities o f  the Speech Processing Department
Mod前ed Mltalk

対話翻訳のための階曜1型プラン認識モデル

目標指向型対話における  ド メ イ ン知識の調査

Tools for Fundan,entalFrequency Mode11ing
Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Department
f o r1988

RET IF :A  Rewrit ing System for Typed Feature Structures
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム ・ リ ー デ イ ン グ 知 識 を 用 い た 音 韻 セ

グ メ ン テー シ ョ ン ・エキ スパー ト シ ス テ ム
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The ATMS  ManualVers ion 1.1 A TM S説明書1. 1

Po l i teness  Strateg ies  i n  Amer i c a n  Eng I i sh  Te l ephone

Dia1ogues

形態素情報利用解説書(兼作業マニユアル)

連続音声デー タ ベー スにおける言語 -韻律情報
否定文の理解に関する研究

音素的特徴の動的性質を用いた調音結合の正規化

HMM音韻認識と拡張L R構文解析法を用いた連続音声

認識

対話参加者の心的状態に関する制約に基づく発話解釈

モデル

T D N N 音 韻 ス ポ ッ テ ィ ン グ と 拡 張 L R パーザ を 用 い た

文節音声認識

研究用A T R日本語音声デー タ ベー スの作成

時間遅れ神経回路網 ( T D N N ) を用いた音額/音節スポッ

テ イ グ

Para11e l i sm,Hierarchy , S c a l i n g  i n  T i m e -De lay  Neura1
Networks for Spotting Phonemes and CV -Sy11ables
対話における名詞句の同一性の理解とその応用

セパレー トベク トル量子化に基づく話者通応化

フ ァジ ィべ ク トル量子化に基づ く話者適応化

ベ ク  トル量子化話者適応のHMM音韻認識への適用
ベ ク  ト ル量子化話者適応の時間選れ神経回路網(TDNN)

による音韻認識への適用

話者重量型HMMを用いた調音様式の話者通応化

ベクトル量子化話者適応化の研究

話者適応化における写像方法の比較

結合価情報を用いた誤認識単語の推定手法

単語間の連接確率を用いた付属語列の生成実験

高精度 I I M M を用いた英単語認識

係り受け関係を用いた文節候補選択処理

sL-TRANsにおける、文節候補選択処理、問合わせ処理
文節候補選択処理のための係り受けデ一夕

会話文音声生成のための音声合成、および= ユ ー ラ ル
ネ ッ ト ワー クの連続音声への適用

Multiple I nheritance in RETIF

Research Activities o f  the Speech Processing Department

〇n Interpretations o f  a Feed-Forward NeuralNetwork
Research Activities of  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Department
for Feb.1989-〇ct.1989
ニュ ー ラ ル ネ ッ ト に お け る バ ッ ク プ ロ パ ゲー シ ョ ン 学

習の効率化方法

Connectionist Large Vocabulary Word Recognition

日英機械-翻訳システムにおける生成文の評価 一「ダ」型
表現を中心にして一

Constructive Neura lNetwork for Speech Recognition

HMM音韻連結学習とN E T g r a mを用いた英単語音声の

認識

Ef f ic ient  Dis junct ive Uni f icat ion in a Bottom -Up S h i f t -
Reduce Parser

文節に基づく単一化文法の一案 一特に任意要素類の扱

い を巡つて一

Cross-Language Voice Conversion
K n o w n  Current Prob l ems  i n  Automat i c l n te rp re ta t i on :

Cha11enges for Language Understanding

Strategic Lazy IncrementalCopy Graph Un ification Method
シフト不変型決定論的ボルツマンマシンによる音声認識

S L - T RAN Sの現状と課題

波形重ね合わせ法による合成音の品質にっい て

音韻環境に応じた音声合成素片の接続方法の検討

I-119
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l -135
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I-190

I-194

I-195
1-196

I-197

1-203
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The MapSigna lRemote Speech Editor

Experiments in Pitch Extraction

Auditory Nerve Fiber Spike Generation Mode1
複合音声単位を用いた規則合成実験システム

テ キ ス ト - デー タ ベー スを用いた分脈自由文法の適用
確率推定

種々の音韻連接単位を用いる規則合成方式の言多、断的な

評価

大規模音声デー タ ベー スに基づく音声合成

T D N N 音 韻 ス ポ ッ テ ィ ン グ と 予 測パーザを用いた大語

集単語音声認識

T D N N の 構 造 の 音續認識率 、 ソ フ ト イ ン バ リ ア ン ト 性

への影響
Hidden Markov Mo d e lによる音組認実験の結果

HMM音額認識における青識連銀統計情報の利用

自動細訳電話研究用言語デー タ ベー スの構成

日英対訳対応デー タ

日英対訳対応デー タの仕様

目本語解析文法の意味表現にっい て
S L-T R A N Sにおける l:1本語文法の概要
対話デー タ ペー スからの頻度情報の抽出

Generalized L R  Parsing in Hidden Markov Model

素性構造の単一化に基づく パーサの並列化方式

T ime-Frequency SpectralEstimation o f  Speech -The Ro]e
o f  Variance In  Estimator Perfomlance

ABMT  for Text and Dialogue a preliminary assessment of

its potentials

研究用日本語青声デー タ ペー ス利用解説tl 1 ( 連続青 ,1・,
デ 一 夕 編 )

Automat ic  Language Recognit ion Us ing  Acoust ic  Featu l-es
統計による音声認識イl突補の絞り込みに関する考察

音声認識における文法活用の有効性

音声認識用言語モデル構築に関する考察

ATRにおけるNe u r a l N e t w o r kを用いた青声情報処理

Study on Combining HMMs  and Neura lNetwork  Mode l s-

TDNN-HMM  for Phoneme Recognition -
声質変換技術と高品質ピッチ変換法

ニュー ラルネッ トによる英単語品詞列予測モデル

ニュー ラ ル ネ ッ ト に よ る 音素 フ イ ル タ を 用 い た 111音認識

Sorne ComputationalApplications of LexicalFunctions
並列自然言語処理における単一化手法の高速化

中間概念を定義した知識ベー ス作成手順

ATR自動翻訳電話研究所シンポジウムの開イ提

発話変動にロバス トな T D N Nの検討

〇verview o f  ATR  Basic Research into Telephone Interpre-
tation

「は」と「が」の処理
A T R 対語デー タ ベー スの内容

A Fuzzy Training Approach for  Phoneme Classif ication
Neura lNetworks

単語間の共起関係を定義した知識ベー スの構成とその

制御方法

言語情報を利用 した母音継続時間長の制御

A Bi l i ngua lD i a1ogue  Database f o r  Automat i c  Spoken

Language Interpretation between Japanese and English

M〇NA-LISA:Mul t imoda1〇nto1og ica lArch i tecture  for

Linguisticlnteractions and Scalable Adaptations
話者重f 11 型HMMによる文節認識

階層的クラス夕リング手法の訳語選択への応用

依存関係合成による機械翻訳システム

夕イプ付き素性構造主導型生成

Optimization o f  Unification-Based Generation
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単一化文法解析生成システムのための英文法

Connec t i on i s t  Large-Vocabu l a r y  Con t i n u o u s  Speech

Recognition

ニュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー クによる青声認識の研究一発表

論文集一

対判定型ニュ ー ラ ル ネ ッ ト ヮ ー クの原理と時間選れ不中

経回路網 との続合によ る ロバ ス ト な音素認識

単語の意味カテゴリ ー を用いた係り受け整合度の平滑化

Comparing Fricatives:A SpecialAnalysis of /hi/and/C5/in

Japanese and German
日本語形態素分析の細則

言語デー タ ベー スから抽出した知識デ一夕の分布

益み尺度測地線を用いた音声スぺク  トルの補間

伝送誤りに強い vQ符号帳構成法に関する検言 、」
Tools for Monitoring Para1lelLisp P1ograms

Un i f i c a t i o n -Ba s e d  Pa r s i n g  o n  I n c re a s i n g  L e v e l s  o f
ParaIlelism

Research Activilies of the Speech Processing Department

Research Activities of the Natura lLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Database Department
for Nov.1989̃Mar.1991

T e x t - I ndependen t  Speaker  Recogn i t i o n  Us ing  Neura1
Networks

Determin ing Sur face  Form f o r  Ind i rect  Speech Act s  i n

English
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Mak ing  w i t h  Uncertain Nondeterminist ic Actions Using
Second-〇rder Probabilities
Commun i c a t i v e  Funct ions  o f  Spoken  Japanese and  its

Meaning Interpretation on M T  System

Research Activities o f  the Speech Processing Depa1'tment,

January through December , l991

A Study o f  Speaker Adaptation and Speaker Individuality

Third Person Referring Expressions in English
話者選択手法を用いた音声認識の基礎検討

混合連続分布 H M M を用いた移動ぺ ク ト ル場平 l・111化話

者適応方式

Discourse Managemen lMechan i sm  o n  Spoken Dia1ogue

Processing(in an  M T  System)

English-Japanese Transfer by ASURA  Framework
A Study on Language Modeling for Speech Recognition

Tree-Based Unit Selection for English Speech Synthesis
S L-TRAN Sの日本語標準表記に関する検討
Research Activities for the NaturalLanguage Understanding
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混合連続分布HM M移動べク トル場平消-化話者適応方
式の文節認識性能の評価
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Report

単一化に基づく構文解析:入門1 1 11l l A n  I n t r o duc t i o n  to
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Easier C Programming Input/output facilities

Easier C Programming Some usefulobjects
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日英対話デー タ ベー スへの発話行為夕イプの付与方法
に関する基礎的検討
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Dialog Understanding
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Conditions
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グ ラ フ イ ッ ク コ ン パ イ ラ ー A-035

Properties o f  Visua lMemory  for B1ock Pattems . A -036
D i s p l a c e n,e n t  L i m i t s  f o r  Rev e r s e d  R a n d o m -d o t A -037
Cinematograms
網11実モデルTAMITの計算機シミュレー シ ョ ン  A -038
STAx S R  A P roの周渡数特性 一人工耳及びダミ ーへ ツ A -042
ドによる測定一

コ ネ ク シ ョ ニ ス ト モデル と認知心理学  A-043

テクスチャ一識別の心理学的研究の展望

A S t u d y  o f  B i n o c u l a r  V i s i o n  Us i n g  V i s u a l E v o k e d  A-045
Potentials

書の'1i11iさと振中1l1包絡 A-046
時空間フイル夕を用いた連動視知覚モデルの検討

〇n the Approximate Real ization o f  Confinuous Mappings

by NeuralNetworks
アイコンに関する研究および標準化の動向

研究用日本語音声デー タベー ス利用解説書

Direct ion Discr im inat ion  and  Pattern Segregation w i t h

Isoluminant Chromatic Random-Dot Cinematograms
誘発電位記録解析システム

vM S版 S A S の使い方
リ ス プ マシ ンの音声処理ユー テ ィ リ テ ィ 一 一SPIR E .

synthesizer ,PEF入l 1l1 -
認知地[里1形成過程のモデル化に関する一考察

on  the CapabiIities of  Neura lNetworks
聴覚実験用へ ツ ド フ ォ ン ア ン プ シ ス テ ム
ア イ  コ ンの認知容易性に関する語要因の検討
ゲシュタルト心理学の流れを汲む最近の視知覚研究

パ夕一ンの良さ判断に対するシン メ ト ロ ピ一尺度の有

効性

ATR  Neura lNetwork Research on Speech Processing

マルチD S Pで構成する多チャンネル更 l1,11手フイル夕バン

クの試作

乳児の泣き声における音響特徴の分析とカテゴ リ一判

断の単位

A11iant .Convex,Ncubcの アー キ テ ク チ ャ と パ フ オ ーマ

ンス

A ComputationalCochIear Nonlinear Preprocessing Mode1

with  Adaptive Q Circuits
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の利用にっい て
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かり

音の高さの知覚

Sharpness and Amplitude Enve1opes o f  Broadband Noise

Effects o f  Preceding Scale on Me1odic Pitch Interva1

Mode l ing  o f  Contex tua lE f f ec t  Based on  Spect ra lPeak
Interaction

PerceptualUnits o f  the Infant Cry

Motion and Depth Perception w i t h  Dichoptic -sequentia1
Presentation o f  Random-dot Pattems
Trajectory Format i on  o f  A r m  Mo v em e n t  by Cascade

Neura lNetwork  Mode lBased  on Min imum Torque-change
Criterion

〇bjective Functions for  Improved Pattern CIassification

with  Back-Propagation Networks

A Hybrid Speech Recogni t ion System Using H M M  an
LVQ-Trained Codebook
ATR視I確i覚機構研究所画像入出力システムの概要

H M M  Speech  Recogn i t i on  us ing  DFT  a n d  Aud i to ry

Spectrograms
1den t i f i c a t i o n  o f  Ka n j i  a n d  K a n a  Charac t e r s  w i t h i n

Japanese Words

「_1本語の視覚的処理単位 一単語認識過程における語

現象一

音とは何か一NaturalComputat ion,W.Richa1-d E d 第 4 章 よ

り一

神経回路モデルによる画像の情報処理にっい て
文書画像検索システムCHA S E R S

ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クを用いた手書き文字認識

cGを用いた心理実験に基づく空間認知モデル
cGを用いた心理実験に基づく方向評定モデル
H M M  Speech  Recogn i t i o n  Us ing  DFT  a n d  Aud i to ry

Spectrogram

可変残響室の残響時間測定

スケルトンを用いた階層的形状記述およびニュー ラ ル

ネ ッ ト に よ る 階 n1賣,的形状識別
ノ イ マ ン を 越 え て 一視l確l覚認知機構研究における並

列計算構成にっい て 一

日本人発話の英語及び外国人発話の日本語のプロソデ

ィに関する研究

音声 ・発話障害の定最評価に関する 1l11l 究
UN Ix版 S A Sの使い方
1随覚実験用へ ツ ド フ ォ ン の1lf率の測定
3次元知覚における手がかり間の相互作用

Psychoacoustic Evidence for the ContextualEffect Model

〇p t im i z a t i o n  a n d  Lea rn i n g  i n  N e u r a l N e t w o r k s  f o r
Formation and Contro1of Coordinated Movement

A N e w  HMM/ LVQ  Hyb r i d  A l g o r i t hm  f o r  Speech

Recognition

The  Proofread ing o f  Japanese S en t e n c e s :V i s u a 1 , a n d

Semantic Processing

E f f e c t s  o f  t he  Preced ing  S c a l e  o n  Me l o d i c  Interva1

Judgment in Terms o f  Equality and Size
McGurk Eff、ect under Conditions with or without Noise

Extraction of  the Nonlinear G1obalCoordinate System o f  a

Manifold by a Five Layered Hour-Glass Network
音声録音系の諸特性

A G1o t t a lWa v e f o rm  M o d e l f o r  High  Qual i ty Speech

Synthesis
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U n i x上の音声研究用ツ ー ル -Speech Too l s  Command s
Manua1-
Acoustic and Physio1ogicalCharacteristics o f  Traditiona1

Singing in Japan

The Ef fect o f  Experiment Variables on  the Perception o f

American English/r,1/for Japanese Listeners

視覚認知用語集

陰影による形状知覚と単限立体視モデル

多重解像度による点パタ ー ンの構造化モデル

Computa t i ona lTheo ry  and  N e u r a l N e t w o r k  Mode l s  o f
Interaction Between VisualCort icalAreas

連動視と両限立体視の相互関係  一連動視 ,立体視の成

立と両限入力画像の時間関係一

神経回路モデルを用いた重なったパ夕一ンの分高性

Static Analysis of Posture and Movement,Using a 1 7-mus-
cle Mode1of the Monkey's Ar m

帯域制限ランダムドットに読 f導される正方向の連動残効

MathematicalConnections between the probabi l ity,Fuzzy

set,Possibility and Dempster-Shafer theories
S i m p l i f y i n g  Discon t i nu i t y  Detec t i on  w i t h  a n  Eye  o n

Recognition

Neura]-Network Cont ro l f o r  a C1osed-Loop System using
Feedback-Error-Leaming
Recun-ent LVQ for Phoneme Recognition
視1確覚特殊実験室の音響特性

Investigation o f  Headphones Suitable for Psychophysical

Experiments

Auditory Spectrograms in HMM  Phoneme Recognition

E f f e c t  o f  Wo r d  Fam i l i a r i t y  o n  N o n -na t i v e  P h o n em e
Porcept ion:Ident if ication o f  Engl ish/r/,/1/and/w/by Nat ive

Speakers o f  Japanese
音程を変えて発話したl11fき声の音響分析

〇n the Role  of F〇 in VowelIdenti f ication

A Computat ionalMode1of Four Regions o f  the Cerebellum

Based on Feedback-error-1eaming
識別学習論による音声認識

文字構造抽出の研究 一手書き文字品質の人間の主観評

価に準じた品質決定要因による客観的定最評価一

Equilibrium Point Controlo f  a Monkey Arm  Simulator by a

Fast Learning Art i f i c ia lNeura lNe lwork

Feedforward Neura lNe twork  Model ing of Target-directed
A r m  Mov em e n t  W h i c h  Reproduces  Speech -Accuracy
Trade-o f f
E nh a n c e d  Di s con t i n u i t y  Detec t i o n  f r o m  Pos t u l a t e d
Discontinuities

G PD  Training o f  Dynamic  Prog r amm ing -Based  Speech
Recognizers

Auditory Front-End  i n  D TW  Wo r d  Recogn i t ion  Under
Noisy,Reverberant and Multispeaker Conditions

Stability Constraints for the Equilibrium-Point Hypothesis
Applicability o f  〇riented Filters to Edge D etection Motion

Analysis

Recognition of Manipulated 〇bjects by Motor Learning with
Modular  Architecture Networks

UN IX上の音声研究用ツ ー ル ーSpeech Tools-
Speech Tools ManualPages

R e l a t i v e  P i t c h  J u d g em e n t s  f o r  Fo rm a n t  S t r u c t u r e d
Broadband Noise

The Effects of Tempo and Pitch on the Judgement of  Infant
Cries

SpatioemporalProperties o f  Motion Perception for Random-
Check Contrast Modulat ions
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Contro1of A Muscu1o-SkeletalSystem
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Discriminative Feature Extraction

Recognition by Combinations o f  Paraperspective Images
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アレンシー
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Recognition
温度差つき造伝的アルゴリズムの収束

アニー リ ン グ ス ケ ジ ュールの定数倍加速

F0調節の生理機構に関する磁気共鳴画像(MR I )の分析

自由手書き文字認識の研究

喉頭筋の非侵襲計測と韻律制御の生理機構

母音における音声と口唇形状の視聴覚に関する研究 (そ

の1 .母音口形連続体における視知覚)

A Softwarel ibrary of C十十 class objects for bio1ogicalstruc-
ture modeling
外舌筋収縮力空間における調音軌道の作成

Product ion and  Perception o f  the Consonan t a lVo i c i n g
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昭和61年度試作MMICの能動素子特性評価

光術星間通信に適用可能な光デバイ  ス ,  通信方式に関

する調査報告書

偏光変調/直接検波方式に関する実験的検討

衛星間通信に際しての地球大気分子による吸収の計算

LUFET  M M Ic; 多 層 化 M M I C の 試作検討一 第 1 次 試
作一

GaAs  F E T の A C 小信号モデルパ ラ メ 一夕のバ イ ア ス

依存性評価

si 選 択 ドープGaAs/AIGaAs量子并戸構造の発光応答
有限要素法を用いた導波路の電磁界解析プログラムマ

ニュアル

Towards Experiments in Functiona1〇pticalChaos

有機高分子の非線形光学効果に関する調査

選択 ドー プ量子井戸のサブバンド構造とサブバンド間

吸収の解析

Tera Hertz Coherent Radar

Electronic structures o f  GaAs-AIAs Superlattices
ト ラ ン ス ポ リ ア セ チ レ ン ・ ソ リ ト ン 付 近 の 振 動 モー ド

の研究

非線形動力学の立場から見た神経回路網とその情報処

理機能

「非線形動力学のAppl icab i l i tyワー ク シ ョ ッ プ」報告
多重伝搬路内におけるアンテナ特性の解析と多重波干

渉除去技術への応用
リ ミ ッ ト サ イ ク ル を埋め込んだ 、非対称な結合行列を

持つ、神経回路綱の記憶想起特性

マイクロ波回路小型化の研究

マイクロ波回路非線形デバイス回路の研究
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GaAs/AIG a A sおよ  びInGaAs/AIGaA s量子井戸構造にお

け るサブバン ド間遷移

sI Msによる化合物半導体中の不純物分析
ATRにおける高周波回路の研究一超小型 ・高機能MM IC

光衛星間通信実験用光変復調器の構成と特性

成願圏無線中継航空機を用いた字商光通信実験

G aA s ( 1 1 1 ) MBE成長とS i ドー ピ ン グ

高濃度 s i ドー プG a A s の ラマン錯乱と量子井戸サブバ
ンド間吸収の外部光制御

有限要素法を用いた2次元講,電場解析プ ロ グ ラ ム マ ニ
ユアル

GaA s表面・界面の制御

有限要素法による損失のある 2次元導波路の特性解析

プログラムおよびその解析法を用いたMM I C用低損失

線路の検討

空間回路綱法を用いた周波数特性解析プログラム

マ イ ク ロ 波帯移動通信のためのア ン テナ ・給電系ハー

ド ゥ ェアの検討

多重波伝搬特性と等化方式の研究

ス ロ ッ ト 結 合 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ

テ ラへル ツ ・ イ メ ー ジ ン グ ・ レー ダ
Superresolution o f  Multipath Delay Profiles Measured by

P N  Corre la t ion  Me t h o d  a n d  i ts App l i ca t ion  to I n doo r

Propagation Analysis

B E R  Performance o f  Anti-Multipath Modulat ion Scheme

PSK-VP  and its 〇ptimum Phase-Wavefor m
I n-Room Transmission B E R  Performance o f  Anti-Multipath
Modulation PSK-V P
偏光変調/コヒ ー レント検渡方式に関する実験的検討
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光空間制御ア レーア ンテナの1ff力振分布と放ii、14f-1:1
ATR光電渡通信イi1「究所の5 年間の歩み
M M Icの超小型化 -高 iik能化i文術のf1 J「究
1 9 9 1年度MM Ic イl11究成果 tli 11i-
Mode1lmg o f  S1ot Cou p l e d .C11 c、u l a1 M lc 1o、tr lp Patch
Antenna Element、
移動体術11 通イ, 1 用 D B F アンテナ信 J 処理 1',l1の il,1111,1.と
その年i 11
M M Ic回1各i111成1.!1-のイ1j1究
J;j(面定査アンテナ返イ・ii 界1則 定 に お け る ア ラ イ メ ン ト ,11:、
差の影'1'1'

4 m 111 大理11l1,1面1,i1111' アンテナ近イ:11界1則定システムの開
発とその評価

Electr1calContact1 o n ( 1 1 1 ) A  GaAs

ワニエ ・ シ ュ夕ル ク  j,i在現象を不 J用した1'1i ,に気光字

効果素子

Hlgh  Speed F1ber 〇pt1c Lm k Dcvc1opmcnt lo1 Pe l sonal

Commun1cat1on Sy、tem、s
MM I Cil:i,1iJ l::,テ ノ、イスl l l I路のイ 1J「究
G a A s ( l l 1 ) A 面 . 1 .のイi1l力同p - n i表,合と段 ン1,基i11業1 . の
M B E 成長シ ミ ュ レー シ ョ ン

移動体的 ・.1,通信用 ア ク テ ィ フ ア レー アンテナのイ1J「究
Qua・;1 -〇pt1c Elect1 ooptlc Modulator on LINb〇3
M M I C デ ノ 、イ スプ ロセス i文イ,111
ビー ム ス ペー ス C M A ア タ プ テ ィ フ ア レー

室内における多1'111渡 11ム 般?1 '1'1 .のイ1J1究
ニュー ラ ル ネ ノ ト ヮ ー クを用いた通11,t、''、j,化器のf 1.11究
マイクロ渡ミリ1度イ1,-小 j1l J フ イルタのイ1J「究

ス ロ ッ ト 11111合J1;lJ円Jl;マ イ ク ロ ス ト リ ノ プ ア ン テ ナ の 端
「-間 相 11_ i' 1'1合?1'l1
GaA.sパタ ー ン j,1、i1;・ 1 _でのG a A sの分  J'- i111エビ夕クシー
におけるG a -J、面i1 、11文長の.,、ノlJ' 1
GaA?選択エ ソ チング用H F + H2〇2+ H2〇 dt合 111?の), l・本 11 J

'1 ノ l.
GaAs(001)パ夕一ン基イ1又_上でのGaA,,/AIGaA.s多 1l,i11実の
分子線エピ夕 ク シ 一 中 の フ ァ セ ソ ト 成長

GaAs(111)Aパ夕一ン基イ1反l - でのG a A、/AIGaAs多1l'fi 11・t
の分子線エビタ クシ一中のファセ ソ ト 成 長

ビーム 伝i般l.i に よ る ス テ ソ プ型光,1?、1度置各の角 ・1イ11
Jl:,1,1 1形タイナミックスを不 l j用した新i・k能1 、1,子のイ1J1究
De'lgn of  M 111 1meter Wave Pe1 sona lRad ]o System、sU.smg
F1bre 〇ptlc Lmk、s
H B Tの光マイ ク ロ、1度イi、,積l111路への通用
フ ェ 一 ス ト ァ レーアンテナの通応1l,1」 1f11に関するイ1J「究
GaA1(111 )A面上におけるDBR用多1l ' , 1使のMBEfk長

ス ぺ ク ト ル f 1 l 域 法 を 用い た ス ロ ッ ト ;1,l1合円形マイクロ
ス ト リ ノ プアンテナの角1f イJ r
M B E成長による ( 1 1 l ) A面 G a A・,段,r1?基板 l -へのイi、方向
p-n接合の  J1;成とその応用
セルラ j ,i 地局の送受信アンテナ指向 ,1年制'111l 1による用波
を文利用効il',の L11l: 1 l1
D B FアンテナにおけるA / D変換器の有効分角1 l '能に関

す る 検 1;、J
ビーム伝般1i、による分布用li1-ri-1h型光・'_渡路の解析
M B E l jk 」111 1 に よ る ( l 1 1 ) A 面 G a A s 基 イ 度 1 -_ への
GaAs/AIG aA sの成長とその応用

P le_electr1c E f f e c t  m I n GdAs/GdA s  Qu a n t um  We11s
G1o w n  o n ( n 1 1 )A -〇11ented GaAsSubstrate, ( n_1,2、3 ,4 )
PAL-sLMの基本特性とその応用可能 ,I生
MB E 、1,i11に よ る ドーパ ン ト S1のみを用いたGaA s ( 1 1 1 ) A
1l11」 _ GaA、, A IGaAs/GaA、sLED行1」-造の成長
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So「twarc for D c、1gn o f  S em1conduclo1 Mult1layer St1 uctures
S t udy  o f  S o m e  Ad a p t 1 v e  E lgenspace  A l g o l l t hm s  f o 1

Antcnna A l l ays

The  G1 ow t h  o l H1gh Qu i11ty InGaAs Quantum We11s on
G a A 5 ( l I l ) A s u bst1 a t e i

ワ ニ :1:- ・ シ ュ タ ル ク  J, j在 効 果 を 利 用 し た 、l -,、事体光素
」'- ,WS L - S E E Dの動作特性  【 II 】 j l '線形 ,1i気同路 、s-
S E E D のポテンシャル関t女法による動作性角1 イ1i- 11,'ii、定
l人態を経Il lした3 1大態間送移お よび光 ト ラ ン シ ス タ ー
の'j -現

ワ ニ エ ・ シ ュ タ ン ク 1,i在効果 を 利 用 し た:1' ,11i.体 光 ,:?
f - , W S L - S E E Dの動作解析 【 I 】  W S L-S E E Dにおける
光吸収胞1「11特性、及びそれを利用した光微分器の実現

ワ =工 - シ ュ タ ル ク  J,1在 効 果 を 利 用 し た 、1',、事体光素
」'-. W S L-S E EDの動作解,11i 【 11 】
1''号体 1u イ各 J'-中の 1 - .S t 1 ans「e1 のキ ャ リ ア中 ll i j1に対す
る影'1'1,,

ミ リ、破 ,1l11, M M I C ハ ラ ン ス 型 ア ソ プ コ ン ハ一夕
A H lgh R e、olut1on  Algor1thm fol Detect1on-E l t 1ma t lon  o i
Na r r o w -B a n d  S 1g n a l l U s lng  S c n、o r  Ar r a y s  w1 t h o u t
E1gcndcc、ompo、1t1on、o i' Data Con elat1on、
G a A s ( 1 l 1 ) A面 1 _テ ル タ ドー プ G tAs1l''1に お け る 不 ,1 ,t物
のi1,、11女
ミ リ 渡 構 高 ア イ ソ レー シ ョンMM I C F E T ス イ ソチの検 11、1
広 ,111:域イ, 1 J -に対応 し た ビー ム ス ペー ス形cM A ア ダ プ
テ イ フ ア レー

MB E 、11、 に よ る S1 ( 1 1 l ) 基仮 l - GaA、へテ ロ エ ピ タ キ シ ャ
ル成長

多l'Ill1度複1'fl二イii夕 イ ナ ミ ノ ク の イ 1J1究一その Julリ1,1 と1心用一
カ オ ス と 1 l 1 J'-現象一 メ ソ ン っ ピ ソ ク 系 と レーサ一系_
超、1関 1・l'1 - 1学1採 セ ロ と な る ・l人態一
Mc thod ( SMP )の多 .,11;渡11・1ii時間に分角l能?11生に '11、iす る
イ1J「究
光 / ミ リ 渡 f l1 ( 線 リ ン ク シ ス テ ムの ,1美111 - と ili%し
レーサ マ イ ク ロ ビ ジ ーョンの高速高分角1能信 J処i里方 1.l、
破長 1 0 6 1, m '11 J- ネ ォ ジ ウ ム l 1111、加 光 フ ァ イ パ ーi11'中111器

G aA、/A IA、lypc 1u イf行子における光lf f力,l.1i ,ll流発iit
非 l11 l 1 -. 的・1 _通 信 ネ ノ ト ヮ ー ク におけ る光術 11_間通信パ
ラ メ 一 夕 に 1'111 イl111

I n 系,uイ各」'-に お け る ワ ニ エ シ ュ 夕 ン ク  J,-i在効果 とその
応用

非ilf i月1,; 有 i;1光学本iイ1の.文計論
ア ダ プ テ ィ ブ ア レーアンテナと最-ゆう系i,',合推定の結
合一所1?i渡と1・延渡の分l111ii1 111合成アルゴ リ ズ ム ー
Jj向''L 結合器を用いたマイ ク ロ 1度 ト ラ ン ス ハーサ ル フ
イルタイ1J「-究
DBFマルチビーム ア ン テ ナテ ィ ジ夕ル信,11処理部の開発
B S C M A ア 夕 プ テ イ フ ア レ ー ア ン テ ナ テ ィ シ タ ル 信 ,j -
処理部の開発

D B F セルフビー ム ス テ ア リ ン グ ア レーアンテナ信号処

」111部の開発

DBFマルチビームアンテナデ ィジタル信号処用部の開ilt1
B S C M A ア ダ プ テ イ フ ア レー ア ン テナテ ィ シ タル信号

処1里部の開発

D B F セルフ ヒ ー ム ス テ ア リ ン ク ア レー ア ン テ ナ 信 J 処

理部の開 f i

〇pt1ca lProce、smg Mult1beam Array Antenna
中 1械テ ィジタルビー ム フ ォ ー ミ ングアンテナによる ' l 考 f

最 , Li、1度の追尾受信実 l険
I M S L よ り 給 ,し さ れ る ス ロ ソ ト 結 合 マ イ ク ロ ス ト リ ノ
プ ア ン テ ナ

小川 ・ 低ii.り、マ イ ク ロ 、111iフイルタのイ1111究
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ミ リ渡帯多層化MM Icの研究
通信網の発達に伴 う ト ラ ヒ ッ ク理論の機能的困難と克

服への展望

G a A s ( 1 1 1 ) A基板における成長前表面処理とその表面

状態の研究

高指数A面段差基板を用いた横型トンネル結合デバイ

スの研究

レーザマ イ ク ロ ビ ジ ョ ン の信号処理

リ ア ル 夕 イ ム レーザ マ イ ク ロ ビ ジ ョ ン

〇pt i c a l Sw i t c h i n g  Appl icat ions o f  Delayed Feedback

Nonlinear Systems

Adap t i v e  Se lec t ion  o f  〇sci11ation Mo d e  i n  a Chaot ic

〇pticalRing to Avoid Co11ision

ミ リ 波 ブ リ ッ ジ 型 M M I C ス イ ッ チ

AvS を 用 い た ニ ュー ラ ル ネ ッ ト ワー ク の可視化シ ミ ュ
レー シ ョ ン

単 一 ドーパン ト S i のみを用いたG a A s ( 1 1 1 ) A段差基板

上横方向サブミクロンキャリア封じ込め構造のMBE成長

サ イ ク リ ッ ク 拡 散 符 号 を 用 い た 広 帯 域 ス ぺ ク ト ラ ム 拡

散通信方式

D B Fセルフビー ム ス テ ア リ ン グ ア レーア ン テ ナ

自已発振型光マイクロ波 ミキサ

ミ リ 波 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ の 開 発

GaAs (311 )A面 -面発光レーザ

国内  (0774)951162
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夕 イ ト ル

ATR音声細訳通信研究所の研究方針

Ana l y s i s ,Gene r a t i o n  a n d  Mo r e  by Mean s  o f  Genet ic

Algorithms
音声言語デー タ ベー スのための日本語形態素情報と表

記の体系

話者適応を用いた不特定話者音声認識

発話状況を考慮した対話翻訳に関する基礎検討

自動翻訳電話研究所の対話デー タ ペー スと音声翻訳シ

ス テ ム AsURAの音声認識用文法 ・ 構文解析用文法の
間の日本語形態素情報の相違点

N o n -G r amma t i c a l  P h e n o m e n a  i n  Rea1 En g l i s h
Conversation

音声言語デー タ ベー スにおける日本語形態素解析マニ

ユアル

c言語によ る C H A R T 構文解析法 ( I ) ー プ ロ グ ラ ム 解
説書一

バイグラムを用いた日本語形態素解析における各種探

索法の比較検討

c言語による双方向CHA R T構文解析法 ( I 1 )一 プ ロ グ
ラ ム 解説書一

音素配列構造の制約を用いた連続音声認識

Description o f  FundamentalFrequency in Read Speech in
the ATR 2 0 0  Sentence Database

E MM I-ATR  Environment for Mult i -ModalInteractions
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Speech Acts and Topics

Dia1ogue ModelBased on Data Transfer
マルチモー ダル案内システムにおける対話機構および

その評価

連続音声認識研究用音響モデル (ResearchJ V7)

研究用自然発話音声デー タ ベー ス解説 :11;: ( '9 9年度公
開版)  ースケジュー リ ン グ ・ タ ス ク ー

〇bjective Distance Measures for Assesslng Concatenative

Speech Synthesis

- Boardedit:A Mult i l ingualBoard Editor - From Interactive
Tree Editing To  Analysis by Analogy

The  Part-o f -Speech and  Parsing Ru le s  f o r  the Chinese
Language

Problem Analysis and Strategies for Chinese Generation in

TDMT  System

Client-Server Speech Translation System A T R-MATR IX
TDMT辞書ツール説明書 ( 英 日 版 ・ ユーザ向け)
音声言語デー タ ベー スの日本語形態素情報マニュア

ル一最終版一

IT-316

I T-322

] T-331
l T-334

音声言語デー タ ベー スの日本語構文解析情報マニユア
ル一最終版一

研究用自然発話音声デー タ ベー ス解説書  ( ' 99年度公開

版)  一旅行および国際会議申込一

Cellular Phone Based ATR -MATR IX
Using Detailed Contextua11nformation to Bu i l d  Language

Models of、Part-o f -Speech Tagging and Language Models o f
Speech Recognition by the Max imum Entropy Approach

S P A C E S : A  Semantica11y and Prosodica1ly Annotated

Corpus of  English Speech
音声細訳システムのための日本語音声認識言語モデル

(V8 : 1999年12月版)

テ キ ス ト デー タを使つた音声認識誤り訂正

C H A T Rで用いる設定パラメ一夕の最適化

KaNsai ToBI  Labelling

日本語命令表現における諸形式とその機能にっい て
次発話予測モデルに基づく音声認識候補の再スコア付

け

IT-335

1T-336

IT-339
IT-340
IT-341
lT-343

IT-344
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編集後記
A T R ジ ャ ー ナル新11集 委 員 と な り 、  も うすぐ 2年 とな り ます 。今回はじめて摘商

集後記 を担当す る こ と と な り ま し た 。 こ の ジ ャーナルが管様のお手元に解l くと基lは

季節もよくなり木々の緑がEま 1しぃことでしょう。

昨今は、  基礎技術研究分野においても、  学術的成果のみならず経済的な成果を

望む声が一段と強くなってきております。基盤技術研究促進センタ ーに よ る 2 回

目の中間時経済性評価も目の前にせまっております。  読者の管様に一つでも多く

の成果展開ができ選元できる こ と を願 う ものです 。

こ の ジ ャ ーナルは、 最近の研究成果等をご紹介させてぃただぃており 、  弊社の

研究により一1露;の理解を深めていただければ幸いと存じます。

今後とも 、管様方のご意見、  ご感想をお待ちしております。暖かぃご支援をよ

ろ し く お願い数 し ます 。

( A TR知能映像通信研究所 企画課長  熊野イ建一)

ATR J o u r n a l第3 9号  2 0 0 0年 5月 1日発行

e発 行 ・ 編 集

e,製 作

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

〒619-0288

京都府相楽郡精準町光台2丁目2番地2

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 1 l ( 大代表 )

学会 セ ン 夕一関西

本.し l,L1事の 111l llJ i 1l r、,1・度を11' じます。
2000 ( 株 ) l 1 11i?、電気通イ,1基111、l11支術1Jl先所



ATR グループのご紹介

ATR ホームページ

http://www.atr.co.jp

ATRグルー プは電気通信分野における基礎的 ・ 独

創的研究の一大拠点と して内外に開かれた研究所を設

立する構想のもとに産 ・ 学 ・ 官の幅広いご支援をぃた

だき1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、 既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている5つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の10の株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資70 %、  民間約140社からの出資30%で構成され

ています。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遺、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに5成果管理会社

に対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行

っています。

役に立つ様々な情報を公開しています。

今後も随時拡充予定です。 皆様のァクセスをお待ちしております。

ATR知能映像通信研究所 http://www.mio.atr .co.jp
ATR音声言語通信研究所 http://www.slt .atr.oo.jp
ATR人間情報通信研究所 http://www.hlp.atr.co.jp
ATR環境適応通信研究所 http://www.acr.atr.co.jp
特 許 と 成 果 物 http://results.atr.co.jp

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容(いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込
口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : TR - -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 7
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡

口研究用ソフトゥェア購入申込
【ソフトゥェア名整理番号 :

送

付

先

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ カ ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Tel/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

●ATR ジャ ーナルのご購入11ii 望、 送付先変更等をお寄せ1、さる場合には、  上記にご記入の上、 FAx 等でご送付下さい,
0送付先変更以外にっいては、 変更後の機1に必要 111項をご記入願1います.




